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　　　プロローグ　ある日常的な／彼らの風景





「……会長、ご決断下さい」

　息が詰つまりそうな程ほどの重苦しさが、その部屋には漂ただよっていた。

「どうしても……、と言うのだね？」

　うず高い場所から見下ろすように、ミコはそう尋たずねる。タケトは頷うなずいた。

「確かに、お辛いことかもしれません。しかし我々【生徒会】は生徒たちにとって希望の星。なればこそあえて受けねばならない【痛み】というものがあります。……ご決断を！　天あま音ね会長！」

　その意思の強さを示すがごとく、机を叩たたく。そして身を乗り出すと、タケトはこう告げるのだった。

「──今すぐ、そのだらしない格好で漫まん画がを読みながらお菓か子しを食べるという行こう為いを、やめなさい！」

「な……なぜだ！」

「……さも意外なことのように言わないで下さい。どう見てもみっともないでしょう」

　額に手を当てて、ため息をつく。ぐらぐらと揺ゆれる椅い子すの上でだらけていたミコは、ポテトチップスを噛かみ砕くだきながらその言葉に頬ほおを膨ふくらませた。

「みっともないとはなんだ！　こんなのみっともない内に入らないぞ！　私にとって真にみっともないとはどういうことか──キミに、見せてやろうか？」

「無む駄だに格好良く情けないことを言わないで下さい」

「別にいいじゃないかよぅ。誰だれもいないんだからくつろいでも」

「限度というものがあるでしょう。常識の範はん囲い内ないで考えて下さい」

「ほぅ、【常識】……【常識】ねぇ！」

　にやり、と笑いながらミコが袋ふくろの中に残ったポテトチップスをざらざらと口に入れ、ぼりぼりと食べながら言った。

「【天才】のキミが言うに事欠いて【常識】とは！　これは面おも白しろいじゃないか！」

「っ……！」

　しまった、と思うがもう遅おそい。我わが意を得たかと言わんばかりに彼かの女じよは告げる。

「いいかね……タケトくん。我々はいわば革新的なことを行おうとしている身だ。それがつまらぬことにこだわっていてどうする？　面子だ、良識だ、前例だといつまでもそんなことにこだわっていては、なんの進歩もないぞ。故ゆえにだ！」

　腕うでを組み、椅子の上に立ち上がりながら、堂々と宣言した。

「パンツも見える勢いで胡坐をかいて、ゲームをやったり漫画を読んでいたって──いいじゃないかっ！」

「……っ！　それは……っ！」

　タケトは、息を呑のむ。そして、こう返すのだった。

「いいわけありません」

「ちぃ、中々に崩くずしがたい」

「それで僕ぼくを落とせると思っている会長の思考が恐こわいですよ」

　タケトは取り出した紙束を手の甲こうで叩き、

「大体ですね、スケジュールが詰まっているんです。僕らがこうしている間にもこなさなくてはならない依い頼らいが溜たまっているんですよ。会長がご自分の為なさっていることに誇ほこりをもっていることは重々承知していますし、サボることは絶対に無いと分かっています。しかし、いくら楽しみにしていたシリーズの新刊が発売されたからって、やらなくてはならないことを後回しにしてどうするんですか。後で悔くやむのはあなた自身なのですよ！　過去はあなたを追い回し、歩むべき未来は延々と逃にげ続けるのです！」

「正論だ！　正論が群れを成して襲おそってくる！　助けて！」

「ふざけてる場合じゃありません！　第一ですねぇ！」

　その時、一ひと際きわ大きくノックの音が響ひびいた。

「お、誰かきたようだ」

「会長！」

「タケトくん、新たな依い頼らい人にんだぞ。出で迎むかえる準備だ！」

　テーブルの上に降り立つと、ミコは意い気き揚よう々ようと入り口へと向かう。それを見て、タケトは更さらに深いため息をついた。

（……まったく、たまにこの人へついてきたことを不安に思うな）

　それでも彼は、やれやれと腰こしを上げた。やがてノブを回す音と共に扉とびらが開き、中から生徒が現れる。

「……あの、ここで何でも悩なやみを受け付けてくれるって聞いたんですけど」

　その言葉に、彼らは一いつ瞬しゆん目を合わせ……そして、揃そろってこう告げるのだった。

『──ようこそ、我ら【裏生徒会本部】へ！』
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　郡こおり武たけ人とは【天才】である。

　少なくとも、自分自身ではそう思っていた。

「……しかし、驚おどろいたな」

　長い長い廊ろう下かを、タケトは教師の後について歩いている。ホームルーム前とあってか学内はまだ生徒たちで溢あふれており、じろじろと物もの珍めずらしそうに見つめる視線を肌はだで感じていた。

「恐おそらくは、数年……いや、ひょっとすれば十年以上見ていないかもしれない。特例許可で入学した生徒というのは、それほどに珍しいものでね」

「存じています」

　だがそんなものを気に留とめることもなく、タケトは手にもった本のページに視線を落としたままで言う。背表紙には英字のタイトルで、【君主論】と書かれていた。

「この学校──【私立千せん陣じん学園】の編入試験は、俗ぞくに言うところの【象が針の穴を通るより難しい】……どの案内書にも同様の文章が載のってありましたから」

「そ、そうかね」

「そのために用心して普ふ段だんの二倍以上の勉強量で挑いどみましたが、なんのことはありません。あれなら半分でも十分だった」

　特に自じ慢まんをする風でもなくさらりと言ってのけると、ページを繰くる。

「……そういえば君は、最終面接の時に面接官へなにやら、壮そう大だいな夢を語ってみせたそうだね？」

「大したことではありません。それと、夢ではなく目標です」

　眼鏡のツルを指で押おし上あげて、その理知的な顔の筋肉を少しも動かすことなく続けた。

「この学園を卒業した後、政治家となり、最終的にこの国を治める中心的役割を担になう──ただそう述べただけです」

「……それは、【首しゆ相しようになる】ということかね？」

「そうとって頂いても問題はないかと」

　視界の隅すみで、教師が自分の方を振ふり返かえってぽかんとした顔をしているのが見える。だが、タケトはそれ以上続けることもなく文章を読むことに集中した。

「……冗じよう談だんではなさそうだね」

「僕は冗談が嫌きらいです」

　しばらくそのまま沈ちん黙もくしていたが、教師は何度か頷くと、再び前を向く。

「……あー、うん。既すでに君も知っていると思うが、我が千陣学園は少々特とく殊しゆな理念の下に成り立っている学校でね」

「それは、【人材に貴き賎せんなし】というモットーのことですか？」

「ああ、そうだ」

　ちらりと、タケトは柔やわらかな陽光の差し込む窓を眺ながめた。外では地平線が霞かすむ程に広大なグラウンドで練習している多くの生徒達たちがいる。種類もまた様々で、野球やサッカー、陸上競技などの一いつ般ぱん的てきに広く知られるスポーツだけでなく、あまり世間に認にん知ちされていないものもあった。また庭では演劇部らしき者達が発声練習をしているかと思えば、大人数の美術部らしき生徒がキャンバスを前に筆を振るっている。

「我が校こうはあらゆる分野における才能を伸のばし育てるために、初等部から高等部まで全国から優ゆう秀しゆうな生徒達を募つのっている。その為ために投入された設備や環かん境きよう、教育プログラムも他に類を見ない最さい新しん鋭えいのものであり、実際、卒業生には東大、ハーバード大、ケンブリッジ大学合格者も多数、オリンピック出場者もいてね。もちろんスポーツや勉学だけに力を入れているわけではなく、芸術の才に恵めぐまれた生徒に対する指導も充じゆう実じつしている。いささかに条件は厳しくなるものの、能力向上を目的として生徒達が実技を披ひ露ろうする場を自らで設けることも可能だ。そして、それらを通しこの学園で吸収したことを糧かてに、世界的に活かつ躍やくしている者も少なくない。まあその分、試験も通常より難しいものとなるが……その頑がん張ばりに対する見返りは確かなものだよ」

　咳せき払ばらいを一つして、教師は続ける。

「後、君に伝えておかなければならないことがもう一つ」

「……なんでしょう」

「君は、この学園にどれだけの生徒が在ざい籍せきしているか知っているかね？」

「確か、じゅうすう……」

「そう、【十数万人】だ」

　簡単に答えられそうになった為か、いくらか慌あわてたように先に述べる。ここは相手のペースに合わせるべきかと、特に反論もせず頷くだけに留めた。

「これほどの生徒数を誇る学校は、まずこの日本には存在しないと言っていいだろう。これも、才能のある人間を遍あまねく受け入れたいという考えに従ったものだ。しかし、一つ問題があってね」

「教師の絶対的不足による指導力の低下ですか？」

「……うむ、その通りだ」

　的確に言いたいことを先に当ててくるためか、わずかに不ふ機き嫌げんさを含ふくませたように教師は言った。

「君の言う通り、生徒に対して我々教師の数が圧あつ倒とう的てきに足りていないんだ。もちろん、能力育成に関してはなんら問題ない。だがそれ以外……例えば風紀的なことなど、そういった意味で学内の全すべてを把は握あくするのがどうしても困難となる。そこで考え出だされたのが、」

「【生徒による、完全自治制度】──」

　今度は特に感情を乱すようなことはなかった。それはこの千陣学園における何よりも大きな特とく徴ちようとして、広く世間にも知しれ渡わたっていたからだ。

「そう、その通り。即すなわち【生徒による、生徒のための、生徒だけの政治】……この実現により我が校は生徒同士の密接な関係を築くことを可能とし、これは君たちが社会へと出る前に、自主性や協調性を芽生えさせるという意味で非常に価値のあるシステムとなったわけだ」

「話では最も優すぐれた生徒が頂点となり、支配的立場となって指導していると聞きましたが」

「ああ。そしてその生徒が選び出した者達数名で構成された組織に、我が校は学園の平和的維い持じを目的とする活動の独自権限を与あたえた」

　それは事実上、教師を介かいさない生徒自らの【学内統治】を容よう認にんするということであった。見ようによっては無む謀ぼうともとれる方法でもあるが、現状として千陣学園が特に目立った問題もなく続いているということは、結果的に正解であったということなのだろう。

「その組織には、一体どのような生徒が属ぞくしているのでしょうか」

「ああ、それは……」

　そこまで言って、教師は足を止めた。タケトは本を閉じると、怪け訝げんな表情で顔を上げる。そして、背中越ごしの言葉を受け止めた。

「丁度、朝の見回りの時間のようだ。口で言うより、その目で確かく認にんした方が早いだろう」

　教師はゆっくりと、前を指差す。

「見てみなさい」

　廊下にたむろしていた生徒たちは、いつのまにか左右に分かれて整列していた。誰もが姿勢を正し、まるで支配者を迎むかえ入いれるかのように緊きん張ちようの面おも持もちで佇たたずんでいる。

「彼らこそが、我が【私立千陣学園】の中心的存在──」

　そこを、まるでモーゼが神の導きにより裂さかれた海を堂々と渡るように、威い風ふうたる堂々とした態度で歩む集団が居た。

「──【生徒会】だ」

　その数、わずかに三人。

　いずれもタケトや他の生徒たちとは違ちがい、白を基調として金のラインが入った特別な制服を着ている。

　先頭に立っているのは、腰まで届くかのような艶つややかな黒くろ髪かみを持つ女性だった。その肌はまるで新雪のごとく純白で穢けがしがたく、その柳りゆう眉びの下にある流れるような切れ長の目、どこまでも深く落ちていきそうな闇やみ色の瞳ひとみ、ほのかな桜色に染まる形良い唇くちびると、全ての作りが見事なまでの黄金比によって成り立っている。またしなやかな体たい躯くは無駄な肉が一いつ切さいなく、それでいて女性的な魅み力りよくを失ってはいなかった。そこに居るだけでどんな場所であろうと一枚の絵画となりえてしまうような、そんな完かん璧ぺきに過ぎる人物だ。

　その左後ろについているのは、タケトよりも年下であろうと思える小こ柄がらな少女だった。ぼさぼさの髪かみを適当に切って、どこか眠ねむそうなとろんとした目つきをしている。彼女に至っては与える印象が何な故ぜか少な過ぎ、居るような居ないような、たとえ道で出会っても、数秒後にはその顔さえ思い出すことが困難になりそうに思えた。

　そして右後ろを歩くのは、見るからに真面目まじめそうな女生徒だ。長い髪を横で括り、やや吊つり上がり気味な目で、一分の揺らぎもなく真まっ直すぐ前を見み据すえている。顔の造ぞう形けいはそれほど悪くなく、寧むしろ良く整っていると言えるのだが、全体から漂う堅苦しい空気がどことなく近寄り難がたい雰ふん囲い気きをかもし出していた。

　と、最後の【生徒会】に属する生徒を見て、タケトは目をしばたたかせる。

（あれは……）

　だがその時、彼女らの背後から聞こえた鋭するどい声が思考を中断させた。

「待てよ、てめえらっ！」

　一人の男子生徒が、鬼き気き迫せまる形相で立っている。その体は震ふるえ、目は血走り、明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。

【生徒会】の面々は立ち止まると、ゆっくり振り返る。先頭に立っていた女生徒が、静かな声で言った。

「……なんでしょうか？」

「さっきセンコーから連れん絡らくがあったぞ！　俺おれが退学ってどういうことだよ！」

　荒あらく息をつきながら、男子生徒は今にも襲いかからん勢いで食くって掛かかる。

　それに対しあくまでも、落ち着いた態度で女性徒は口を開いた。

「高等部２─Ａ、普ふ通つう科か、山やま内うち幸こう平へい……貴方あなたの除じよ籍せき理由に関しては学力不足及および度を超こした素行不良ということで即そく時じ退学という旨むね、通知がいっているはずですが。確認してはいないのですか？」

「うるせぇ！　うるせぇうるせぇうるせぇうるせぇ！　お、俺の親父おやじは社長だぞ！　この学園にだっていくらか援えん助じよしてやったろうが！」

















　その言葉にわずか頷いて、

「ええ、そうですね」

　しかし、こうあっさりと答える。

「それで……それが、今回の件と何の関係が？」

「な、なんだと……!?」

　微笑ほほえみさえたずさえながら、

「貴方のお父様と、貴方自身の愚おろかさに、一体なんの関係があるのかと申し上げたのですが。ひょっとしてそれ程度のことも──理解、出来ませんでしたか？」

　その女性徒は、気持ち良いくらいに真っ直ぐと相手を嘲あざけった。

「……っ！　てめぇ……！」

　歯は軋ぎしりをしながら、山内はポケットに手を入れた。生徒達の間から悲鳴が上がる。彼は鈍にぶい光を照り返すナイフを取り出すと、それを向けた。

「ぶ、ぶっ殺してやる！」

　言うが早く、ナイフを振り回まわしながら、山内は感情の赴おもむくままに走り出す。

「……仕方ありませんね」

　それでも少しの動どう揺ようもなく、彼女はわずかに制服の裾すそをめくった。そこには、黒い棒状の何かがある。紐ひもで括くくられ、幾いくつもの楔くさびを打ち込み、鉄の冠で纏まとめたそれは、

（……刀の柄つか？）

　まさか、と思いながらタケトは眉まゆを顰ひそめる。しかし女生徒がそれをとるよりも早く、すっと前に出た人物が居た。

「【副会長】、ここはわたしに」

　彼女の右後ろに控ひかえていた、真面目そうな少女だ。その言葉に女生徒は一瞬考える素そ振ぶりをしたが、やがて頷いた。

「……そうですね。風紀を乱す輩やからを制裁するのは貴女の役目。頼たのみましたよ、朱あか音ね」

　わずかに敬礼するかのような素振りをして、朱音と呼ばれた女生徒は山内と向き合う。

「どけ！　どけどけどけっ！」

　完全に狂きよう気きに支配された男の持つ刃やいばは、小さいながらも確実に相手を傷つける意思を孕はらんでいた。だが【副会長】と同様、彼女もまた年不相応なほど泰たい然ぜんとした態度で事に臨のぞんでいる。

「どかねえと、てめえからぶっ殺すぞクソ女ぁ──っ！」

　山内が、目の前でナイフを振るった瞬しゆん間かん。

「台詞せりふだけは一丁前ね」

　彼女は、風を起こした。回り込んだ足が空を切り、ナイフを手から弾いて宙に飛ばす。その直後、背中に手を入れて【ごそり】と何かを取り出した。

「うっ……っ！」

「……地べたに這はい蹲つくばりなさい、敗北者」

　おいおい、とタケトは心中で思わず突っ込む。

（一体、なんの冗談だ？）

　彼女が山内につきつけたのは、黒々とした筒つつ状じようの、どう見ても銃じゆう器き──それも【ショットガン】と呼ばれるものだったからだ。

「ひ、ひっ……！　ま、待って……！」

　朱音は、薄っすらと残ざん忍にんな笑えみを浮うかべる。

「Fuck'n　fool　the　Bad!（黙だまれ、クソ豚ぶた野や郎ろう！）」

　引き金を絞しぼった瞬間、激しい音と共に弾だん丸がんが射出された。直後、彼かれは数メートルほど吹ふっ飛とんで地べたに後頭部を打ち付ける。そのまま滑すべるようにして廊下を進み、言葉もなく沈黙した。

「……任務完かん了りよう。その生徒は後で【回収】しますので、そのままに」

　血も吹き出でていないところを見ると、どうやら暴徒鎮ちん圧あつ用のゴム弾だんを使っているらしい。しかもよくよく見ると、銃じゆう自体も本物に思えるがどうやら模造品のようだ。それにしてもあの威い力りよくを見る限り、相当の改造を加えているのは間ま違ちがいないだろうが。いずれにしろ、普ふ通つうではない。

　だが今までの流れを見ていた教師は、顔色一つ変えてはいなかった。恐らく全てを含めて、ここでは日にち常じよう茶さ飯はん事じなのだ。

（……なるほど、面白い）

　あらゆる意味で、今までタケトが通っていた学校とは違う。それにしても、と歩き出した。

「郡くん？　どうしたのかね？」

　教師の言葉に、反応した人物が居た。彼女は手にもっていた銃を仕し舞まい込むと、こちらを振り返る。そして、

「……タケト？」

　愕がく然ぜんとした顔で、そう言った。

「久しぶりだな、アカネ」

　軽く手を上げて、タケトは自分がよく知る女性徒──【室むろ伏ふし朱音】の前に立つ。

「しばらく会わない内に、随ずい分ぶんと攻こう撃げき的てきになったものだな」

「っ、え、あっ……」

　突とつ然ぜん、朱音はそれまでの冷静さをいっぺんに失って、明らかに動揺した様子を見せた。だがやがて、わずかに己おのれを取とり戻もどしたかと思うとタケトを睨にらむ。

「ど、どうしてあなたがここにいるの!?　入学式にはいなかったじゃない！」

「うむ、色々あってな。編入試験を受けて合格したんだ」

「へ、編入試験って……うちの!?」

　そんな馬ば鹿かなことが、と言いたげな表情をするが、しかし現にタケトがここにいる以上は真実他ほかならないと思ったのだろう。なんとか平静さを保とうと腕うでを組んで大きく息をついた。

「そ、そう……それはよかったわね」

「そうだな。これでようやく、お前と同じ学校に通えるというわけだ」

「別に、わたしはあなたがいなくても何の問題もなかったけどね」

「そうか？　それは残念だな。僕ぼくはこれでも楽しみにしていたんだが」

「……っ」

　その台詞に、朱音はわずかに頬ほおを染めた。わずかに目を逸そらし、ちらりとタケトの方を見る。

「な、なにを馬鹿なことを……。あなた、冗談は嫌いだったはずよね」

「ああ」

　そんな彼かの女じよへ、表情を変えずに言った。

「だから、本気で言ってる」

「っ！　ばっ──」

　今度は一気に赤くして、朱音は大声で叫さけんだ。

「ばっっかじゃないっ！」

「……今、罵ば倒とうされる要素がどこかにあったか？」

　怪訝な顔をするタケトに、彼女もまた、自分の口にした意味不明な言動に気がついたのだろう。はっと我を取り戻すと、様子のおかしい自分にざわめく他の生徒たちへ誤ご魔ま化かすよう、咳払いして元の調子を取り戻す。

「朱音？　そちらは？」

　そこへ、副会長から声がかかる。朱音は慌てたように振り返ると、敬礼をとった。

「も、申し訳ありません、ご紹しよう介かいが遅おくれました」

　一歩退いてから、説明する。

「彼は郡武人、わたしが幼い頃ころから親しくしている……その、友人です」

「ああ、貴方が」

　口元を緩ゆるめると、誰だれもが心を許してしまいそうなほど優やさしげな笑え顔がおで、

「お話はよく、朱音から聞いていますよ。私は千ち早はや静せい香か、この千陣学園において【生徒会】の【副会長】を任じております。以後、お見知りおきを」

「こちらこそ、宜よろしくお願いします」

　そう言って差さし伸べられた手を握にぎったタケトに、静香は口を開く。

「……しかし、素す晴ばらしいことですね」

「なにがでしょう？」

「郡武人さん、貴方は難関と呼ばれて久しい我わが学園の編入試験で確か──【全教科、満点】をお取りになったとか？」

　朱音を含めた周囲の生徒が、息を呑のむのが分かった。それは、恐らくこの千陣学園が始まって以来、初めて起こった出来事だったからだ。才能のある人間が集まり、その中から更さらに才能のある人間を絞っていく。そのためには自然と選せん抜ばつする試験のレベルも上がっていかざるを得なかった。しかも編入試験は特とく別べつ枠わくであり、【本来のルールを曲げてまで受け入れる価値のある逸いつ材ざいである】と認められるほどの才を発揮して初めて合格となるのである。その試験の内容は通常よりも遥はるかに難解かつ多た岐きに及び、巧こう妙みような仕し掛かけが幾つも用意されているものだった。ただ知識を頭に詰つめ込んだだけでは基準点に達するどころか、二桁けたの点数をとることすら不可能であると言える。

「……別に殊こと更さら、賞賛されるほどのことでもありませんよ」

　しかしタケトは、そう言われて喜ぶことも調子に乗ることもなく、極ごく々ごく当たり前のことであるように平然と言ってのけた。

「僕は、【天才】ですから」

「……成なる程ほど」

　そんなタケトに目を細め、静香は離はなれる。

「これからの貴方の活躍が、実に楽しみですね」

　そして背後に控えていた少女の肩に手を置いた。

「彼女の名は伊い佐さ奈な神楽かぐら。【生徒会】で【書記】を務めて頂いています」

　神楽はタケトを見つめて、わずかに顔を上下に動かした。だがその後、興味をなくしたようにそっぽを向く。そんな彼女を静香が窘たしなめないところを見ると、いつもそんな感じなのだろう。今度は、朱音の腕に手を添そえる。

「彼女はもう、紹介の必要はありませんね。室伏朱音──【生徒会】では【会計】を担になって頂いています。以後、私共々宜しくお願いしますね」

「……よろしく」

　久しぶりに会った幼おさな馴な染じみにどういう対応をとっていいのか分からないのだろう。まだスタンスを掴つかめていない様子で、朱音は頬を掻かいた。

「副会長に、書記、会計ですか……」

　タケトは頷うなずき、小首を傾かしげる。

「……会長はいらっしゃらないんですか？」

「会長はお忙いそがしい方ですから、滅めつ多たに外には出てきません」

「……そうですか」

　なにかを考えるような沈黙を置いて、言った。

「すみません、少しお時間宜しいでしょうか？」

「ごめんなさい。まだ朝の見回りが残っていますから。また今度改めて、ということでどうでしょう？」

「分かりました。それで結構です」

　優美な仕草で礼をすると、「それでは」と静香は静かに歩き始めた。神楽は足音もなくそれに続き、朱音がどことなく名な残ごり惜おしそうにタケトを見ながらも、次いで進んだ。

「……ああ、そうそう」

　ふと足を止めて、静香が口を開く。

「郡さん、貴方に少し忠告しておくことがあります」

「なんでしょうか？」

「この学園の生徒は基本的に、皆みな、平和的で穏おだやかな人達たちばかりです。ただ……中にはあの山内のように、少々問題のある輩も存在します」

「それは集団が一つ所に集まる以上、仕方のないことでしょう」

「その通りです。……が、一人それだけでは済ませられない、度を超している者が居まして」

「……そうなんですか」

「ええ。我々も手を焼いている人物ですので、どうぞお気を付けを」

　念を押おすように、彼女はこう言い残して去っていった。

「──アレに関かかわると、ろくな学園生活を送れませんよ」










　　　第二章　最初の出会い／天の音を聞く少女





　昼休みのチャイムが鳴った。

　生徒たちは三々五々連れ立って食堂へ出かけたり、友達同士で机をくっ付け合って弁当箱を開いたりと、思い思いの行動をとっている。いかな特別なこの学園と言えど、そういった姿はどこにでもある有あり触ふれたものだ。

　その中で一人、郡こおり武たけ人とは自分の席でただ沈ちん思し黙もつ考こうしていた。

　普通、ずれた時期に入学してきた生徒は否いやが応おうでも目立ち、自然とクラスメイトの注目の的となるものだ。それがあの編入試験を通った人間であれば尚なお更さらである。お節せつ介かいにも色々と世話をしてくる者、素す性じようを知ろうとする者、積極的に友達になろうとする者、それぞれの目的は違えど一様にして突然に現れた異分子を、彼らは自らのものとして取り入れようと働きかけてくる。

　しかしタケトの周りには、朝のホームルームで自己紹しよう介かいをしてからというもの、いまだ誰だれ一人ひとりとして近寄ってこようとはしなかった。

　しかしそれも、無理のないことだ。タケトは教師に促うながされて自己アピールをする際、ただ「宜しく」と言っただけで、後は一切なにも口にせずただ指定された席に着いただけなのである。それでも質問を投げかけようとしてきた生徒もいないではなかったが、全身から関わり合あいになることを拒きよ否ひするオーラを出し続けていたためか、いずれもその内諦あきらめていった。これでは誰も知り合いになろうとするわけがない。

　別段、殊更に人を避さけていたわけではない。ただ、元来としてタケトは己の目的以外のことに神経を使うことを避ける傾けい向こうにあり、余計なやり取りは無む駄だであると断じているのである。友達が欲ほしくないとは言わないが、特に必要であるとも思えない。自分はこの学校に、青春を送りにきたわけではないのだ。

（……朝に【生徒会】と出会えたのは僥ぎよう倖こうだった）

　タケトが千せん陣じん学園へと入学を希望した理由はただ一つ。

（その一人がアカネだったこともまた、運が良かった。これで近寄りやすくなる）

　それは、ある人物へと対面することにあった。

（さて……【会長】と直接会うにはどうするか）

　そう。

　生徒十数万の頂点に君臨し、多種多様に渡る彼らを問題なくコントロールする存在。

【生徒会】のトップである【生徒会長】──その座へとつくために、自分はわざわざ進学先をここに決めたのである。

　そもそも千陣学園の話を聞いたのは、幼馴染の室むろ伏ふし朱あか音ねからだった。彼女とは家が近所という関係から小さい時より親しくしていたのだが、朱音は両親の方針から幼い頃よりこの学園に在ざい籍せきしており、前々からある程度は知って興味を抱いだいていたのである。

（……この途と方ほうもなく巨きよ大だいな規模を持つ学園は、いわば縮小化された一つの社会だ。それらを事実上、たった一人で取り纏める人間へとなることは、僕を更なる高みへと飛ひ躍やくさせることになるはず）

　そう、タケトは自分自身を【天才】であると信じている。寧ろ、確定した事実であるとすら認にん識しきしていると言ってもいいだろう。だが己がまだ発展途と上じようであることも、また同時に理解していた。最終的な目的に辿たどり着つくまで、自分はまだまだ成長できる。その為ためには様々な角度からあらゆることを取り込む必要があった。

（目的を達するためにはまず、【生徒会】へ入ることが第一となってくる）

　朝は時間がないからと断られたが、朱音を通せばある程度は融ゆう通ずうも利きくだろう。とりあえずは正面から当たってみるべきだ。そう結論付け、タケトは机の上に広げてあった【量子力学】と書かれた本を手にとって立ち上がった。

　だがその時。

「たのもーっ！」

　激しい音と共に扉とびらが開き、そんな高らかな叫びが教室中に響ひびき渡わたった。

「このクラスに郡武人という生徒がいるはずだが、誰か知らないか!?」

　思わぬところから自分の名前を呼ばれ、怪け訝げんに視線を傾かたむける。

　そこに、一人の少女が悠ゆう然ぜんと屹きつ立りつしていた。

　驚おどろくほどに小さな体をしている。先ほど会った伊い佐さ奈な神楽かぐらも随分と背が低いと思ったものだが、彼女はそれ以下だ。おまけにひどく童顔で体も未発達のため、制服を見るところ高等部のようだが、外見だけを言うならば小学生に間違われても無理はない。右手に大きな布のようなものをもっていた。

　足首辺りまで伸のびた長い髪をなびかせて、彼女は軽かろやかな足取りで教室内に入って来る。妙みようなことに体型と比べ漂ただよわせる雰囲気はやけに威い厳げんに満みち溢あふれており、その姿はまるでどこかの国の王女のようでもあった。

「……おい、あれ」

「ああ、天あま音ねだ……」

「……天音、ミコだ」

　ざわめく生徒達たちは箸はしを止め、互たがいに聞き覚えのない名を囁ささやきあう。どうやらそれなりに有名人のようだった。

　彼女は教室の中央辺りで止まるとしばらく辺りを見み渡わたして、しかしタケトと偶ぐう然ぜん目が合うとすぐにその笑みを深めた。

　迷いなく、そのままこちらへ歩み寄ってくる。生徒達は彼女が通る道を、まるで恐おそれ多おおいものであるかのように机や体を引いて作り上げた。それは先刻の【生徒会】の行軍で見たような予あらかじめ統とう率そつされているものではなく、ただ、ただ、庶しよ民みんが高貴な者を自然と見分けてとる、無意識下の行動にも思える。

　少女はタケトの前に立つと、顎あごを上げて真っ直ぐと見つめた。ただそれだけで、タケトは妙な息苦しさを覚える。

（……なんだ、この感覚は）

　わけがわからなかった。こちらは見下ろしているはずなのに、彼女が遥か高みにいて、こちらを睥へい睨げいしているかのような気分になってしまう。タケトは襟えり元もとに指をかけ、思わず制服のネクタイを少し緩めた。

「キミが郡武人くんか？」

　凛りんとした声で、少女が告げる。タケトは若じやつ干かんなりとも躊ちゆう躇ちよはしたが、どうしてだか負けたくない気がして、少し胸を張ると深く頷いた。

「……そうだが」

「そうか。やはりそうだと思った。ふむ、イメージ通りだ」

「なんのことだ？」

「気にするな。こちらの話だ」

　口端を上げて、少女は手を差し出す。

「私は天音。天音、ミコだ。高等部・普通科・一年・Ｂ組に所しよ属ぞくしている。キミはＣ組だから、お隣となりさんということになるな」

「……ああ」

「よろしく頼む」

　差し出だされた手を、タケトは握り返しながら、未いまだ消えない違い和わ感かんに困こん惑わくしていた。

（……ただの生徒ではないな）

　もちろんこの千陣学園に居る以上、普通であること自体がありえない。だが彼女にはそういった平均を超えた人間という意味ではなく、どちらかと言えば【枠わくに入りきらない存在】としてのいわゆる異物ともいうべき印象を拭ぬぐうことが出来なかった。先の【生徒会】の面々にも感じたもの──いや、ひょっとすればそれ以上かもしれない。

「突然だがタケトくん、キミは【生徒会】に興味があるかな？」

「……なんだって？」

　唐とう突とつに、さすがタケトと言えど予想外からの質問をぶつけられて面食らった。

「この学園を支える大黒柱的存在。生徒のために奔ほん走そうし、生徒のために体を張り、生徒のために命を懸かける。そういった活動に興味はないか、と訊きいたのだ。どうかな？」

「いや、それは……」

　ないわけがない。が、そう答える前に言っておくことがあった。

「……あなたは何者だ？」

「質問に質問を返すのはマナー違い反はんだぞ。しかしキミの疑問も尤もつともだ。よって答えよう」

　相変わらずの無意味なほど偉えらそうな態度で、ミコは音を立てて右手にもっていた布を広げた。タケトは目を見開く。色こそ黒を基調に赤のラインという違ちがいはある。しかしゆっくりと宙に広がるそれは、見紛まがえることなく先ほど目にした【生徒会】の特別制服、その上着だったからだ。

「単刀直入に言おう」

　彼女は体格に不ふ釣つり合あいなほど大きなそれを羽織り、微笑みを浮かべて堂々と告げた。

「私は──【会長】だ」

「っ!?」

　タケトは、信じられない面おも持もちで尋たずねた。

「……あなたが、会長？　【生徒会】のトップ？」

「ザッツライト！」

　わざわざ英語にした理由が全く分からなかったが、ともかくとして、タケトは驚く反面、心のどこかで納なつ得とくしている自分に気がついていた。

（……なるほど。それであの迫はく力りよくか）

　小さな体に不似合いなほど、その身に収まりきらぬ風格。それもそのはず、彼女は正しよう真しん正しよう銘めい、この学園全すべてを支配する王者だったのである。

（しかし今、彼女は一年と言ったはずだが……待て。別に会長が何年でなくてはならないと決まったわけじゃない。とすれば彼女がよほど優すぐれた能力をもっているが故ゆえ、抜ばつ擢てきされたという場合もあるだろう）

　思ってもみない展開になった。まさかこちらから会う前に、向こうから接せつ触しよくしてくるとは。

「それで、タケトくん。キミは【生徒会】に興味があるかな？」

「……ある、と言ったらどうなりますか？」

「そうだな、それはとても喜ばしいことだ。だから私は、キミをスカウトしようと思う」

「……僕を？」

　ストレート過ぎて一いつ瞬しゆん、意味を取り損そこなう。

「それは、僕を【生徒会】の一員にするという意味ですか？」

「それ以外の意味はないと思うがな」

「いえ、それはそうですが……」

　あまりに急展開過ぎる。こんなにとんとん拍びよう子しになっていいものだろうか？

「聞くところによると、キミは中々に優ゆう秀しゆうな生徒だという。あの噂うわさも耳にしているぞ。編入試験を満点合格した上、面接官に『僕は神だ！』と堂々宣言したそうじゃないか」

「一部に悪質な情報操作が見られます」

「満点合格はしていないと？」

「どうしてそこを取るんですか」

　それだとただの、夢見る少年となってしまう。

「ふむ、なるほど。まあ、いい。とにかくキミのような逸材を、私はずっと探していたんだ。出来れば私の下で働いて欲しいと思うのだが、いかがかな？」

「それは……願ってもない話ですが」

　本当に、彼女を信じてしまってもいいだろうか。しかし、先ほど自分が感じ取ったミコの風格に間違いはないと思う。ならばそちらの方に従うべきか。

（……仮に彼女が【会長】でないとしても、僕を騙だましてなんの得がある？）

　そもそも、【生徒会】を名乗って彼女に何かの利があるとは思えなかった。そんなことをして、例えば何らかの方法で言いくるめて相手から金銭を受け取ったとしても、本物に目をつけられて処分を受けるのは目に見えている。あまりに敵が大き過ぎて、そんな無む謀ぼうなことは誰もしないだろう。

（ならば、本物か）

　可能性的には、高い。そう自分の中で一応の答えを出すと、タケトは言った。

「……分かりました。では、その申し出を受けさせて頂きます」

「そうか！」

　ミコは嬉うれしそうに笑うと、タケトの手をとった。

「では、案内しよう。こちらに来たまえ！」

　そのまま、ずんずんと歩いて教室を出て行こうとする。

　その小さな手に引っ張られながら、タケトはクラス中からの視線を浴びていた。

　しかしその中には、なぜかあの【生徒会】へと選ばれたことに対する尊敬の眼まな差ざしも、あるいは妬ねたみや嫉そねみの感情も介かい在ざいしてはいない。

　彼らは何な故ぜか皆一様に、自分をただひたすらに憐れん憫びんを抱くような目で見送っているのだった。

（……なんだ？）

　疑問を抱くも、答える者がいないまま。

　タケトは、ミコへ引っ張られるようにしてついていった。



「…………」

　そしてその十分後、全ての答えを知ることとなる。

「さあ、入りたまえ。ここが我が【生徒会本部】だ」

　千陣学園の政治を一手に担うところであるからして、タケトは【生徒会室】をそれに見合った大おお仰ぎような場所であると思っていた。

　しかしミコに連れられてきたのは、広い広いこの学園の隅すみの隅、下の下の階段を降りて降りて、また降りて、ひょっとすれば地球の反対側にまで突つき抜ぬけてしまうのではないかと思うほど降り続けてやっと辿り着く、まるで倉庫のような小さな部屋だった。

　というか明らかに倉庫だった。

　端っこの方には地ち球きゆう儀ぎとか黒板消しとか、穴の空いたバスケットボールとかカビの生えたマットとかが置いてある。

　その大して広くもない場所の中央には、明らかに何ど処こかからか拾ってきたであろうボロボロで斜ななめに傾いた長方形の机があった。そしてこれもまたゴミ捨て場から少しでもマシなものを選別してもってきたのであろう、錆さび付ついたパイプ椅い子すが三つ。

　後ろには薄うす汚よごれたホワイトボードがあり、乱れた字で【お茶がないなら雨水を飲めばいいじゃない　ミコ】と書いてあった。誰へのメッセージだ。

　そして室内で目立っているのは、ボードの前に置かれた妙なオブジェである。

　うず高く天てん井じよう近くまで積み上げられているのは、色んな種類で構成された椅子の塔とうであった。教室で使われているものからアンティーク風のもの、幼児用のものから会社の重役が使っているような革かわ張ばりのものまで、それらが絶ぜつ妙みように危あやういバランスで、どうにかこうにか形として成り立っている。

（……なんだ、このジェンガのようなものは）

　何かの宗教的意味合いだろうか、と考えに耽ふけるタケトへミコが言った。

「そこをどきたまえ、タケトくん」

　言われた通りに一歩退くと、彼女は地を蹴けった。

「はっ！」

　そのまま軽やかに宙を舞まい、スカートをふわりとはためかせ、ミコは見事なまでの動作で頂点の椅子に座すわる。そのまま、腕うでと足を組んで大物っぷりをアピールした。

「さあ、遠えん慮りよすることはない。そこへかけたまえ」

　色々とつっこみたいことはあったが、それを全て押さえ込み、とりあえずタケトは述べる。

「……会長、どうでもいいことですが下着が丸見えでしたよ」

「大だい丈じよう夫ぶ。これは見せてもいいパンツだとさっき私が決めた」

　そんなもの、言ったもの勝ちではないだろうか。

「参考までにお聞きしたいのですが、その滅め茶ちや苦く茶ちやな椅子の塊かたまりはなんです？」

「私の専用席だ。偉く見えるだろう？」

「そうですね、えらく（馬ば鹿かに）見えます」

「なにか含ふくむようなものを感じたが、気のせいかな」

「もちろん気のせいでしょう。それはともかく」

　タケトは、ぎしぎしと鳴るパイプ椅子へ慎しん重ちように腰こし掛かけながら言った。

「……ここは、生徒会室で間ま違ちがいないのですか？」

「もちろん、そうだ」

　ぐらぐらと左右に揺ゆれながらも、決して倒たおれずに、ミコは続ける。

「ここが我が【生徒会】の本部であることは間違いない」

　その技術にいささかの驚きよう嘆たんを覚えながらも、タケトは考えた。

（……全てを生徒に尽つくすため、あえて【生徒会】へかかる予算はギリギリまで削けずっているということか？）

　もしそうであれば、実に優れた指導者であると言えるだろう。不景気と言われる今でさえ多くの企き業ぎようや政治家が実現できていないことを、高校生で実行するとは並なみ大たい抵ていの覚かく悟ごではない。

（なるほど、多くの人間を束ねる立場であるというだけで、絢けん爛らん豪ごう華かな場所を想像していた僕ぼくが迂う闊かつだったか）

　それこそが自分の最も嫌きらう【常識に囚われること】であったのに、と人知れず反省をする。

「なるほど、分かりました。素晴らしいお考えであると思います」

「うん？　うん、なんだか分からないが、理解してもらえると嬉しい」

　小首を傾げつつ頷いたミコは、タケトへふと尋ねた。

「ところでタケトくん、キミはえらく中ちゆう途と半はん端ぱな時期に編入してきたな」

「……ええ、まあ」

「なにか事情でもあったのか？」

「少しトラブルがあって、正規のテストが受けられなかったんですよ」

「ほう、事情か。……なんの？」

　タケトは眼鏡を外してレンズを拭ふく。そのままで、ぽつりと呟つぶやいた。

「つまらない理由ですよ」

「気になるから、教えてくれ」

　若干の沈ちん黙もくをはさんだが、やがて仕方なく言った。

「横断歩道でお婆ばあさんが倒れていたから、救命活動をしていたんです」

「……なるほど。それは大変だったな」

「後、子どもが車に轢ひかれそうになったから庇かばって、次に犬が不良に苛いじめられていたから制裁して、女子学生が川で溺おぼれていたから助けて、置き引きにあった老人のために犯人を追いかけて五キロほど全速力で走りました」

「…………」

　ぽかんと口を開けたままで、ミコは問う。

「……それは、冗じよう談だんか？」

「僕は冗談が嫌いです」

　むすっとしたままで反論した。そう、全ては本当のことだ。よりにもよって次々と、困った人間が自分に助けを求める状じよう況きようが続いたのである。

「しかし、いくつかを見捨てることも出来ただろう？」

「その通りです。しかしそれでは、【普ふ通つうの人間】になってしまうでしょう」

「……ほう？」

「僕は【天才】です。ならば求められればそれに応こたえる義務がある」

「それで、全てに手を貸したと」

「ええ、その通りです」

　何の問題があろうかとそう頷いたタケトに、ミコは、

「ふ……ぷっ」

　堪たまらず、と言った感じに吹ふき出した。

「フハハハハハハハハハハ！　アハハハハハ！　ハ、ハハハハハ」

　そのまま、腹を抱かかえて笑い始める。

「なにがおかしいんですか」

「い、いや、すまん……。そうか。キミという人間が少し分かった気がするよ。あまりに堅かた物ぶつのように見えたので、大丈夫かと思ったんだが……なるほどな」

「なにが大丈夫なんですか？」

「いや、なんでもない……、そうか。なるほどなあ」

　一人で謎なぞの感心をして、どうにか息を整えたミコは、目元の涙なみだを拭って言った。

「ならばそんな【天才】のタケトくん、キミはどうしてこの学園に入学したのかな？　いい大学へと進学するためか、それとも有名企業に就職するためか？」

「この国を治める中心人物となるためです」

　真顔でそう告げると、ミコは目をしばたたかせた。もう何人も見てきた表情だ。大たい概がいはその後、「本気で言っているのか？」と問い返してくる。当然の反応だと言えるだろう。

　しかし、

「なるほど、それはすごいな」

　ミコは素す直なおに感心した。

「……おかしいとは思わないのですか？」

「なにをだ？」

　きょとんとして言い返す。その反応に、タケトの方が困惑してしまった。

「いえ……大概、僕がこう答えると相手は呆あきれるか馬鹿にするかのどちらかですので。荒こう唐とう無む稽けいであることは自覚していますから、別に気にはしませんが」

「そんなことはないさ」

　そう告げて、彼かの女じよは笑う。

「人が目指す場所を嘲あざけることなんてしない」

「……それがどれだけ不可能に見えることでも、ですか？」

「その昔、人は空を飛ぶことなど夢物語だと思っていた」

　前後に椅子の塔を揺らしながら、ミコは続けた。

「しかしライト兄弟が飛行実験に成功し、今ではその行こう為いは極当たり前となっている。宇宙船や海底探検、ジュール・ヴェルヌが書いた数々のＳＦ作品は、今や現実のものとなった」

　その目で、真まっ直すぐとタケトを見つめて。

「不可能は、そう思った時点で不可能となる。逆を言えば可能だと信じ込めばいつかは実現出来る。かつて【天才】と呼ばれた人間はいつだってそうしてきた」

　彼女はその唇くちびるを、弓なりに曲げた。

「常識とは、いつも非常識をぶち壊こわしたところから構築されるものだ」

「…………ええ」

　全く以もつて、自分と同じ考えだった。表面上は平静さを保っていたが、内心では驚きを隠かくし得ない。

「……会長は、以前どこかで僕と会ったことがありますか？」

　その時、彼女はがたん、と椅子からずり落ちそうになった。慌あわてたように姿勢を整えて言う。

「いや、会ったことはないぞ。たったの一度もな」

「そうですか……」

　思考があまりに似通っていたため【もしや】と思ったことがあったのだが、どうやらただの偶然だったらしい。

「タケトくん」

　名を呼び、ミコは問いかけた。

「キミは、【天才】になりたいのか？」

「……」

　わずかな逡しゆん巡じゆん。しかしタケトは、やがてゆっくりと頷うなずく。

「正確には、もう【天才】です。型は出来上がっている。だから後は、そこに形となるものを流し込むだけです」

「なるほど。それでこの千陣学園へと入ったか」

　やはり、ただの偉ぶっているだけの人間ではない。わずかな間に自分という人間と、その目的を分ぶん析せきしてしまった。

「それで、キミは完かん璧ぺきなる【天才】となってなにがしたい？」

「それは……」

　タケトは答えようと、口を開こうとした。

「──ん？」

　しかし外から幾いくつもの足音が聞こえ、思わず振ふり返かえる。

「しまった！」

　ミコが動どう揺ようした声を上げて、急いで椅子の塔から飛び降りた。そして机の上を走ると、

「タケトくん、伏ふせろ！　敵だ！」

「は？　敵？」

　その質問に答えることもなく、タケトの襟えり首くびを掴つかんで床ゆかへ強ごう引いんに倒れ込む。そのまま机の下に隠れようとしたがそれよりも早く、

「神しん妙みようにしろ、天音ミコ！」

　跳はね飛ぶような勢いで扉が開き、何人もの生徒達が現れた。手には警棒のようなものを持ち、腕に嵌はめた腕わん章しようには太字で【ＳⅢ】と書かれている。

「【千陣学園生徒会執しつ行こう部ぶ】である！　その場から動くな！」

「ちっ！」

　ミコは大きく舌打ちするが、逃にげ場ば所しよなどないと悟さとったのだろう。そのまま大人しく立ち上がる。ただし腕を組み、堂々たる態度を覆くつがえしはしなかった。

「毎度、毎度、ご苦労なことだな。私などに構うより、もっと取とり締しまる必要のある者がいるのではないか？」

「黙だまれこの問題児が！」

　先頭に立つ男が強く叫さけび、手を後ろに組んだままで声を張り上げた。

「貴様の度たび重かさなる騒そう動どうに対し、我ら千陣学園の風紀を守る【生徒会執行部】、誠まことに許し難しとしてここに参上した次し第だいである！」

「それは勿もつ体たい無ないことで」

　鼻を鳴らして意に介かいした様子もなく、ミコは首を傾かしげる。

「それで、どのようなお言葉を賜たまわることが出来るのかな？」

「ありがたく思え。今回、貴様のような生徒には本来お会いすることさえおこがましいお方を連れてきたのだ。拝はい聴ちようするがいい」

　足並みを揃そろえ、彼かれはよく通る声で告げた。

「総部長、どうぞ！」

　そして、彼らはほぼ同時に左右へ分かれる。その奥おくからゆっくりと、こちらへと歩んで来る人物が居た。

「……お前」

　その姿に、タケトは愕がく然ぜんとなる。それは、どこからどう見ても自分の幼おさな馴な染じみである室伏朱音だった。

（そういえば……あの時、副会長が言っていたな）

──風紀を乱す輩やからを制裁するのは、貴女あなたの役目

　生徒会執行部なるものがいかなる役割を持っているのか、今までの流れで大体は掴めた。恐らくは学園内に於ける揉もめ事ごとを処理する、警察のような組織なのだろう。彼女はそこに属しているというわけだ。

　朱音はタケトのことには気づいていないようで、集団から抜け出でると手を上げる。そして、大きく叫んだ。

「驚嘆すべきは！」

『その指導力！』

「賞賛すべきは！」

『その組織力！』

「宣言すべきは！」

『絶対的な支配の下に！』

　部下達たちは揃った動きで、敬礼する。

『我ら──生徒会執行部っ！』

「……並べ！」

　部下たちは朱音の言葉を合図に、再び三つに分かれて整列した。それをもって、朱音はミコを前にする。

「さて……天音ミコ、あなたの頭には反省という言葉が存在していないようね」

　白を基調として金地のラインが入った特別な制服に身を包つつみ、睨にらみつけながら言った。

「再三の注意にも拘らず一向に行動を改めないということは、その全てがわたしたち【生徒会】への挑ちよう発はつ行こう為いととっていいのね？」

「……なんのことかな？」

「とぼけないで。三日前に起こった校内での異い臭しゆう騒さわぎ、あれはあなたが仕出かしたことでしょう」

「あれは技術科の生徒が新作の香こう水すいを作りたいから協力してくれと言うので、彼らの作ったものを自分に振りかけて周囲の反応を確かめていただけだ」

「限度があるわよ！　何種類もの香水をミックスするからおぞましい臭においが漂っていたじゃない！」

「うむ、自分自身は鼻が馬鹿になっていたせいか気付かなかったのが難点だったな。今後の参考にしよう」

「冷静に分析してるんじゃないの！　他にも不当に教室を占せん拠きよして、合コン大会を行っていたわね!?」

「日ごろ、勉強漬づけで疲つかれている生徒たちを癒いやすためと、出会いの場を提供するためだが。きちんと空いている教室を使ったぞ？」

「許可も得ず巨きよ大だいな彫ちよう像ぞうを建てたりとか！」

「美術科の生徒が課題を手伝ってくれというので協力したのだが、やっている内に興が乗って五メートル以上もある小便小こ僧ぞうを作ってしまったんだ。行き過ぎた情熱を受け入れるのも、この学校の特色だろう」

「角を曲がった瞬しゆん間かん、巨大な全ぜん裸らの男の子が見下ろしていた時の気持ちを考えなさい！」

「分からないな。素す晴ばらしい芸術作品に感かん嘆たんの息が漏もれるだけだと思うが。では参考までに尋ねるが、キミはどんな気持ちになるんだ？」

　ミコがからかうように言ったその台詞せりふに頬ほおを赤らめ、朱音は言葉を詰つまらせた。何度か咳せき払ばらいをして、

「……あ、あなたに言う必要はないわ。とにかく！」

　誤ご魔ま化かすようにしてから、低い声で言う。

「それだけじゃないわ。あなたが校則違反をする生徒たちを裏で手引きしているのは分かっているの」

「知らんな。先にあげた例もギリギリで違反はしていない。なにか証しよう拠こでもあるのか？」

「……いえ、どれも証拠はないわ」

　指を突きつけて、「だから」と彼女は告げた。

「だから、今回は警告に来たのよ。これ以上、【生徒会】の名を【騙かたって】勝手な真ま似ねをするのはやめなさい。さもなくば──こちらも本ほん腰ごしを入れて貴女を取り締まるわよ」

「ふむ、なるほど」

　微笑ほほえみながら、ミコは答える。

「なら今度は、見つからないようにもっと上う手まくやろう」

「──っ！　この……！」

　朱音が背に手を伸のばした。だがそれより前、瀬せ戸と際ぎわで冷静さを取り戻もどしたかのように動きを止める。

「……まあ、いいわ。あなたがそのつもりならこっちも容よう赦しやはしない。せいぜい覚悟することね」

「そうしよう」

　あくまでも余よ裕ゆうを崩くずさずに返したミコへ、朱音は舌打ちすると視線をわずかに逸そらした。

　そして、タケトと目が合う。

「……え？」

「……うむ」

　思わず要領を得ない発言をしてしまうと、朱音は、見る見る内に顔色を変えてしまった。

「なっ──なんで、ここにタケトが……っ!?」

「……いや、なんというか」

　それまで呆ぼう然ぜんと成り行きを見守っていたタケトは、腰こしを上げると埃ほこりを払はらった。

「流れのようなものだ」

「あなた、まさか……！」

　つかつかと近づくと、朱音はタケトの両りよう肩かたを掴む。

「この女に協力するつもりじゃないわよね!?」

「いや、それも含めて、僕も何がなんだか分からんのだ」

　混乱しているのは、自分もまた同じだった。

　先ほど朱音は確かに言った。

　これ以上、生徒会の名を騙って勝手な真似をするのはやめろと。

　つまり──、

「会長。……いや、天音ミコ。あなたは、【生徒会】の人間ではないのか？」

「ふむ、いい質問だ」

　深く頷いて、彼女は強く言い放った。

「率そつ直ちよくに申し上げると、私は【生徒会】の人間ではない！」

「……そこまで堂々とウソを告白されると、逆に清すが々すがしいものだが」

　額に手を当てて、タケトはため息をつく。

「つまり、僕を騙したわけか？」

「いや、そういうわけではない。私は確かに【生徒会】ではないが、同時に【生徒会】でもあるんだ」

「……なんの禅ぜん問もん答どうだ？」

「即すなわち！」

　机に手をかけると跳とび上あがり、ミコはその場に傲ごう然ぜんと立たち尽くした。

「現【生徒会】がこの巨大な学園全てをサポートするのは困難として、少しでも手助けが出来ればと発ほつ足そくした組織、それが私の所属する【裏生徒会】だ！　主に生徒たちの遍あまねく悩なやみを受け付け、それを解決し学園全体の士気を向上させることを目的としている！」

　何の躊躇ためらいも、恥はずかしげもなく宣言する。

「今のところ、会員数は私のみなのだっ！」

「……要するに、僕はあなたのお遊びに付き合わされたわけだな」

「私は本気だが？」

「…………」

　それはそれで質たちが悪い。つまり、この女は色々とおかしい人間であるというわけだろう。

「おい、アカネ」

「……なに？」

「まさか今日の朝、副会長が言っていた……」

「ええ、そう」

　ため息混じりに、朱音は言った。

「絶対に関かかわってはいけない生徒──それがこの女、天音ミコよ。彼女はさっき言ったみたいに、生徒のためのボランティア活動と称しようして問題ばかり起こしているの」

「……なんということだ」

　自分としたことが、とんだ詐さ欺ぎに引っかかってしまったらしい。

（しかしあの時感じた威い厳げんさは確かなものだったが……あれも演技だというのか？）

　もしそうであるならば大したものだ。おまけに、【生徒会】の制服をもっていたのはどういうことなのだろう。しかしいずれにしろ彼女が【生徒会】とはなんら関係がなく、寧むしろ一番対極に位置する人間であるとわかってタケトは即そく座ざに失望した。

「タケト、あなたはこの女にここへ連れてこられたのね？」

「ああ、そうだ。【生徒会】の【会長】であると騙だまされてな」

　その言葉に、朱音はきっとミコを睨み付ける。

「何も知らない人間を陥おとしいれるなんて、ほとほと地に落ちたわね」

「別に騙したわけではない。私は彼が必要だと思ったから誘さそい入れたんだ。ここだって【生徒会】には違ちがいないだろう」

「馬鹿を言わないで」

















　タケトを守るように前に立ち、彼女は続けた。

「【生徒会】は【生徒会長】を中心として、選ばれた生徒による優すぐれた指導をするための組織。あなたのようにわけのわからない思想で遊び半分に創つくられたものとは違うの」

「私はいつでも本気だ」

　その言葉を受けて尚なお、少しも怯ひるむことはなくミコは言う。

「キミたちがキミたちの考えでこの学校を取り纏まとめているように、私もまた私の考えで生徒たちを導こうとしている。少なくともその部分に関しては、キミたち【生徒会】とはなんの違いもない」

「……もういいわ」

　これ以上言葉を交かわす必要はないとばかりに、朱音は踵きびすを返した。

「どちらにしろ、これ以上あなたに勝手な真似はさせません。次は無いと思いなさい」

　そして部下たちに指示して歩き出そうとする。そこで、タケトは彼女の手を掴んだ。

「アカネ」

「な、なに？」

　何故か動揺したように頬を染める朱音に言う。

「妙みような形になったが、お前とここで会えたのは都合がいい。僕とこの女とは何の関わりもないということが分かったのなら、少し頼たのみがある」

「……なによ」

「【生徒会長】と対面させて欲ほしいんだ」

　目をしばたたかせて、朱音は眉まゆを顰ひそめた。

「どうして？」

「僕を、生徒会へ入れてくれるよう頼むつもりだ」

　彼女はその言葉に、目を丸くする。それはこれまで気難しい顔をしていた朱音が久しぶりに見せた、昔の彼女らしい素直な感情表現だった。

「そ、それって……つまり、わたしと同じところで働きたいってこと？」

「そうなるな」

　そういえばそうだったか、という程度のテンションで言ったのだが、朱音にとってはどうやら違う意味をもっていたらしい。ほてった頬に気付くこともなく、顔を俯うつむける。

「そ、そうなんだ。……へー」

「？　どうした？……駄だ目めか？」

「だ、ダメじゃない。ダメじゃないわよ！」

　慌てたように首を振り、しかし彼女は、腕を組んで考え込む。

「……そうね。タケトは昔から、自分を高めることに懸けん命めいだったものね。確かに会長の下で働くことは、あなたにとって何かの糧かてになるかもしれない」

　別に現【生徒会長】から何かを学ぼうと思っていたわけではないのだが、話が上手くいきそうなので、タケトは黙り込んでいた。

「分かった。生徒会室に連れて行ってあげる」

「本当か？」

「ええ。実は生徒会に入るには条件があるんだけど、あなた程ほどの能力を持っているなら、特例として許可してもらえるかもしれないわ。会長に話を通してみる」

「すまない。感謝する」

　両手で握にぎると、それを何度も振った。それに、朱音は顔を赤くしてそっぽを向いた。

「べ、別にあなたのためにやってるわけじゃないからね。そこまで頼むから、仕方なくよ、仕方なく」

「それでもいい。お前が幼馴染でよかった」

「……っ！」

　今度は耳まで赤く染めると、朱音は無理やりに腕を振り払い、

「じゃ、じゃあ、ついてきなさい！」

　と何な故ぜか怒おこるように歩き出した。その反応になにかまた妙なことをやってしまっただろうか、とタケトは首を傾げる。彼女は昔から、自分がなにか言う度に怒ったり照れたりするのだ。

「早くしなさいよ！　置いていくわよ！」

「あ、ああ」

　不思議に思いながらもついていこうとするタケトは、背中に視線を感じて振り返る。

「……タケトくん」

　ミコが、複雑な表情でそれを見送っていた。そんな彼女に、タケトは言う。

「天音さん、あなたが僕に語った言葉までもを、嘘うそだとは思わない。だが、僕には僕の目的がある。残念だが、あなたに協力は出来ない」

「……そうか」

　頷き、ミコは「だが」と繋つなげた。

「私はキミをいつでも待っている。気が変わったら、またここに来てくれたまえ。その時こそ、私がこの【裏生徒会】を作った理由を全すべて話そう」

　その台詞に、タケトは答えなかった。

　しばらく彼女と見つめあい……そして。

「タケト！　さっさと歩く！」

「ああ、分かった」

　幼馴染の怒ど鳴なる声に、背を向けて歩き始めた。



　広大な土地を持つ千陣学園の中心部に、一ひと際きわ目立つ場所がある。

　彩いろどり豊かな庭に囲まれ、幾つもの尖せん塔とうが聳そびえる西洋の城がごとき建物。

　それこそが、【生徒会室】だった。

　内部は細さい緻ちな意い匠しようを施ほどこされ、正に王宮と呼ぶに値あたいする様相を呈ていしている。

　扉とびらを開けると真っ直ぐと伸びる絨じゆう毯たんが奥の方まで続き、左右に【生徒会執行部】の腕章をつけた生徒たちが整然と並んでいた。彼らは微び動どうだにすることもなく、訪問者を威い圧あつの意をもって出で迎むかえている。

　はっきり言って居い心ごこ地ちが悪いことこの上なかった。

　これは、既すでにタケトの知る生徒会の枠わくを超こえている。

　この学園では生徒が教師よりも強い権力を握っている……自治制度という特とく殊しゆな考えにより生み出だされたそんな異質な世界を、この状況が証明しているようにも思えた。

　無数の視線に貫つらぬかれながらもその場に佇たたずんでいると、やがて目の前にある扉が音を立てて開く。

　中から朱音が現れた。彼女はその顔に微び笑しようを浮うかべながら言う。

「喜びなさい、タケト。会長は会ってくれるそうよ」

「本当か？　それはありがたい」

「あなたの名前を知っていたのには驚おどろいたわ。かなりの有名人なのね」

　ついてきて、と背中を向けた彼女に続いて歩き出しながら、タケトは首を振った。

「たかだかテストで満点を取っただけだ」

「相変わらずね。でも、あなたが【たかだか】だと思っていることは、普通の人間には到とう底てい辿たどり着つけない領域なのよ」

「当然だ。僕は【天才】だからな」

　眼鏡を指で押おし上げて、事もなげに言ってのける。そんなタケトに朱音は苦く笑しようした。

「その自信家なところ、変わらないわね。尤も小さい頃ころは全然、そんなんじゃなかったけど……とにかく久しぶりね。元気そうで何よりだったわ」

　一枚目の扉を潜くぐると更さらに長い絨毯が彼方かなたまで伸びていたが、今度は誰だれもいない。恐おそらく不法に侵しん入にゆうした輩は、すべからく入り口で制裁されるのだろう。それだけの自信を、彼らは持っているのだ。

「僕の方は少々驚いた。まさかお前が【生徒会】に入っているとはな」

「一年程前に、今の会長からお誘い頂いたの。その折に執行部の総部長を委任されたわ」

「なるほど。そういえばお前が僕と余り会わなくなったのも、丁度その頃からだったな」

「仕方がないでしょ。【生徒会】の仕事が忙いそがしくなってきたんだから」

　そこでぼそりと、こちらを窺うかがうようにして朱音は尋たずねる。

「……寂さびしかった？」

「ん、まあ、問題ない。僕の方も勉強に忙しかったからな」

　途と端たん、彼女の背中から蒸気のようなものが吹き上がった気がした。無論、そんなことはありえないのだが、確かにそう感じたのである。

「……あ、そう」

　冷静だが確実に怒いかりを孕はらんだような口調でそう言って、朱音は足を速める。

「なぜ怒る。心配する必要がないと言っただけだろう」

「ああそうね。あなたは強いものね。別に怒ってなんかないわよ。怒るわけないじゃない。それともわたしが怒る理由があるとでも言うの？」

「分からんから訊きいているんだろう」

「ああ、そうなの！　【天才】でも分からないことがあるのね！　びっくりしたわ！」

　どうやらなにかのスイッチに触ふれてしまったらしい。長い付き合いになるが未いまだ朱音の沸ふつ点てんが分からないと、タケトは頭を掻かいた。

「……ところでこの建物は、どうしてこんなに豪ごう華かなんだ？」

「無意味だと思う？」

「正直なところは」

　権力を誇こ示じするためにまず人間が行うことは、見み栄ばえを良くすることだ。髪かみを整え、アクセサリーを身につけ、ブランドの服を着て、口調を高貴に変える。だがそんなところに、人間の本質は現れない。極きよく端たんに言えばその者自身が確固とした実のあるものを持っていれば、ボロを纏っていたとしても光ひかり輝かがやいているものなのだ。

【生徒会】とはそんなことも分からない相手なのだろうか、と思ったのだが、朱音は意外なことを口にした。

「これはね、ある種の脅きよう迫はくなのよ」

「……脅迫？」

「生徒達へ言っているわけ。これだけの建物を造り上げてしまう程の力を、わたしたちは有している。だから逆らっても無む駄だだぞ、って」

「ああ、なるほど」

　それは確かにある種、理に適かなっているかもしれない。そういう捉とらえ方かたもあったかと、タケトは頷いた。

「この学園には様々な考えを持つ生徒達がいる。彼らの足並みを揃えるにはまず、どちらが指導者であるかを示さなきゃならないの。実際、たまに山内のような馬ば鹿かが出てくる以外、この学園で目立ったトラブルはあまり起こっていないわ」

　そこで朱音は、苛いら立だちの混じった声で告げる。

「……天音ミコ以外はね」

「彼女はずっとああなのか？」

「今みたいになったのは、トップが氷ひ室むろ会長に変わってからかしら。こちらの言うことにも従わないで、好き勝手し放題。ああいう人間が一人いるだけで、先導されて間ま抜ぬけをやらかす奴やつが増えてくるのよ」

「正にトラブルメーカー、というわけか」

　しかし、と、タケトは内心で考える。

　あの天音ミコという少女がやっていたことは全て、生徒の為ためを思ってこその行動であるように思えた。勿もち論ろん過ぎた面は否いなめないが、彼女は彼女なりに何かの確かな目的があってあんなことをしているのではないだろうか。そのようなことも言っていたはずだ。

（……しかし一人で【生徒会】に対たい抗こうするというのはあまりに無む茶ちやだ。やはりただの考え無しか？）

　判断つかぬと思おもい悩んでいると、朱音が躊躇ためらうように声をかけてきた。

「……ね、ねえ」

「ん、どうした」

　足を止め、ちらりとこちらを振り返る。どうしてだか頬を赤くして、恥ずかしそうに問いかけた。

「わたしは、変わった？」

　目をまたたかせる。どう返したものか迷っていたタケトへ、彼女は畳たたみ掛かけるように続けた。

「べ、別に深い意味があるわけじゃないんだけどね。ほら、一年近く全然会っていなかったから。その……ね。わたしたちくらいの年ねん齢れいって、それくらいでも随ずい分ぶんと変わるでしょう？　それで……」

「ああ……そういえばそうだな」

　腕うでを組み、感かん慨がい深ぶかげに言う。

「まさかあれだけおしとやかだった幼馴染が、ショットガン片手にスラングを飛ばすようになるとは思わなかった」

「ちょっ、いや、あれは！」

　慌てたように朱音は両手を振る。

「あれは違うの！　その、執行部の総部長だから威厳を保たなきゃいけないでしょ？　だから……あの、一番、迫はく力りよくがある方法を探しててそれで……！　ふ、普ふ段だんはあんなんじゃないんだからね!?」

「それにしては実に悦えつの入った対応っぷりだったが」

「や、やってるうちに楽しくなってきちゃってそれで……いや、違う！　違うの！　も、もう！　他になにかあるでしょう!?」

「他？　他か」

　顎あごに手をあて、久方ぶりに対面した幼馴染の体を上から下までためつすがめつする。そして「ああ」と言った。

「確かに変わったな」

「そ、そう？　どこが？」

　何の衒てらいもなく、真っ直ぐ指差す。

「──胸が大きくなった」

　その瞬間、タケトは宙を舞まっていた。そのまま慣性の法則に従って床ゆかにしこたま背中を打ち付ける。

「ぐっ……お……っ！」

　凄すさまじく痛い。

「いきなりなにをする！」

　どうにか体を起こしたタケトはしかし、その口を閉じざるを得なかった。先ほどまで生き真面目まじめながらも穏おだやかな顔をしていた朱音が、鬼おにのような形相になっていたからだ。彼女は背中から抜ぬいたショットガンを、寸分の狂くるいなくタケトに照準している。

「……まて、落ち着けアカネ。僕ぼくの発言に問題があったのなら謝あやまる。だから」

「Fuck'n　fool　the　Bad!（黙れクソ豚野郎！）」

　再び飛来したゴム弾だんがタケトの額に喰くらいついたのは、無理もない話だった。

「……お前、攻こう撃げき的てきになったな」

「あなたが余計なことを口走るからでしょう！」

　目の前がチカチカしていた。タケトは腫はれ上がった部分を摩さすりながら腰を上げる。

「昔っからそうよね。そういう面に関しては本当に鈍にぶいんだから！」

「そういう面というのは、どういう面だ。参考までに聞かせて欲しいんだが」

「そ、そういう面はそういう面よ。その、なんていうか、こう……」

「こう、なんだ？」思わずメモ帳を取り出す。知らないことには貪どん欲よくに喰らいつくというのがモットーだった。

「男女の……」

「男女の？」

「こう……あれよ。おしべがめしべ的な……ええと」

「生物学的な問題か？　つまり交こう尾びか!?」

「こ、こう……っ！」

　ぼっと赤くなった瞬間、彼かの女じよは再びショットガンを向けた。

「いい加減になさい！　そのケツ穴に弾突っ込んで実じつ践せんしてあげましょうか!?」

「……想像を絶する痛さになりそうなのでお断りしておこう」

　どうして怒り出したのかは分からないが、あまりこれ以上突っ込まない方がよさそうだとタケトは思った。相手から突っ込まれる前に。

「まったく……あなたと付き合っていると疲れるわ」

　そうげんなりと呟つぶやいて、朱音は再び歩き出す。しばらく進むと、また一際大きな扉が存在していた。

「……ここよ」

「この先に会長がいるのか」

「ええ。一応わたしもついていくけど、話したいことがあるなら自分で言って」

　朱音が立ち止まると、手で先を促うながす。

「いい？　くれぐれも失礼のないようにしなさいよ。あの方にかかったら、あなたなんて簡単にこの学園から追い出されるんだからね」

「了りよう解かいした。心がけよう」

　タケトは軽く手を上げると、扉の前に立った。

「……後」

「ん？」

「気をつけて」

　首を傾かしげると、朱音は真しん剣けんな顔をして言う。

「会長に、押し負けないように」

「……どういう意味だ？」

「行けばわかるわ」

　それだけ返して、朱音は扉をノックした。

「……妙な言い方だな」

　意図が掴つかめず当とう惑わくするも、彼女はそれ以上答えない。

「……どうぞ」

　朝に聞いた副会長の声だ。朱音は「失礼します」と断りを入れてからノブを握り、そしてゆっくりと開いた。

　その瞬間。

　──タケトは、途と方ほうもないプレッシャーに襲おそわれることとなった。



（……なんだ、これは）

　たとえるならば、死と直面した時の危機感とでも言えばいいのだろうか。

　人が本能的に高い場所を恐れるように、あるいは、殺気をもつ者を見分けるように。

【それ以上踏ふみ入ってはならない】。

　己おのれの中にもう一つ存在する自分以外の何かが、そう強く訴うつたえている。

　肉にく食しよく獣じゆうと相対した草食動物はこう思うのだろうか。

　いや、それでもまだ足らない。

　そうだ。あえて言うならば映画でよくある、巨大な怪かい物ぶつが上げた足の裏をその目で見るシーン。

　それにとてもよく似ている。

　抗あらがう、抗わないではない。初めから勝負が見えている相手。勝てるはずもない存在を前にした時。

　人は、こんなにも圧あつ迫ぱくされるのか。

　こんなにも、【それ】を恐れるのか。

　視線の先にいるのはライオンでも、ましてや空想上の産物でもない。

　自分と同じモノ。

　なんら変わらぬ、人間であるというのに。

「…………」

　タケトは思わず、固唾かたずを飲み込んでいた。ふと視線を下に向ける。手が、微かすかに震ふるえていた。目を見開いて、無理やりに握り込む。

（僕が……怯おびえているのか）

【天才】として生き始めてから、何一つとして臆おくすることはないと思っていたはずの自分が。

　今、はっきりと忌き避ひしているのに気付いた。

　部屋の奥おくで、静せい寂じやくと共に座する一人の男を。

　千陣学園【生徒会】──現【生徒会長】と呼ばれるその人物を。

「……初めて、となるな」

　厳おごそかに告げる。ただそれだけで、問答無用に平へい伏ふくしたくなる気持ちにかられるのは何故か。全てを投げて、ここから逃にげ出したくなるのは何故か。

「私が、氷室当とう世せいだ」

　背筋を、嫌いやな汗あせが流れた。

　体格のいい男だ。艶つややかな髪をオールバックに撫なでつけ、フレームレスの眼鏡をかけている。その肌はだは青白く病的でさえあったが、それは弱さよりも寧ろ不気味さを誇こ張ちようする要素となっていた。特別制服には胸の部分に刺し繍しゆうが施され、小さく竜りゆうの紋もん章しようが描えがかれている。

「郡武人君、君の事はよく聞いている。中々に優れた生徒のようだ」

「……あ、いえ」

　声が驚くほどに小さくなっていた。まるで、消えてしまいそうだ。

（くそ……なにをしている。情けないぞ！）

　自分を叱しつ咤たし、咳払いする。

「……ありがとうございます」

「うむ。静せい香か」

　声をかけると即座に、隣となりに立っていた副会長の千ち早はや静香が動いた。手にもっていた紙を渡わたす。恐らくは資料か何かだったのだろう。彼はそれにざっと目を通した。

「……なるほど。小・中と通して成績の方は問題ないようだ。編入試験で満点合格をしたというのも、素す晴ばらしい」

　そして手を前で組むと、顔をわずかに伏ふせて、眼鏡のレンズ越ごしに尋ねる。

「それで──私に話とは、何かね？」

　その視線で射い抜ぬかれ、タケトは思わず言葉に詰まる。いや、言いたいことはあるはずなのに、喉のどでつっかえているのだ。こんなことは初めてだった。

（これが……僕が第一に乗のり越こえなければならない人間か）

　いずれ、【生徒会】の頂点に立つならば──彼にまず、認められなくては話にならないのである。そんなことが自分に出来るのだろうか。ふと、そんならしくもない弱さがタケトを襲った。

「どうした？　私には余り時間が無い。出来れば早く願いたいのだが」

　タケトは、そんな自分を叱咤するかのように太ももを思い切り抓つねる。その痛みでやっと我を取とり戻した。細く息を吸い、それをゆっくりと吐はいた後、

「……氷室会長に、ある頼みを聞き入れて頂けないかと思い、失礼ながら室伏朱音を通してこうして赴おもむいた次し第だいです」

　ようやく、普ふ通つうの声が出たことにほっとする。

「室伏君の幼おさな馴な染じみだそうだな。彼女は良くやってくれているよ」

「勿もつ体たい無ないお言葉です」

　敬礼をした朱音は、タケトの背中を陰かげでつついた。

「……どうしたの。しっかりして」

　その言葉に、覚かく悟ごを決めたように頷うなずいた。

「氷室会長っ！」

　そして、思い切り足を踏み出す。

「僕は、あなたに話が……！」

　そのままずかずかと歩み寄っていき、

「あっ、タケト、ダメ……！」

「……なに？」

　朱音の言葉に、振ふり返かえろうとした瞬しゆん間かんだった。

「分を弁わきまえなさい、愚おろか者ものッ！」

　轟ごう、と風が吹ふく。刹せつ那な、信じられないものをその目で見た。

　日本刀だ。

　刃やいばが、窓から差し込む昼の明かりを鈍く照り返している。

　一体、どういう手段を使ったのか。

　視し認にん出来ない速度で接近した静香が、腰こし元もとに提さげた鞘さやから刀を抜き払はらい、その切っ先をタケトへ突つきつけていた。

「会長の半径三メートル以内には、何人たりとも近付けさせませんよ」

「……嘘だろ」

　ここは本当に、日本なのだろうか？　いや、刀を使っているのだからそうには違いないが、そういう問題でもない。

「ご安心なさい、模造刀です。ただ、それ以上無ぶ粋すいな真ま似ねをするつもりなら、骨の二、三本は覚悟して頂きますよ」

　ぱらぱらと、音を立てて髪の毛けが何本か落ちていった。鋭えい利りな切り口で寸断されたように、前まえ髪がみの先せん端たんがすっぱりと消えている。

（……本当に、模造刀か？）

　どう考えても、本物としか思えないのだが。

　加えてタケトは、背後にも強きよう烈れつな殺気を感じていた。わずかに顔を傾かたむけると、そこにはいつのまに現れたのか、伊佐奈神楽がナイフを自分の首元に当てている。そちらは残念ながら、本物なのかどうなのかの判断までは出来なかった。

（こっちも──気配が全くなかったぞ。今までどこにいたんだ）

　改めてぞっとする。彼かれらはもう、タケトの知っているところのいわゆる高校生とは一線を画していた。

「そのままゆっくりと下がりなさい。貴方あなたに許されているのは、入り口までです」

「た、タケト！　早くこっちに来なさい！」

　慌あわてたように朱音が呼ぶが、それより先に口を開いた者がいた。

「……構わん」

　氷室が、低い声でそう言う。

「私に話があるというのを聞くのに、離はなれていては詳しよう細さいが分からないだろう。下がるのは君の方だ、静香、それに神楽」

「しかし、会長！」

「……聞こえなかったか？」

　それは、ただの確かく認にんであるはずだった。しかし彼がそう言った瞬間、静香はびくりと体を竦すくませる。

「私が、下がれと、そう言った」

「……も、申し訳ありません！」

　刀を振るうと、裾すそとスカートに隠かくれていた鞘へと刃を収める。そして踵を返し、再び元の位置へと戻もどった。同時に、神楽もまた姿を消す。

「済まなかったな。私の部下は、少々過か敏びんに過ぎるのだ」

「……いえ、御おん身みを大切に思うが故ゆえのことであると」

　思わず息をつく。本気で殺しにかかる勢いだった。

（なんなんだこの学園は……一分も気を抜いていられない）

　タケトはそこから更に何歩か進むと、氷室に向かって頭を下げる。

「……先ほどは無ぶ遠えん慮りよな真似をして申し訳ありませんでした」

「構わん。それで、話とはなにかね？」

「はい。──僕を、【生徒会】へ入れて頂きたいんです」

　何の前まえ振ふりもなくそう告げて、真まっ直すぐと見つめる。

「…………」

　返すその視線に負けそうになるが、ここで退いては駄目だと、半ば無理やりに耐たえ続けた。

「……なるほど」

　しばらく経たった後、資料を眺ながめて氷室は顎に手をやる。

「その理由はなにかね？」

「僕は将来的な目標として政治の世界に身を置き、最終的にはその中心的役割を担になう人間になるつもりでいます。そのために学ぶべきものがここにはあると思い、希望させて頂きました」

「ふむ、首しゆ相しようか」

　そう言って、わずかに口角を上げる。

「今の時代、そこまで堂々と無茶を言える人間はそういない。余よ程ほどの馬鹿か、あるいはその逆か……まあ、いい。君の気持ちは分かった」

　そこで、氷室は「しかし」と零こぼした。

「一つ、問題があるな」

「……問題、ですか？」

「【生徒会】に選ばれるには、条件が必要となる。それは一年を通しての優ゆう秀しゆうな成績と、一点の曇くもりもない完かん璧ぺきな生活態度だ。それをもってして初めて面接をする資格ありと判断し、私が最終的な決定をする」

「一年……」

　予想外の答えだった。それだけ学ぶ時期が遅おそくなるというのは、ややタケトとしても困るところだ。物事を吸収するタイミングは、早ければ早いほどいいというのに。

「そんなに待ってはいられない、という顔だな」

「いえ、そのようなことは」

「隠さなくてもいい。君は恐らく、私と似た種類の人間だ。十年後、二十年後ではなく今、己がこうと決めたことをやりたい。そうでなくては我が慢まんがならない。違うか？」

　図星を突かれて返す言葉も持たない。黙だまり込んだタケトに、氷室はやはりかというようにわずか頷いた。

「……失礼ながら、会長」

　不意に、朱音が口を挟はさむ。

「朱音、会長の審しん議ぎ中ですよ」

「構わん。こちらに来て続けなさい」

「ありがとうございます」

　タケトの傍まで寄ると、彼女はまず深々と頭を下げた。そして、

「この郡武人ですが、会長もご存知の通り私は幼い頃よりよく知っている男です。その人間性は極きわめて優良、知識は幅はば広ひろく学力は言うまでもなく、一年を通さずとも【生徒会】に加わる資格ありと、わたしがこの身をもって保証します」

「だから、特例として入会を許可せよというわけか？」

「……会長のお考えや、【生徒会】の方針に異議を申し立てているわけではありません。しかし」

　顔を上げると、彼女は真しん摯しな表情で続ける。

「彼は間ま違ちがいなく我わが【生徒会】の力となってくれます。なればこそ、その入会は早い方がいい。これだけは自信をもって言えますが、彼を一年も放置することはこちらとしても多大な損失を生むことになるかと」

「……朱音」

　最大級に自分をフォローする言葉の数々に、タケトは目をしばたたかせた。彼女は言い終わった後で照れくさそうに、わずか視線を逸そらす。

「……別に、あなたに入って欲ほしいわけじゃないわよ。でも、会長の力になってくれると思ったから」

「……ふむ」

　相あい槌づちを打って、氷室は言った。

「室伏君がそこまで言うということは、確かに有能な人材なのだろうな。なら、特例として【生徒会】に加えることを考えてもいい」

「本当ですか？」

「うむ。だが……そうだな。一つ実績が欲しいところだ」

「実績……ですか」

　困こん惑わくするタケトに向かい、氷室が口を開く。

「私に、君が役立つ人間であると証明して貰もらいたい」

「具体的には、どうすれば良いのでしょうか」

　しばらく考えるような間を置いた後、彼は言った。

「ふむ……宜よろしい、ではこうしよう」

　その鷹たかのごとく鋭するどい目でタケトを見み据すえる。そして彼は、こう条件を提示するのだった。

「まず、初めに──」










　　　第三章　裏生徒会／声無き悲鳴





　放課後、その小さく汚きたなく狭せまい部屋へ再び訪おとずれた自分を前に、彼女は素す直なおな喜びを示した。

「よくぞ帰ってきてくれた！　私は歓かん迎げいするぞ、タケトくん！」

　天あま音ねミコはにこにことしながら、タケトの肩かたを精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびして叩たたく。

「やはり私の判断は間違っていなかった。キミならば必ず力になってくれるはずだと、そう踏んでいたのだ！」

　腕を組み、満足げに頷いた。

「……色々考えましたが、あなたのことがやはり気にかかりまして。一度、【裏生徒会】なるものがどのような活動を行っているのか、この目で見てみたくなったんです」

「そうか！　よし、なら存分に見ていくといい。まあそこにかけたまえ。美お味いしいお茶を淹いれようじゃないか」

　タケトに向かって微笑ほほえみかけ、彼女はいそいそと急きゆう須すを手にとって準備を始める。その姿に、こちらを疑う素そ振ぶりは少しもない。

（やれやれ……ああも素直にこられると、少し罪悪感があるな）

　だが、ここで全てを話すわけにもいかない。タケトは軋きしむ椅い子すに腰こし掛かけながら、改めて【裏生徒会】の本部となっている部屋を見み渡わたした。

　あの絢けん爛らん豪ごう華かな生徒会室を見た後では、悲しい程に見み劣おとりしてしまう内装だ。まさしく物置と呼ぶに相応ふさわしいところで、こんな場所にたった一人で居てなにが出来るのかと思ってしまう。

　ともすれば阿あ呆ほうのやり方としか見えないのだが、しかし、天音ミコは決して愚かな人間ではないようだ。

　他の誰でもない。

（そう……）

　タケトは顎に手をやりながら、頷いた。

（……あの、氷ひ室むろ当とう世せいがそれを認めたのだから）



「まず初めに、【裏生徒会】に入って貰いたい」

　そう言われた時は、一体なんの冗じよう談だんかと思った。しかし氷室はそこで、思いも寄らぬことを語り始めたのだ。

「……実はあの天音ミコという生徒は、前・生徒会長の妹でね」

　驚きのあまり瞠どう目もくするタケトだったが、一つ氷解した疑問があった。

（そうか……それで彼女が【生徒会】の特別制服をもっていたわけか）

　兄のものを受うけ継ついだが、もしくは勝手にもってきたか。ともかくも、そういうことだったのだ。

　氷室は組んだ手で目線を隠しながら、

「私も散々世話になった方の血けつ縁えんだ。彼女自身に大きな問題はあるが、あまり大おお事ごとにはしたくないのだよ。加えて言うなら天音ミコ自身、非常に有能な人材でね。学力は並程度だが運動神経が非常に優すぐれており、そして何よりも評価出来るのがあの天性の統とう率そつ力りよくだ」

「……統率力、ですか？」

「人を惹ひきつける魅み力りよく、とでも言うのかな。彼女の持つ根こん拠きよの無い自信は、時に誰かを勇気付け、その支えとなる。集団を率いる資質というのは、頭の良さや行動力以上にそういったものが必要となるんだ。そういう意味で天音ミコという人間は、無理やりに押さえつけて失うのに惜おしい人材」

　氷室はそこで、ゆっくりと息をついた。

「……出来れば、我が【生徒会】に入って貰いたい人間でもある」

　タケトは、思わず尋ね返す。

「彼女は、そこまで優れた生徒であると……？」

「傍はた目めからは分からないだろう。だが、関かかわれば必ず理解するはずだ。彼女はあれで、中々に食えない女だよ」

　この男が断言するからには、恐らくはその通りなのだろう。いささかに信じられない気持ちを抱いだきながらも言った。

「それで、僕に何をしろと？」

「【裏生徒会】に入り、天音ミコを説得して貰いたい」

　視線を上げ、真っ直ぐとその瞳ひとみにタケトを映しながら氷室は続ける。

「彼女がやろうとしている活動を今すぐに中止し、【生徒会】へ所属するようにと。……出来るかね？」

　すぐには答えを返さなかった。不安になったわけではない。一つの考えが、タケトの中を巡めぐっていた。

（……【裏生徒会】。あの時は考えもなく無茶をやっているだけの輩やからだと思っていたが、氷室の話を踏まえるに決してそれだけではなさそうだ）

　この男がここまで評価するということは、天音ミコの活動もまだ何らかの、恐らくは彼女が宣言した以外の目的があるのではないだろうか。なににしろ、只ただ者ものでないことは確かなのだから。

　それに何よりも自分が、彼女自身の力に気がついていたはずだ。あの時の騒そう動どうで見失っていたが、その言動の数々は確かに天音ミコという人間の本質を表していた。加えて初対面で味わった、あの不思議な威い厳げんとも言うべき絶対的な空気感。やはりあれは、演技や偽いつわりで出だせるものではない。

（なるほど……興味深い）

　千陣学園を事実上、その一手に収める氷室当世──その彼が【欲しい】とはっきり口にする生徒。

　彼女もまた、自分が接せつ触しよくするに相応しい人材かもしれない。

「……分かりました」

　わずかな間に結論をつけ、タケトは言った。

「その条件、承うけたまわりました。会長のお役に立てるよう、尽じん力りよくする次第です」

　一歩退いて頭を下げると、氷室は深く頷く。

「……それでは、宜しく頼たのむ」



（果たしてこの天音ミコという女、いかなる人間なのか……）

　考えている内に、ミコが湯飲みをもってやってきた。そっとテーブルの上に置く。

「さあ、まずは飲んでくれ。【裏生徒会】名物、【クリアグリーンティー】だ！」

「……クリアグリーンティー？」

　直訳すると澄すみ切きった緑茶、という意味だ。確かにその中身は驚くほどに透とう明めいで、わずかに色がかっている程度だった。普通、玉ぎよく露ろと言えば濃こく底が見えないこともあるほどだが、これは一体どういうことなのか。

（もしかすれば幻まぼろしの茶葉という可能性も……なるほど。彼女は世間を誤ご魔ま化かすためにこんな部屋を使っているが、もしかすれば裏で物もの凄すごい権力をもっているのかもしれない。これはますます興味が沸わいてき、）

　一口飲んで、

「まずーっ！」

　タケトは思い切り中身を目の前に吹き出した。

「わあ！　勿体無いな！」

「思いっきりただの水じゃないですか！」

　その文句に、ミコは心外だという風に頬ほおを膨ふくらませた。

「なにを言う。ちゃんとティーバッグを使ったんだぞ。もう十回くらい使ったが」

「そろそろ勘かん弁べんしてあげて下さい。絞しぼれるものは絞りとったはずです」

　なにがクリアグリーンティーだ。ただの出がらしの中の出がらし、ｋｉｎｇ・ｏｆ・ｄｅｇａｒａｓｈｉではないか。

「くくく……まだまだだ。尻しりの毛までも絞り取ってスカンピンにしてやるのだ……」

「質たちの悪い金きん融ゆう会社みたいな口ぶりはやめて下さい」

　タケトの注意に、ミコはむくれながら「分かったよぅ」とほとんど色のなくなったティーバッグをゴミ箱に捨てた。

（……やはりただの阿呆なんではないか？　こいつは）

　そんな不安が過ぎったが、気のせいであると自身に言い聞かせた。そうでなくては、ここにいる自分が不ふ憫びんになってくる。

（なににせよ、まずはこの女を、その深い部分まで見み極きわめなくては）

　説得云うん々ぬんはそれからだろう。己を知り、相手を知れば百戦危あやうからずと古人も言っている。

「そうだタケトくん、晴れてキミが【裏生徒会】へと入会したことを記念して、ある贈おくり物ものをしたい」

「贈り物、ですか？」

　さりげなく湯飲みを横に寄せて、タケトが尋ねる。ミコは頷いて、「ちょっと待っていてくれたまえ」とホワイトボードの裏からなにか重い物を引っ張りだしてきた。愛え媛ひめみかん、と書かれた段ボールだ。彼女はそれを抱かかえて、

「ファイトおおおおお！」

　叫さけびながら、

「いっぱああああつっ！」

　全くその場から微び動どうだにしなかった。

「……もしかして私の知らない間に地球の重力が変わったか？」

「誕生した頃ころから不変ですよ。手伝いましょうか？」

　頼む、という声にため息をついて立ち上がると、前後に分かれてどうにか持ち上げる。ずしりと腰こしに来る重さをもつそれをテーブルに乗せると、ぎしぎしと嫌な音が鳴った。

「……これ、なんですか？」

「ふふふ、聞いて驚おどろけ見て驚け、持って驚け開いて驚け、そして手にとりまた驚くのだ！」

「三回目くらいで心臓麻ま痺ひを起こしてそうですが」

　ミコは段ボールの蓋ふたを開けると、中から一枚の丸い小さな板のようなものを取り出した。

「じゃじゃじゃーん！　じゃーん！　じゃんじゃんじゃーん！」

　それを高く掲かかげて後、タケトへ突きつける。

「みよ！　これこそが、【裏生徒会】のメンバーである証あかしなのだ！」

「これは……」

　手にとって、目をしばたたかせる。なにかと思えば、昔、子ども時代によく見た缶かんバッチと呼ばれるものだった。円形のそれにはぐにゃぐにゃとした複ふく雑ざつ怪かい奇きな紋もん様ようがサインペンで描かれており、表面に大きく【ＵＳ】と下へ手た糞くそな字で書いてある。

「どうだ、センスあるだろう。ＵＲＡ　ＳＥＩＴＯＫＡＩの略なんだぞ！」

「そうですか。ありがとうございます」

　タケトは即そく座ざにその場へ投げ捨てた。

「なぜ捨てる!?」

「すみません、あまりにもダサいもので」

「え、そうか!?　すっごくカッコいいと思わないか!?」

「寸分も思いません」

「ちょっとくらいは!?」

「ナノミクロンも思いません」

　その言葉に、ミコはひどく落ち込んでその場に突っ伏ぷした。

「うう……三日くらい徹てつ夜やして作ったのに……」

「……まさかこれ、手作りですか？」

「そうだ。ディスカウントショップで売っていたものを大量購こう入にゆうして、一つ、一つ丁てい寧ねいに……。入ってくれた人が喜んでくれるかと思って……」

「いくつくらい作ったんですか」

「ざっと五千個」

　やはり阿呆ではないだろうか。

「……あなたは」

「そうか、ダメだったか。我ながらいいアイディアだと思ったのになぁ」

　バッチを拾い上げて、悲しそうに眉まゆ根ねを寄せる。その姿は、まるで夏休みで懸けん命めいに仕上げた工作に母親から猛もう烈れつな勢いでダメ出しを喰くらったかのような、そんな切なさに満ちていた。

「……全く」

　変に同情心が沸いてきて、タケトはバッチを段ボール箱から手にとる。不細工極まりない代しろ物ものだが、彼女が一いつ生しよう懸けん命めいに作ったというのは本当のようだ。こんなもの、業者が出来る技ではない。

「分かりましたよ。つけます」

「む、無理しなくてもいいぞ」

「よく見れば個性溢あふれるデザインじゃないですか。斬ざん新しんでもある」

「本当か!?　嘘うそついてないな!?」

「ええ、まあ」

　よく考えれば一つも褒ほめてはいないのだが、彼女はそれで満足したようだ。うんうんと頷いて、バッチを手にやってきた。

「さあ、ではつけてやろう、タケトくん」

「自分でやれますよ」

「良いのだ。キミは一番初めにこの【裏生徒会】に入ってくれた人なんだぞ。是ぜ非ひやらせてくれ」

　そこまで言われたら、拒きよ否ひする謂いわれはこちらにない。ではお任せしますとその場に立つと、彼女は椅子の上に上がって胸のところにバッチをつけた。

「タケトくんは大きい男だな」

「身長的には同世代の平均くらいですが」

「そうか？　まあ、私にとっては実に頼たよりがいのありそうな人だ。……聞いていた通りだな」

「聞いていた通り、とは？」

　首を傾げると、ミコは「いやいや」と顔の前で手を振って離れた。

「うん、似合ってるぞ」

「……どうも」

　別段嬉うれしいはずもなく、おまけによく見るとミコもまたこのバッチをつけていて、これで学校中に彼女と知り合いであることがバレてしまうと思った。構わないが、なんとなく嫌な気もする。

「よし、では無事バッチも授じゆ与よ出来たことだし、そろそろ今日の依い頼らいをこなしていくか」

「依頼？　依頼があるんですか？」

「うむ、我が【裏生徒会本部】は生徒達たちにとって最後の希望だからな。皆みなが請こうようにして頼みごとを持ち込んでくるのだ。今までは私独りでやっていたが、君が入ってくれたことで少し楽になるな」

　嬉しそうに、ミコはテーブルの上に置いてあった鞄かばんの中から書類を取り出した。どうやら依頼内容が書かれているらしい。

（……結構な数だな。これはただのトラブルメーカーというわけではないか……？）

　意外にも本当に学校の役に立っているのかもしれない。

「さあ、行こう。今日も忙いそがしくなるぞ」

　タケトの腰を叩き、ミコは言った。

「タケトくん、少し屈かがんでくれたまえ！」

「？　こうですか？」

　体勢を低くすると、ミコは「よし！」と満足げに言った。

「では、【裏生徒会】出動だ！　とぅっ！」

　たんっ、と軽く床ゆかを蹴ける音がしたかと思うと、間もなく両りよう肩かたにずしりとした重さが乗る。

「いざ行かん！　悩なやめる生徒たちの下へ！」

「ふんっ」

「ひゃいんっ！」

　無理やりに肩かた車ぐるまをしてきたミコを、タケトは当然の対応として振り落おとした。

「なにをする！　危ないではないか！」

「そちらこそいきなりなんなんですか」

「気にするな。私はこの通り小さいからな。依い頼らい人にんの目線に立って話すにはこうしなければならんのだ。今までは声をかけても中々気付かれずに苦労したぞ」

　そう言って、また背中によじのぼってこようとするミコ。

「だからやめてください」

　容よう赦しやなく剥はがしとった。

「なんだよー！」

　両りよう脇わきに手を入れて持ち上げられ、ちょうど赤あかん坊ぼうが高い高いをされるような状態になったミコが頬を膨らませる。

「なんだよじゃありません。僕はあなたの馬じゃありませんよ」

「馬じゃない。タケトくんは仲間だ！」

「そのような台詞せりふを、まさか先の行こう為いをとった人に真顔で言われるとは思いませんでした。ひょっとして僕を嘗なめてますか？」

「とんでもない。でもタケトくんが居れば、私は長年の夢を果たせるのだ。やはり会長たるもの、高い場所から話さなくてはならないだろう！」

　どうやら、今も背後に聳そびえるあの椅子の塔とうといい、彼女にとって背はかなりのコンプレックスのようだった。この勢いだと簡単に引き下がりそうにない。これ以上、あれこれ論議を重ねても無む駄だのようだ。いささかに屈くつ辱じよくではあるが、小さな女の子を肩車していると思えばいいだろうと考え直した。いらぬ時間を費やすわけにはいかない。

「……分かりました。ただし、移動する時だけですよ」

「了りよう解かいした！」

　目を輝かがやかせ、早く、早くと手招きするミコ。タケトは頭を下げながら、氷室も自分も、ひょっとして何か大きな手て違ちがいをしているのではないかと思うのだった。



　まず初めに向かったのは、校舎裏にある庭だった。と言っても土地が土地だけにここもかなり広い。

　そこに、一いつ軒けん屋やが建っていた。

「……これは、なんですか？」

　どう見ても、昔ながらの日本家屋だ。しかし微び妙みようにデザインが違ちがっていて、どことなく現代風になっているように見える。

「うむ、これは建築科の生徒が課題で造ったものでな。担当教師から出されたのは、人が住むに理想とされる【部屋】を【一つ】造れというものだったらしいが」

　頭の上で、ミコが頷く。

「……【家】を【一軒けん】造ってしまっているではないですか」

「見事なものだな！」

「いやあ、造り始めたらなんかテンション上がっちゃって」

　依い頼らい者しやだという男子生徒は、そう言って朗ほがらかに笑った。

「先生に見せたら、お前の技術レベルは分かったから、さっさと壊こわしてしまえって。邪じや魔まになってるらしいんだよねー」

「……これ、どれくらいかかったんだ？」

「ああ、内部はスッカスカだから、そんなに時間かかってないよ。言うなりゃ演劇のセットみたいなもん。数週間くらいかな？　まあ、ほとんど寝ねてないけど」

「とてつもないな……」

　さすがに千せん陣じん学園の生徒といったところか。生徒作品自体が軽く常識を超こえている。

「じゃあ、これぶっ壊してゴミ置き場に捨てておいてね。オレ、久しぶりにゆっくり寝るから」

「なっ!?　これを二人でやれというのか!?」

「いやあ、友達に頼んだら全員に断られちゃって。業者に頼むのも金かかるし」

「お前……自分でやるつもりはないのか」

「勘弁してよ。オレ、今でも気を抜ぬいたらぶっ倒たおれそうなんだよ？」

「しかし、自分の課題だろう！」

「造るまでがオレの課題だ！　それから先は知らん！」

「知らんって……しかしだなあ！」

　かっとなって思わず眼鏡に手をかけたところで、

「タケトくん、タケトくん」

　ぺちぺちと叩かれ、タケトは怒いかりながら「なんですか？」と視線を上げた。

「もう寝ているぞ」

「なっ──！」

　見ると、確かにその生徒は、立ったまま眠ねむりに落ちている。

「……救いようがないな」

「まあ、本当に疲つかれていたのだろう。仕方ない、私たちでやるぞ」

　飛び降りると、ミコは腕うでまくりをした。やる気は十分のようだ。

「……これが依頼ですか」

「その通り。中々に面おも白しろいだろう」

　工具は用意してあったようで、ミコはハンマーを手にして腕を上げる。

「さあ、行くぞタケトくん！」

「……はい」

　げんなりした顔で、タケトはそう返事した。



　結局、作業は数時間にも及および、終わった頃には日もすっかり暮れていた。だが、それで終わりになったわけではない。

　家を全すべて壊し、廃はい材ざいを運ぶために次にミコとタケトがやってきたのは、ゴミが山と積まれた場所だった。

「ひどいですね……」

「うむ。今ちょうど、さっきみたいな専門科の生徒が、毎月のように教師から出される課題をやっている時期でな。その廃材とかがこうして積まれているわけだ」

　リヤカーから廃材を下ろしながら、タケトは腕を組む。

「これを回収する業者の苦労が偲しのばれますね」

「そうだろう。だから私たちの出番というわけだ」

「……は？」

　思わず間ま抜ぬけな声を漏もらしたタケトに、ミコは首を傾かしげる。

「どうした？　これも依頼の一つだぞ。ここにあるゴミを全て、焼しよう却きやく所まで運ぶんだ」

「……本気ですか」

　一体、どれくらいの量があるのか。考えただけでも眩暈めまいがしそうだ。

「さあ、やるぞぉ！　元気を出そう！」

　出せるはずもない。そこで、タケトの頭にある疑問が浮うかんだ。

「あの、会長。つかぬことを伺うかがっても宜しいでしょうか」

「なんでも訊きいてくれ」

「……【裏生徒会】の依頼というのは一事が万ばん事じ、このような調子なんでしょうか？」

「うむ？」

「いえ、ですから、いつもこんな風に荷物運びをしているわけですか？」

「はっはっは、そんなわけないだろう」

　その言い方にほっとするも、次にミコが並べた言葉に絶句する。

「まず、明日は朝からプール清せい掃そうが入っているな。昼休みには手芸部の買出しを代理で行って、放課後は美術部の生徒からモデルを頼まれているから、約二時間ほど立ちっぱなしだ。その後は野球部に新しい道具一式を届けて……」

「…………」

　倒れ込むかと思った。

「あの、僕ぼくが浅せん慮りよなもので分からないだけかもしれませんが」

「うむ？」

「……それは、雑用ですよね？」

「雑用だが」

　平然と言ってのける。

「まぁ、いいではないか。生徒たちの役にも立っている」

　腰に手を当て、なにもおかしいことなどはないとミコは告げた。

「この学園には【生徒会】の手が届かない人間、あるいは助けて欲しくともそう願い出れぬ者たちが多くいるのだ。そんな彼らの希望が我ら【裏生徒会】！　生徒たちの中には、【生徒会】よりもうちを頼りにしてくれている人たちもいるんだぞ！」

「……そうですか」

　それは体ていよく利用されているだけではないだろうか、とそんな考えも浮かぶ。

　口にしようと思ったが、ミコのその堂々っぷりに何も言えなくなってしまった。

「それに、利益はこちらにも確かにあるのだ。ただの慈じ善ぜん事業ではないのだぞ」

「……そうですね。僕もそう思いますよ」

　これ以上、この話題を続けるのが嫌いやになってきたので早めに切り上げることにした。

「宜しい。それでは作業を続けよう！」

　はっはっは、と笑ってミコはタケトの腰を叩いた。そしてゴミを二人してリヤカーに積むと、彼かの女じよはその上に乗る。

「さあ、いざ出発だ！」

「降りてください」

「……けちぃ」

　むくれながら降り立ったミコにため息をついて、歩き出そうとしたその時だった。

「……ん」

　不意に、タケトの耳が柔やわらかな旋せん律りつを捉とらえる。

「なんだ……？」

　思わずきょろきょろと視線をめぐらせると、少し離はなれた場所に、一人の女性徒が居た。千陣学園内に幾いくつかある池の一つ、そのほとりに立っている。

　高等科の制服を着ていた。髪かみは肩ほどまであるセミロングで、ミコほどではないがいささかに幼い顔つきだ。大きな目が特とく徴ちよう的てきで、美人というよりは可愛かわいいという表現が相応しいように思えた。

　彼女は手を広げ、何もない空間に向かって口を開く。そして、

「──」

　やがてゆっくりと、歌を唄うたい始めた。先ほど聞こえたのは、彼女の傍に置いてあるプレイヤーから流れる音楽だったのだ。

　そして、女生徒の声が鼓こ膜まくを打った瞬しゆん間かん──、

「…………綺き麗れいだ」

　思わず、そう呟つぶやいていた。

　歌が上う手まい、と言える人間は何ど処こにでもいる。そこからプロになる者もいるだろう。

　だが彼女のそれは、そんな次元を遥はるか遠くに追いやるような、そんな響ひびきを持っていた。

　聞いているだけで全身が澄み渡わたっていく気がする。心が洗われ、同時に強い情動が湧わき上あがっていった。

　知識としては知っているが、音楽には然さ程ほど関かかわりのないタケトでさえ、純じゆん粋すいに感動を味わっている自分に気付く。理り屈くつではない。まるで直接、己おのれの内にある大切な部分に触ふれ、それを優やさしく包つつみ込んでくれるような。

　そんな清らかで、一点の穢けがれさえもない歌だった。

　思わずタケトは、声が途と切ぎれたそのタイミングで拍はく手しゆする。

　力を抜くように息をついた女性徒は、その音でこちらを振り返かえった。驚いたようなその表情に、タケトは頭を下げる。

「すまない。あまりに綺麗な声だったから、つい……。あなたは声楽科の生徒か？」

「……あの」

　困ったように視線を泳がせた。そして女性徒は一歩、また一歩と退いていく。

「恐こわがらせてしまったのなら謝あやまる。だが……久しぶりに心から良いと思える歌に出会えた。ありがとう」

　タケトは素直に気持ちを表現したつもりだった。しかし、彼女はなぜかそこで、怯おびえたような反応をとってしまう。

「……どうした？」

「わ、わたし、その……！」

　なにかを苦しむように顔をしかめて自分の胸を掴つかんだかと思うと、女性徒はそのまま踵きびすを返し、プレイヤーを持って走り去ってしまった。

「あっ……」

　思わず手を伸のばすが、当然ながら引き止めることなど出来ない。

「……いきなり声をかけたのが不ま味ずかったのか？」

　少しぶしつけだったかもしれない。そう思って考え込んでいると、

「彼女の名前は上うえ原はら佳か奈なだ」

　ミコが、いつのまにか隣となりに立って言った。

















「ご存知なんですか？」

「うむ。キミの言う通り、声楽科の生徒でな。入学式のしばらく後にもここで歌っていた姿を見かけたことがある」

「そうだったんですか……」

　ミコはそこで首を傾げ、「しかし……変だな」と言った。

「私が見かけた時は、もっと楽しそうな表情をしていたように思うが」

「……スランプでしょうか？」

　才能を持つ人間にはよくあることだ。先に進んでいるからこそ壁かべにぶつかるものだが、それに気付かず思おもい悩む。

「分からん。が、何かあるのは確かだな……」

　奇き妙みようなものを感じるように、ミコは腕を組んで眉み間けんへ皺しわを寄せた。



　それから三日間、タケトはミコに従って授業の合間を縫ぬい、依頼という名の使い走りをこなし続けた。

【裏生徒会】の活動範はん囲いは学園全体に及び、今日はあちらへ行ったかと思えば明日はこちらへ、その次は向こうでそれを終えれば更さらにそちらへと、正しく東とう奔ほん西せい走そうを地でいく忙しさだ。

　タケトも【天才】としての名に恥はじぬよう普ふ段だんから体はある程度鍛きたえているものの、さすがにこれには堪たえられず何度か辟へき易えきしたものだった。

　だが驚くべきことは天音ミコの根こん性じようである。彼女など何度も辛そうに息を乱しているのに、表情にはあくまでも微び笑しようを携たずさえ、依頼者には絶対にこちらの負い目を見せようとはしない。よく考えればタケトが来る前、ミコはたった独りで今日のようなことをやり続けてきたのだ。ずっとこの調子だったのかと思うと、いささかに、いや、かなり驚きを禁じえない。

　確かにこなすその内容には反則スレスレのものもないではなかったが、彼女が真に生徒の為ためを思って活動しているのは最も早はや疑いようがなかった。

（分からん……何な故ぜ、そこまで出来る）

　雑用と認にん識しきしながらもどうしてここまで懸命に取り組めるのか。ただのお人好しというわけでもなさそうだが、とタケトは思った。

（……まあ、いい。しかし、彼女について走り回ったおかげで、この学園のことが大体分かったな）

　全体的に見て千陣学園は、やはり他の学校と違い妙みような活気に溢れている。それはやはり彼らが、自らの才能を認められてこの場所へ来ているからだろう。ただだらだらと学業をこなすのではなく、最終的な目標に向けて自らが発揮できる最上級の力で努力する。そこが唯ゆい一いつにして絶対の差だ。

　生徒たちにとってこの学まなび舎やで過ごしているのは、ただ与あたえられただけの時間ではない。自らで掴み取とった、一秒たりとも無駄に出来ない命その物なのだ。だからこそ本気になる、故にこそ生き生きと取り組む。しっかりとした己というものをもっている人間にとっては、正に理想郷とも言うべき環かん境きようだった。

（……しかし）

　それでもわずか、タケトには気にかかることがあった。確かに生徒たちの大半は学園生活を謳おう歌かしている。だが中には、妙に追おい詰つめられた感のある者や、疲れ切って生気を失っているような者も少なくなかった。それにどこかしら全体的な空気がピリピリとしていて、まるで一いつ瞬しゆんたりとも油断が出来ないような、そんないわく表現し難がたい緊きん張ちよう感のようなものが漂ただよっている。これはどういうことなのだろうか。

　そんな時、ミコが不意に奇妙な声を上げた。

「ふがっ」

　依頼をこなした生徒や、活動中に声をかけてきた者達から貰もらったお菓か子しを食べているのである。これで彼女はいろんな意味で結構な有名人らしく、通りがかる生徒たちのほとんどがミコのことを知っていた。その全てが、【裏生徒会】のメンバーとなったタケトへ同情的な眼まな差ざしを送っていたのが気になるが、大体のところ言いたいことは分かるので忘れることにする。

「ふががふが」

「会長、きちんと飲み込んでから喋しやべってください」

　ミコは頷うなずいて、口いっぱいに頬ほお張ばったお菓子をごくんと飲み込んだ。そして包み紙を破くと、新しいチョコパイを口に入れる。

「ふががが」

「どうして新しいものを食べてからまた喋るんですか！　学習機能はどこへいったんですか！」

　机をばんばんと叩きながら注意した。彼女はむー、と眉間に皺を寄せて再び嚥えん下かする。

「付き合いが長いんだから、大体言いたいことが分からないかな」

「あなたと出会ってからまだ数日しか経たっていないことはご存知ですか」

「おや？　タイムパラドックスかな？」

「あなたの頭がパラドックスですよ」

　呆あきれ果はててため息をつき、タケトは思考しながら読んでいた本を閉じた。タイトルには、【五分で分かる家庭の医学】と書いてある。

　口の周りについたチョコを舌で舐なめ取りながら、ミコは相変わらずのうず高い椅子の上から言った。

「それで、なんだったかな。ああ、そうだ。……どうだ、私と一いつ緒しよに幾つかの依頼をこなしたが、この学園のことが分かったかな？」

「ええ、大体は」

「そうか、それはなにより。では、なにか気付いたことは？」

　問われて目をしばたたかせ、タケトは顎あごに手をやり視線を逸そらす。そしてこう言った。

「この学園には他にない真しん剣けんさがあります。生徒たちが一分の油断もなく自らが必要とする物事に取り組んでいる」

「ふむ」

「ですが……あくまでも僕の主観となりますが、あまりに油断なくし過ぎるかと」

「……その心は？」

「はっきり言えば、殺さつ伐ばつとしています」

　そう断言して、眼鏡を指で押おし上げる。

「たとえるなら、戦場です。もちろんそうでない者も多くいますが、何人かの生徒たちの間に、まるで互たがいをけん制し合うかのような雰ふん囲い気きがありました」

「なるほど。それで殺伐としていると？」

「僕が見た限りは、ですが」

　ミコはそこで微笑んだ。そして「はっ！」という声と共に跳とび上がると、くるくると回り、見事にテーブルへ着地する。が、その振しん動どうでめきめきめきと嫌な音が鳴った。

「会長、いつ腐くさってもおかしくないんですから、扱あつかいは慎しん重ちようにして下さい」

「まるで受験に失敗した学生のようだな」

　上手いことを言っている場合ではない。

「とにかく、タケトくん、よくぞそこに気付いた」

　腕を組んで、ミコは一段高い場所からタケトを見下ろす。

「ずばりこの学園の問題は、そこにあるのだ！」

「……問題、ですか？」

「そもそもの始まりが、氷室当世が前【生徒会長】からその座を受うけ継ついだことだった」

　テーブルの上を歩き回りながら、まるで名めい探たん偵ていが推理を披ひ露ろうするかのような口ぶりで続ける。

「奴やつは確かに有能だ。頭脳や閃ひらめき、行動力、話術、身体能力、そして何よりもそのカリスマ性──全てにおいて指導者としての資質を兼かね備そなえている。彼かれのように完かん璧ぺきかつパーフェクトな男は、長いこの国の歴史を鑑かんがみてもそうは存在しないだろうと言える」

「会長、完璧とパーフェクトは同じ意味です」

「しかるに、だ！」

　聞くつもりはないらしい。

「奴には一つの弱点がある」

「弱点？……あの、会長にですか？」

「会長は私だぞ、タケトくん」

「向こうも会長でしょう」

「私も会長だぞ！」

「いや、ですから向こうも……」

　そこまで言いかけて、ミコが潤うるんだ目で見ていることに気付いたタケトは口をつぐんだ。不ま味ずい、これは泣く。

「……えー、では、かいちょ……あの氷室当世にも弱点があると？」

「その通りだ、タケトくん」

　満足げな顔をして、ミコは断言した。

「そう、それは──あの男が、完かん璧ぺき過ぎることだ」

「完璧……過ぎる？」

「あの男には物事を為なすことに苦労をしたという覚えが、恐おそらく無い。物心ついた頃から完璧だった。それが故ゆえにそうでない人間の気持ちが分からない。時に己の才能を疑い、その為に膝ひざを折り、悩み苦しみ、足あ掻がき、それでようやくわずかな光を掴む──そんな者もいることを、わかってはいないのだ」

「……なるほど。ところで会長、あまりこのテーブルに負担をかけるのは……」

　ぎしぎしと音を立てながら歩き回るので、タケトは気が気でない。もう一度言おうかと思ったその時、ミコがテーブルを蹴った。そのまま、すっぽりとタケトの膝の上に収まる。

「これでいいか？」

　ちょうど小さい子を抱だっこしているかのような形になってしまったが、先ほどよりは落ち着いた体勢だったために、タケトは頷く。

「……へへ」

　何故か嬉しそうにタケトの腕を取り、自分の前で組むようにしてから、彼女は言った。

「さて、続きだが──奴は完璧に過ぎるが故に【完璧であろうとする】生徒の気持ちが分からない。それがどういうことか分かるか？」

「彼らに合わせた制度を作ることが出来ない、ということですか」

「その通り！」

　派手な音を立てて、ミコは拍手した。

「つまりこの氷室当世という男は、【能力第一主義者】なのだよ、タケトくん」

　テーブルに手をかけると、ミコは体重をかけて自分の体を持ち上げた。そのままくるりと振ふり返って、そこに腰こし掛かける。

「奴は才能がある者は優ゆう遇ぐうするが、それ以外に関しては度を超した厳しさで当たる。また、【全ての行動は才能を伸ばすためにあるべし】という理念から、野球部や美術部など実績に繋つながるもの以外、いわゆる遊びでのクラブ活動や同好会、そして運動会や文化祭、修学旅行など、学生の余よ暇かとも言うべき行事を全て禁止してしまったのだ」

「そうか……」

　それで、ようやく疑問が氷解した。あの一いつ触しよく即そく発はつとも言える空気は、その制度が作り上げていたのだろう。

















「一いつ切さいの遊びを許されない今の学園は、とても息苦しく生き難い。才能無き者は去れ──その冷れい酷こくとも言える対処は、生徒たちから自由と楽しさを奪うばっているとも言える」

「……確かに、そうですね」

「それに、この学校には何も才能を認められて来ている者ばかりではない。親の期待を背せ負おって勉強を重ね、一流の大学へ入る為に嫌いや々いや通っている者もいるのだ。そんな彼らにクラブ活動をするな、運動会もない、文化祭や修学旅行も禁止などと言っては、何の余よ裕ゆうもなくなってしまうだろう」

　タケトは深く頷いて、ミコを見つめた。

「そして、あなたはそんな氷室に反旗を翻ひるがえそうとしている──違いますか？」

　その言葉を受けて、彼女は目をしばたたかせる。

「そう驚かれなくても、そこまで言えばある程度は分かります。【生徒会】をサポートするなどという題目の裏に、なにか考えがあるのではないですか」

「……ほぅ。さすがタケトくん。【天才】は伊だ達てではないな」

「この程度は誰だれでも分かると思いますが」

　ミコは「そう、謙けん遜そんするな」と肩かたを叩いてから、

「……一年程ほど前になるか。【生徒会】の会長に就任したばかりの氷室は、壇だん上じようでこう言ってのけた。

『一年を通し働きを見定め、もし私がこの座に相応ふさわしくないという人間が居れば生徒会長に立候補して貰いたい。その際、学園で総選挙を開き、どちらが優すぐれているかを生徒に判断して貰う。仮にこれへ敗れた場合、私は潔いさぎよく生徒会長を辞任、現【生徒会】も解散し全ての権利を新たな指導者へ譲ゆずろう。それ程の自信をもって、私は諸君の代表を請うけ負おう所存である──』

　とな！」

　朗々と、高らかに復唱するミコはまるで氷室そのものであるかのようにさえ見えた。よく覚えているな、と驚くタケトに彼女は、不満げに唇くちびるを尖とがらせる。

「……確かに現状、問題はあるがこの学園において氷室以上に生徒会長に相応ふさわしい人間はいない。故に彼の座を奪うためには一いつ般ぱん生徒に【氷室当世より優れた人間が居る】という認識が必要となるんだ」

「まさか……それで、この組織を？」

「その通────りっ！」

　狭せまい部屋中に響くかのような大声を上げて、ミコは立ち上がった。

「【裏生徒会】を作った真の目的は、生徒たちの悩みを解決するということももちろんある。だがそれよりも優先すべきはそれを名目に知名度を上げ信しん頼らいを得て、同志の数を増やすということなのだ」

　真まっ直すぐと、天に向かって指を突つきつける。

「最終的には民意を得て、彼らの浮ふ動どう票ひようを獲かく得とくし、この学園の自治権を得る。即すなわち──」

　それをそのまま、再びタケトへと向けた。

「──即ち、【生徒会】の乗っ取りだっ！」

「乗っ取り……!?　いや、しかし、それは無む謀ぼうです！」

　机を叩いて、思わず立ち上がる。

「この学園に何人の、いや、十何万人の生徒がいると思っているのですか？　あなたのやっていることは、広大な砂さ漠ばくに一つずつ手で苗なえを植えていくようなものだ」

　ここではないどこか遠くを見つめて、ミコは言う。

「確かにそれはその通りだろう。実際、これまでやってきて何も成なし遂とげていないのだからな。奴は一年ごとに総選挙の機会を設ける。次のチャンスは来年ということになるが、果たしてそれまでに可能なのかと問われれば、素す直なおに頷けはしない。……しかし、無謀でもやらねばならんのだ」

　その瞳ひとみが、何の濁にごりもなくタケトを映した。

「キミは知っているか？　私の兄が、生徒会長であったことを」

「……ええ。氷室に聞きました」

「そうか。ちなみに私が羽織っているこの制服は、兄から直々に頂ちよう戴だいしたものだ。己こそが真の【生徒会長】であるということを示すために、常時身に着けている」

　どこか誇ほこらしげにそう言って、ミコは続けた。

「私の兄は、勿もち論ろん才能を伸ばすということを第一においてはいたものの、それだけに縛しばられて余裕をなくさぬよう、イベントや行事を殊更に盛り上げ、生徒たちの間にゆとりを持たせていた。加えて才能の限界を覚えて挫ざ折せつしかかった者には最後まで諦あきらめないよう最大限のサポートをし、学園側から支えることを是ぜとした。だから、皆は互いに互いを支えあい、辛いことがあっても笑え顔がおで頑がん張ばれていたのだ」

　懐なつかしむかのように目を細め、続ける。

「しかし氷室に代だい替がわりして以来、確かにあったその精神は無に帰してしまった。今では生徒たちは自身が学園に生き残れるよう、どうにか相手を蹴け落おとそうとしている有様だ。私は、兄が成し遂げていた社会をこの学園に再び築かせたい」

　そして、決意を固めるように拳こぶしを握にぎって言った。

「そのためには──たとえ無謀であろうとも、やれることをやるしかないのだ」

「……あなたの言い分はよく分かりました」

　長く息をつき、タケトは「ですが」と繋げた。

「ですが、僕にはあなたのお兄さんがやっていたことも完璧であるとは言えないと思います」

　ミコが、その場に胡坐を掻かく。タケトの視線に正面から応こたえ、頷いた。

「……聞こう」

「氷室のやっていることも、一理あるということです。規律を厳しくすれば確かにその分苦しむことは増えます。しかし、結果的に才能を伸ばすことへ繋がるのは確かではないでしょうか。そして、この学園はそのために在る。ならば、彼の方針も決して間ま違ちがいではない」

　半ば喧けん嘩かを売るつもりでそう告げる。そのまま、反応を見るようにミコをじっと見つめた。

「……ふむ」

　ミコはしばらくタケトと視線を交かわしていたが、やがて口元を緩ゆるめる。

「……なるほど。素す晴ばらしい。キミは予想通り……いや、予想以上の人材だったな」

「どういうことです？」

　問いかけたタケトに、彼女は顎を引く。

「もしキミが私の言葉をそっくりそのまま受け取り、それに賛同したのなら、悪いがあまり信頼出来ないと思っていた。理由はキミの言う通りだ」

「……なるほど」

　実は先ほどの質問は、ミコの人間性を図はかるためのものだった。自身の考えしか受け入れられない狭きよう量りような人物か、あるいは間違いを指し摘てきされて尚なお、それすらも飲み込んで己の糧かてと出来るだけの器うつわの持ち主か。

　しかしどうやら、彼女もまたタケトを試ためしていたらしかった。その事実に苦く笑しようする。

「無論兄のやっていたことも完璧ではない。それは、重々に承知している。だが氷室のやっていることが正しいとは言えないのも確かだ」

　ミコは、軽く指を振った。

「重要なのは、どちらの統治にも偏かたよりがあること。才能重視か、ゆとり重視か……問題はどちらもバランスよく成り立たせるにはどうすればよいかにある」

「……ええ」

「だからこそ私は、キミを最初のパートナーに選んだ」

　タケトの両肩に、彼女の小さな手が乗る。

「兄の意思を継いだ自分だけでなく、氷室のように時には冷酷なほどの判断を下せる頭のキレた者が必要だったのだ。そしてキミは、正しく理想と言えることが先ほどよく分かった。……タケトくん」

　こちらを射い抜ぬくかのように鋭するどい視線が、自分を見み据すえた。

「改めて頼たのもう。私と共に、この学園を──変えてみないか？」

「…………」

　思わず、黙だまり込む。迷ったのでなく、言葉を失ったが故に。

（……予想以上だったのは、僕の方だ）

　支配者にただ抗あらがうのではなく、理想とする人間の言葉をそのまま受け入れるのでもなく。ミコはその両方の考えが持つ正当性を認識すると同時に疑念をも抱き、二つを天てん秤びんに掛かけ、双そう方ほうが足りない部分が何かを分ぶん析せきした。その上で、現状最も効果的であろう方法を編み出したのだ。

　この少女は、こちらが思うより遥かに深い部分まで考えが及んでいる。なるほど、これはあの氷室も注視するはずだ。

（【生徒会】と【裏生徒会】……どちらにつくが正しいのか）

　まだその判断はつかない。なにか決定打でもあれば話は別なのだが──、

「会長、僕は……」

　返事を待って欲ほしい。そう伝えるつもりで口を開いたそのタイミングを、まるで防ぐかのように微かすかなチャイムが鳴った。

「……む？」

　顔を上げる。スピーカーから聞こえてくる声は最初、こもるような響きだった。しかしミコがテーブルから降りて扉とびらを開けると、その声は明めい瞭りようになる。

『……り返します。お昼のお知らせです。本日、午後一時より、中央広場にて【退学者発表】を行います。繰くり返します。本日、午後一時より、中央広場にて【退学者発表】を行います。生徒の皆さんは、必ず確かく認にんして下さい』

　やがて、【お昼のお知らせ】はその他の連れん絡らく事じ項こうを伝えると切れてしまった。

「……退学者発表？」

「やれやれ。今月も来たか」

　難なん儀ぎな話だと、ため息をついてからミコは呼びかける。

「タケトくん、キミは編入してきたばかりでまだ経験していなかったな。ついてきたまえ」

「どうしたんですか？」

「キミにも教えてやろう」

　歩き出しながら、彼女は背中越ごしに言った。

「この学園の……現状をな」



　中央広場は、千陣学園の生徒たちにとって何よりの憩いこいの場だった。澄すみ切きった水の流れる噴ふん水すいはその目を癒いやし、日ごろの授業で疲ひ弊へいした心をほぐしてくれる。

　だが今、その場には不安感と恐きよう怖ふ感がない交ぜになった、不気味なほどの緊張が漂っていた。

　多くの生徒たちで賑にぎわい、その誰もが掲かかげられた巨きよ大だいな掲けい示じ板ばんを見上げて曇くもった顔つきで互いに囁ささやき合っている。中には悲鳴を上げて泣なき崩くずれる者、その場に蹲うずくまって微び動どうだにしない者、頭を掻き毟むしって絶ぜつ叫きようする者など、異様な光景も見られた。

「これは……一体、なんです？」

　タケトは眼鏡のレンズ越しに掲示板を眺ながめる。そこには生徒らしき名前がずらりと並び、上には大きくこう書かれている。

「【以下の者達を、来月一杯ぱいで退学処分とする】……これだけの数の退学者が出たということですか？　一体何故……？」

「千陣学園では、普ふ通つう科かも専門科も、毎月のようにテストが行われる」

　タケトに肩かた車ぐるまをしてもらったまま、ミコが説明した。

「そしてそれに合格しなかった者──つまり才能がなく、この学校に不要と判断された生徒は退学処分となってしまうんだ」

「……っ！」

　思い出す。数日前、山内という生徒が【生徒会】を襲おそった時のことを。あれもそうなのだろう。

「……つまり生徒たちは、折せつ角かく合格したにも拘らず、毎月のように受験を強しいられているようなものだと？」

「その通りだ。そのプレッシャーは、如い何かなるものか。一秒たりとも気が抜けない、相手を出だし抜かなければ自分が落ちる、失敗すれば二度と取り返しがつかない……そんな状じよう況きよう下でまともな学園生活が送れるわけがないだろう」

「しかし、それはあまりにも……」

　あまりにも、惨むごい。

　先ほど氷室のやり方にも一理あると、タケトは言った。それは今でも正しいと思う。

　だが、ここまでやるのは度が過ぎていた。才能を重視すると言えば聞こえはいいが、これでは同時に多大な重責さえも生徒たちに背負わせてしまう。能力にがんじがらめにされ、身動きが取れなくなってしまうのではないか。

「……だから私は変えたいと言ったんだ。たとえ学園のほとんどがこれを正しいと認めても……一部で零こぼれた生徒たちのことを考えれば、とても賛同出来ないからな」

「……ええ」

　こればかりは、タケトも反論することなく首しゆ肯こうした。

　自分は確かに【天才】だ。しかし同時に、そうあろうとすることの辛さも知っている。それでも己を助けてくれる者がいたからこそ、這はいあがり、何度も這いあがり、ようやく今に辿たどり着ついたのである。

（これが、今の千陣学園……か）

　となれば、自分がやることはなんだろうか。ミコを、ちらりと見る。

（彼女をどうにか説得すれば、生徒会に属することは出来る。そうすればいずれは生徒会長になることも可能だろう。しかし……）

　タケトの心に、一つの疑念が生まれた。このままでいいのか、という、それは問いかけでもある。

（分からない。まだ……僕には）

　胸中でそう思い、わずか吐と息いきした。そして改めて掲示板の内容を確かめ、そしてタケトは「……おや」と声に出す。

「会長、あれを見てください」

「んん？」

　指差した先に、小さくはあるが見覚えのある名前があった。

「あれは……上原佳奈、か？」

「ええ、そうです」

　以前に出会った、声楽科の女性徒だ。彼女もまた退学になったというのだろうか。

「眼鏡をかけているのによくあんな小さな文字が見えたな、タケトくん」

「ええ、まあ。しかしおかしいですね。あれだけの歌でテストに合格出来ないというのは」

「……ふむ」

　ミコが考え深げに呟いたその時だった。

「あ、あの……」

　消え入るような声がかかり、タケトは（肩車をしているのでミコも自然に）そちらを振り向むく。

「……あなたは」

　そこには、当の本人である上原佳奈が居た。

「は、初めまして」

　ぺこり、と音が鳴りそうなほど深々と頭を下げ、

「……あの、【裏生徒会】の人たち、ですよね？」

「いかにも、そうだが」

　佳奈は、そこで目を伏ふせた。手を胸の前で握り、何かを躊ちゆう躇ちよするかのような間を置く。

「どうした。なにか依頼でもあるのか？」

　やはり事情を抱かかえているのだろうか。そう思って声をかけたが、佳奈ははっとして顔を上げると、

「あ……あの、わたし」

「ああ、どうした」

「そ、その……」

　しかし、それ以上を口に出せない。また視線を落として、唇を噛かんだ。そのまましばらく、そうしていたが、

「……や、やっぱりいいです。こんなこと。人に話しても……」

　そう言って、踵を返してしまった。

「あ、キミ！」

　ミコが声をかけるも、

「ご、ごめんなさい……！」

　と彼女は足早に、その場を去っていってしまった。

「……どうしたんでしょうか」

「分からん。しかし、【裏生徒会】への依い頼らい者しやとなれば放っておくわけにもいかないだろう。よし、タケトくん、ハイヨー！」

「……今、ハイヨーって言いましたね？」

「ぎくり」

　分かりやすく、声に出して言ったミコである。

「やはり僕を馬扱いしているんじゃないですか？」

「そ、そんなことはないぞ。今のは、ほら、あれだ。這い寄よるぞぉー！　って言ったんだ。彼女に」

「余計怯えさせてどうするんですか。というか誤ご魔ま化かせてないですよ」

「し、知らん！　わ、私は何も知らない！」

「九十パーセント近く疑わしい言い訳をしないで下さい」

　嘆たん息そくして、タケトは口を開いた。

「ともかく、今上原さんを追いかけても何にもなりませんよ。せめてある程度は彼女のこと知ってからにしませんか？」

「ふむ、それもそうだな」

　しばらく、タケトの頭をぺちぺち叩たたきながら考え事をしていたミコだったが、

「僕の頭は一休さんのトンチ音じゃありませんよ」

「まあ、待て。ふむ、ならこうしよう」

　ぽん、と手を打ってから彼女は言う。

「私の知り合いに、恐らくは学園内でもピカ一の情報屋がいる。彼女に頼んでみてはどうだろうか？」

「なるほど、いいかもしれませんね。では放課後にでも伺うかがってみましょうか」

「そうだな。ではまず、普通科の教室に戻もどろうか。それ、ハイヨー、シルバー！」

「今、完全に言いましたね」

「い、言ってない！　『這い寄るぞぉ、シルベスター』だ！」

　ミコは、またも説得力のない言い訳を重ねた。



　情報屋は、いつも初等部の屋上に居るという。

　放課後、幼い生徒たちから送られる物もの珍めずらしそうな視線を受けながら訪おとずれた場所へ、確かにその人物は居た。

　まだ幼い少女だ。これは見た目が、というわけではなく年ねん齢れい相応のものだろう。その証しよう拠こに、彼女は初等部の制服を着ていた。

　ショートカットの頭頂部だけを洗せん濯たくばさみで小さく纏まとめていて、何の感情も浮かばぬその顔でひたすらにモバイルパソコンのキーボードを軽快に叩いている。時折ぽりぽりと、お菓子の【ポッキー】を齧かじる音がタイピングの合間に聞こえてきた。

「マイ」

　知った顔でミコが話しかけると、彼女は指を動かしながらちらりとこちらを見た。

「久しぶりだな、元気だったか？」

「……そこそこ」

　短く答えて、またディスプレイに視線を落とす。

「紹しよう介かいしよう。彼は郡こおり武たけ人とくん。私の良きパートナーだ」

　マイと呼ばれた少女はちらりとタケトを見たが、すぐに興味をなくしたように作業へ戻った。

「彼女の名前は東とう央おう院いんマイ。情報処理科の初等部六年、本年もって十二歳さいになる」

「……子どもじゃないですか」

「キミや私だって子どもだろう？」

「いや、それはそうですが」

　話によれば、千陣学園の中でも右に並ぶ者がいないと言われるほどあらゆる情報に精通した生徒とのことだった。そのため、タケトはいかにも理知的で頭脳明めい晰せきに見える者を想像していたのである。彼女は決して馬ば鹿かとは思えないが、ただ無愛想なだけにも取れる。

「キミが疑うのも無理はないから説明するが、マイの父親はあの【ブレインキャスト】を創つくった人間なんだぞ？」

「……なんですって？」

　存外に大物の名を聞かされて、タケトは目をしばたたかせる。

【ブレインキャスト】とは、数年前に開発されて以来瞬またたく間まに世界中に流通し今やスタンダードとなっているＯＳの名めい称しようだ。

（確かに製作者は日本人であるとは聞いていたが……）

　それでも今ここに、あの大物中の大物、ＶＩＰ中のＶＩＰである人間の血を引く者がいるとはさすがに驚おどろきを禁じえない。

「【ブレインキャスト】の製作者、東央院劉りゆう生せいはこの千陣学園の卒業生でな。是ぜ非ひ、娘むすめを育てて欲しいと入学させたらしい。勿論その際にテストは受けたらしいが技術面では全く何の問題もなく、学校側としても是非引き入れたい人材として一も二もなく承しよう諾だくしたらしいな」

















「なるほど……」

　改めて自分が通う学園の凄すごさを思い知った気がした。

「彼女は元々、趣しゆ味みで学園のデータを集めていたらしいが、それが高じて今は情報屋を営んでいる。私とはちょっとした縁えんで知り合ってな。以来、必要な時には協力してもらっているというわけだ」

「ちょっとした縁、ですか？」

「なに、すぐに分かる」

　ミコは言って、マイに話しかけた。

「すまないが、仕事を頼まれてくれるか？」

「……なに？」

　答えながらも、タイピングをやめることはない。その指先は高速で動き、残像さえ見えるかのようだった。

「上原佳奈という生徒を知っているか？」

「知らない」

　そっけなく返し、「でも」と続ける。

「すぐに分かるよ。情報、欲しい？」

「頼む」

「じゃあ、さんぼん」

　片手を動かしながら、もう一方で指を言葉の数だけ立てた。タケトは呟つぶやく。

「三本……三千円か？」

　ふるふると首を振るマイに、

「そうか。情報屋だから、そんなに安いわけはないか。とすると三万……それくらいならなんとか払はらえなくもないが」

　しかし、彼女は尚も頷かない。

「なに、三十万だと？　それは余りに法外だろう。ただ、一生徒の情報を知りたいだけだぞ」

「三本、いる」

「お前、学園一かなんだか知らないが、少し相場というものを考えろ。こちらがいつまでも下手に出ていると思ったら」

「なに味がいる？」

　タケトの言葉を遮さえぎるようにして、ミコが言った。マイは一いつ旦たん、作業をやめて視線だけを逸らす。しばらく経ってから、ぽつりと零した。

「たこ焼きと、チョコと、チキンカレー」

「……なんのことだ？」

「むう、さすがだ。いずれもこの辺りでは手に入らない物ばかりか……」

　ミコは理解しているようで、眉み間けんに皺しわを寄せて唸うなっている。タケトは頭の上にいる彼女へ尋たずねた。

「彼女は何を欲しがっているんですか？」

「ん？　分かるだろう？」

　きょとんとした顔で、ミコは答える。

「【うまい棒】だよ」

「…………」

　つまるところ、駄だ菓が子しの類たぐいだった。

「やっぱり子どもじゃないか……」

「マイはいつも報ほう酬しゆうにお菓子を要求する。それも現在、品しな薄うすなものばかりな。先ほど私が話した、彼女と知り合ったきっかけというのも、たまたま限定販はん売ばいされていたクッキーを持っていたからなのだ」

「どうして会長はそんなものを持っていたんですか？」

「すごく美お味いしそうだったからだ！」

　子どもが二人存在した。

「……それくらい自分で買えないのか？　東央院劉生と言えば世界的に見ても一、二を争あらそうほどの大金持ちだろう」

「人からもらうお菓子が、いちばん美味しい」

「結構根こん性じよう悪いな」

　マイは気にした風もなく、小首を傾かしげる。

「三本、くれる？」

「……うーむ。仕方ない。なんとか努力して届けよう。タケトくんが」

「なぜ僕が」

「【天才】だから」

「【天才】はドラえもんではないのですが」

「なら出来ないというのか!?」

「出来ないわけがないでしょう！」

　言った後で、タケトは「はぁっ!?」と自分の失態に気付いた。

「よし、今の発言をこのレコーダーで録音したからもう言いい逃のがれは出来んぞ！」

「い、いつのまにそんな周しゆう到とうな準備を！　さてはここに来ることを決めた時から僕に責任を擦なすり付つけるつもりでしたね!?」

「知らんね。そのような推測が法ほう廷ていの場で通じるとでも思っているのかね？」

「弁護人を！　弁護人を呼んで下さい！」

　などと、振られたネタに乗っている場合でもなかった。タケトはため息をつき、「出来ないと言われると反はん抗こうしたくなるのが僕の悪い癖くせだ……」と頭を抱える。

「さて、無事にタケトくんが快く報酬探しを請け負ってくれたところで、仕事を頼めるか？」

「届けるのはいっしゅうかん以内におねがいします」

「……了りよう解かいした」

　色々と言いたいことはあるが、並べ立てたところで無む駄だだろう。タケトは仕方なく頷く。

「じゃあ、やるから。ちょっとまって」

　言ったかと思うと、マイは素す早ばやくキーボードを打だ鍵けんし始めた。時間にして一分も経っていないだろう。タケトがそろそろミコに自分から降りてもらおうか、そもそも肩車するのが最も早はや日常化しているのはどういうことなのだと考えていた時、

「終わった」

　と彼女が短く言った。

「早いな。さすが学園一といったところか」

「飴あめをください」

「なんでだ」

　タケトの質問に、マイは平然と答えた。

「仕事終わりにはいつも飴を食べる」

「そんなもん知らん」

「じゃあデータ破は棄きする」

「わあ！　ちょっと待て、ほら！」

　ミコは慌あわてたようにタケトから降りると、ポケットからドロップを取り出して渡わたした。

（なんで当たり前のように飴を持っているのだ……）

　当然の疑問は恐らく【美味しいからだ！】とか返してくるであろうことは明白なので、黙ることにする。マイは「おいひい」とドロップを口の中で転がしながら、淡たん々たんとした声で述べた。

「彼女は千せん陣じん学園へ入学する前からかなりの有名人だったよう」

「そうなのか？」

「その天性の歌声を評価されて、幼い頃ころから各関係の賞を総嘗なめにしてる。【歌うた姫ひめ】と呼ばれて一時期はテレビにもしょっちゅう出ていた」

　そういえば、と思い出す。そんな話が微かに記き憶おくに残っている。ここ最近は勉強尽ずくめであまり世間と関かかわりになっていなかったので忘れていたが。

「ああ、私も覚えがあるな。名前までは覚えていなかったが、そうか、彼女のことだったか」

「後は……」

　ディスプレイを眺めて、マイは次々と読み上げる。

「上原佳奈。高等部・声楽科・一年・Ｆ組。身長百五十六センチ、体重四十三キログラム、好物は紅茶とミルフィーユと焼肉。嫌きらいなものはゴキブリとキュウリとお化け。趣味はクラシック鑑かん賞しようと手芸。一週間ほど前に親に連れられて千陣学園近くのブティック【ラ・ソルテ】にて下着を購こう入にゆう、その際のスリーサイズが上から……」

「まて、まて、まて」

　放っておくとどんどんと個人情報が流出してくるので、タケトは急いでストップをかけた。

「なにか」

「お前はどこまで喋しやべるつもりだ」

「あなたが望んだ」

　無表情のままでマイは告げる。

「そう、その獣じゆう欲よくのままに彼女の全すべてを知りたいと……」

「初対面でいきなり鬼き畜ちく扱あつかいか。そんなこと思っていない」

「心の奥おく底そこでは？」

「思ってない！　見み透すかそうとするな！」

「マイ、あまりタケトくんをからかわないでくれ」

　苦笑して、ミコが言った。

「彼かの女じよの日常的なことではなく、その裏に隠かくされた真実を知りたいんだ。例えば、上原佳奈は最近なにかトラブルを抱えていなかったか？」

「かかえていた」

　ディスプレイを見ながらマイは頷く。

「千陣学園では専門科の生徒には毎月行われるテストの他に毎週、課題が与えられる。最初こそ彼女は満点だった。でも、そこから徐じよ々じよに落ち始めて、四回目には最低にまで落ち込んでる」

「……なにがあったんだ？」

「そこまでは分からない。ただこれはかなりのマイナス面。彼女は【能力推すい薦せん】でこの学園に受かったから余計」

「能力推薦？」

「千陣学園では特別な才能があると認められた場合のみ、筆記試験をパスして合格することがある。それが【能力推薦】だ。他にも優先して色々な授業が受けられたりするんだ。いわばエリート生徒だな」

　ミコの言葉を、彼女が繋ぐ。

「【能力推薦】はその代わり、毎月のテストで必ず八十点以上を取る必要がある」

　マウスを操あやつって、一度だけクリックした。

「でも彼女は最初のテストで零れい点てんをとった。これは言い逃れのない失敗。だから退学処分になった」

「零点……か。確かにそれはそうなっても仕方が無いが……。そのテストというのは当然、技術面だけを問うものなのだな？」

　タケトの質問には、ミコが答えた。

「一応、筆記もあるにはあるが授業を聞いていれば特に復習をしなくても解けるものだ。大部分はやはり、実技に拠よるだろう」

「なら、やはり身体的なトラブルでもあったか……」

　例えば喉のどの病気にかかったとか、あるいは事故にあったか。

「……それとも、精神的な問題でしょうか？」

「私は後者であるように思えてならない」

「わたしはたけのこの里が欲しいように思えてならない」

「…………」

　ミコは無言で、別ポケットからチョコレート菓子を取り出してマイに渡した。

「……会長。もしやあなたを肩車している時に体格の割に重かったのは、大量のお菓子を隠していたからではありませんよね？」

「はっはっは。さて、しかし精神的な問題となるとやはり本人に問うのが一番だと思うが、どうかな？　タケトくん」

「そのことに関しては同意ですが、後ほどゆっくりと今の件について問とい詰めさせて頂きます」

「ちゃんと五百円以内だぞ!?」

「さて、それでは行きましょう。まずは彼女の心を解きほぐす必要がある。東央院マイ、協力感謝する」

「ポテトチップスください」

　タケトはミコのポケットから小さな袋ふくろを取り出すと、それをマイに放って踵きびすを返す。

「ご、五百円以内ならいいと言ってくれー！」

　縋すがり付くミコを無視して、タケトは足早に歩き始めた。



　上原佳奈は予想通り、夜も更ふけた学校に一人、池にほとりに立って歌声を響ひびかせていた。

　タケトたちの足音に気付き、こちらを見ると共に途と端たんにやめて口を手で覆おおう。

　いや、それは自分でその行こう為いを封ふうじたというよりは、どちらかと言えば──、

（……僕ぼくたちがいることを知ったから、声が出なくなったようだ）

　タケトが考えていると、上原佳奈はそのまま後ずさりして、初めて会った時のようにその場から去ろうとした。

　だが、ミコがその前に手をかざす。

「待ってくれ、上原くん」

　佳奈は、そこで目をしばたたかせた。驚いたように言う。

「……わたしの名前を？」

「知っている。申し訳ないと思ったが、少し調べさせてもらった」

　彼女の言葉を、タケトが継ついだ。

「上原さん、あなたはもしや、何か精神的な問題を抱えていて、それを僕たちに相談しようと思ったのではないか？」

「……あの」

「いや、情報を掴つかんでおいて【思ったのではないか】などという意地悪な質問はやめておこう」

　出来るだけ彼女を追おい詰めぬよう、優やさしげな口調に変えた。

「あなたは僕たちに何か相談があった。それは──自分の【声】に関することではないだろうか？」

「……っ！」

　佳奈は目を見開き、ゆっくりと顔を俯うつむける。

「……やはりか」

「上原くん、キミはかつて【歌姫】と呼ばれていたそうだな」

　ミコの質問に、わずか、彼女は頷いた。

「しかも入学は【能力推薦】……正に鳴り物入りで千陣学園の生徒となったわけだ。しかしその成績は、週を追うごとに落ち続けていた。加えてテストでは最低点。原因は、【声】が出なくなったからなのか？」

　無言の返答。だが、首を横に振らないところを見ると事実なのだろう。

　そう、タケトとミコは、それしかないと踏ふんでいた。事情を鑑かんがみるに一番可能性が高かったからだ。

「……上原くん、キミは一度、私たちに依い頼らいをしようとしていたな。となるとキミは自分でも、己おのれだけでは解決出来ないと分かっているのではないか？　しかし、近しい者には相談できない。だから私たち【裏生徒会】を頼たよろうとした。違ちがうか」

　佳奈は一瞬、口を開こうとした。しかしすぐに閉じてしまい、息をついて再度小さく呟く。

「でも……こんなこと言っても……」

「……上原さん、あなたの歌は素晴らしかった」

　タケトが言うと、彼女は顔を強こわ張ばらせる。それでもあえて続けた。

「僕は無教養な人間だ。知識としては知っているが音楽的センスは、その道を極きわめた人間には笑えるほどに足りていない。だがそれでも、あなたの声は心に響いた。それははっきり言って凄いことだ。真に優れた能力は、それに興味のない者さえも惹ひきつけるという。あなたは正にそういう才能の持ち主だ」

「……タケトくんの言う通りだ」

　ミコが説得を重ねる。

「上原くんをここで見る度に、その歌声に心癒されていた。キミの声には力がある。誰かの心を動かす力が」

「…………」

「……僕たちは所しよ詮せん、あなたにとって関係のない人間だ。あくまでも拒きよ否ひをするというのならこれ以上は踏み込めない」

　しかし、とタケトは歩み寄る。

「あなたが何らかの事情で声を失っているのだとすれば、それはとても勿もつ体たい無ないことだと思う。黄金を曇らせたまま放っておく人間がいるだろうか？　僕にはとても出来ない。だから……」

「だから、私たちにキミを助けさせて欲しい」

　ミコに言葉に、佳奈は顔を上げた。その表情は不安に揺ゆれながらも、光が宿りつつある。彼女が前に進もうとする光が。

「困ったことがあるなら話してくれ。出来ることなら全力で尽つくす。それが私たち【裏生徒会】の本分だ」

「安心して欲しい」

　タケトは胸に手を当てて、微び笑しようを浮うかべた。

「……僕は、【天才】だ。なんでも出来る」

「天才……」

　佳奈は不思議そうに、タケトのことを見た。だがその顔が、あくまでも真しん剣けんであることに気付いたのだろう。

　考えるように、迷うように視線を泳がせる。

　だがしばらくの後、ほんの少し、口元が和やわらいだ。

「……ありがとうございます」

　タケトと、そしてミコの顔を見て、彼女は言った。

「ほんの少し会っただけのわたしを気にかけてくれて、嬉うれしいです」

「ほんの少しでも、会えばキミはわたしにとって大切な依頼者だ」

　ミコは笑って、手を差し出す。

「キミが抱えたもの……その一部でも、託たくしてもらえるだろうか？　私たちに」

「…………」

　尚も逡しゆん巡じゆんするかのような素そ振ぶりを見せたものの、やがて佳奈はなにかを決意するように強く頷いた。そしてゆっくりと握り返し、深く頷く。

「……分かりました。お願いします」

「うむ、続きは裏生徒会室で聞こう。それではついてきたまえ」

「は、はい。あの、でも、少しいいですか？」

「なにかな？」

　躊躇ためらいながら、彼女はおずおずと指差した。タケトを……ではなくその上を。

「……どうして、肩車してらっしゃるんですか？」

「うむ、聞かないでもらおうか！」

　タケトは、爽さわやかにそう答えた。



「……最初そのことに気付いたのは、入学して二回目の課題を発表した時のことだったんです」

　上原佳奈はミコとタケトを前にして、そう切り出した。

　時刻は既すでに八時を過ぎていたが、千陣学園はその理念から、才能を伸のばすためなら生徒は何時間でも校舎に居ていいことになっている。そのため、どれだけ夜が遅おそくなっても煌こう々こうと電気は灯ともり、警備員も特に残っている者へ注意をしないという体制をとっていた。

「わたしは声楽科ですから、与あたえられた曲を練習して披ひ露ろうするという内容でした。最初は極ごく普ふ通つうに終えて、何事もなかったんです。ただ……」

「ただ？」

「わたしが課題をやり終えた後の生徒が、少し担任の先生へ厳しくされていることに気が付きました。わたしから見ても十分に上う手まかったとは思うのですが、それまで言わなかったことを注意するようになって」

　彼女はそれを、考え過ぎであると思った。たまたま教師が指導のやり方を変えただけなのだと。

「でも、次の週になってから、わたしが歌っている時に妙みような視線が送られているように思えて」

「妙な視線？」

「はい。なんというか……上手くは言えないんですが、こちらに敵意を持つような、怒いかりを向けるような……そんな感じです。辛そうに見ているクラスメイトも居ました」

　その時は、なんのことか分からなかったという。身に覚えのないことだし、自分は何もしていなかったから。しかし、彼女はある日知ってしまった。

「……トイレに入っていた時、たまたま、クラスメイトが話しているのを聞いてしまったんです。わたしが課題を先にこなすと、後がやりにくい。わたしの歌を聴きいた先生は、どうして自分たちにもそれが出来ないのかって怒おこってくるって」

「……やりにくい、か」

「すごく、驕おごった言い方になって嫌いやなんです。でも、わたしの歌がクラスメイトへ無意識なプレッシャーを与えていたらしくて、それで彼女たちはそのことにひどく苦しんでいて」

　耳を塞ふさいでしまえばよかったと、佳奈は言った。しかしその言葉は容よう赦しやなく、彼女の耳に入り込んでくる。

「どうして……わたしみたいなのがいるんだろうって、そう言っていました」

　何度も、何度も、授業の度に。彼女さえいなければ。この学校に入ってこなければ。自分たちもこんなに辛い想おもいをしなくても済んだ。それなのに。

　オマエナンカガイルカラ。

「……ふ、普ふ段だんは皆みんな、わたしに優しくて。悪気はないと思うんです。だから本当に苦しくて、吐はきどころがなくて、それで……」

　自分を抱だき締しめて、上原佳奈は震ふるえる声で言った。

「いつからか、わたし、歌えなくなりました。歌えば誰かを傷つけてしまう。わたしが人の前で歌えば、友達に迷めい惑わくをかけてしまう。そう思えば思うほど、喉が詰つまったようになって、声が出ないんです」

　閉じられた目め尻じりから、小さく雫しずくがこぼれる。彼女は、そっと唇を噛んだ。

「歌は、大好きです。小さな頃からずっと、何の取り得もないわたしが唯ゆい一いつ、誰かを笑顔に出来るものだったから。今だって大好きなんです。

　それなのに、声が出ないんです。どう自分に言い聞かせても、歌えなくて……それで、最初のテストで零点をとってしまったんです」

　消え入るようにして、言った。

「……もう、自分に歌う資格があるのかも分かりません。せっかくこの学園に入れたのに、最初からこんなのじゃ……上手くやっていく自信がないんです。わたしの歌が人に必要とされているのかどうかも、最近じゃ分からなくなってきて」

「……なるほど」

　タケトは顎あごに手をやり、口を開く。

「しかし上原さん、残ざん酷こくかもしれないが……才能というのはそういうものではないだろうか」

　その言葉に、佳奈は伏せていた視線を上げた。

「真に優すぐれた才能は他の平へい凡ぼんな才能を潰つぶす。昔から繰り返かえし行われていたことだ。いつだって凡ぼん人じんは己を信じ、しかし本当の天才を前に嫉しつ妬とと憧あこがれの念を抱きながらも膝ひざを折らざるを得ない。それが真実だ。だが、それでも諦あきらめない人間だけが次の天才になっていく。彼女たちがやるべきは、あなたを邪じや魔まに思うことでなく、自分自身を高めることに費やすことではないだろうか。あまり自分を責めることはないと思うが」

「……カウンセリングを受けたお医者さんも、そう言っていました。あなたは少しも悪くない。重荷に思う必要はどこにもないんだって」

　膝の上に手を置いて、「……でも」と佳奈は呟く。

「でも、いくらそう思ってもダメなんです。声を出そうとすると、すごく冷たくて黒いものが体を支配して……」

「……タケトくん、理り屈くつではないんだよ、きっとな」

　ミコが椅い子すの塔とうの上で、腕うでを組んだ。

「上原くん、キミは優しいんだな。その優しさがキミを苦しめている。それは決して悪いことではないが……」

「……とにかく、現状では解決も出来ないままに上原さんが退学となってしまう」

　彼女に視線を向けて、タケトは提案した。

「まずは氷室に言って、せめてもう一度彼かの女じよにチャンスを与えるよう願い出てみてはどうでしょう」

「……奴やつか」

　思案するように顔をしかめ、ミコは仕方なくといった体で言った。

「正直なところ、氷室に頼んだところで何がどうなるわけでもないと思うが……」

「確かにそうかもしれません。しかし、氷室が上原さんの事情を知らないという可能性もあるでしょう。話せば対処をとってくれるかもしれない」

「……まあ、そうだな」

　ミコは氷室を嫌っているようだから、渋しぶ々しぶと答えたその態度は仕方が無いものだと思えた。

　だがいくらなんでも、佳奈の事情を鑑みることくらいはしてもらえるだろう。

　そう思って、タケトは頷うなずく。

「では、明日……【生徒会室】を訪れてみましょう」



　翌日の放課後、タケトとミコ、そして上原佳奈は生徒会室の前に居た。

　朱あか音ねを通して会長と話が出来ないかと頼むと、運が良いことに十分ほどスケジュールに空きがあったとの知らせが来たのである。

　今回は朱音の案内はなく、彼らは豪ごう奢しやな建物へと三人で足を踏み入いれた。

【生徒会室】への畏い敬けいを表すかのような巨大な扉が、再びタケトの前に立たち塞がる。

（……この先には、あの男が居るのか）

　現【生徒会長】である氷室当世。初めて会ったあの日、その恐おそろしいほどのプレッシャーに完全に打ちのめされてしまったことを思い出す。

　それは不本意ながら、完全なる指導者としての器うつわを持つ人間と正面から相対した時に味わう、一種の敗北感でもあった。

（僕は【天才】だ。しかしまだ、その形は完かん璧ぺきとは言えない……）

　しかし氷室は、あの歳で既に存在というものを極めている。彼はあれ以上発展しないがしかし、頂点には達してしまっているのである。

（あの男に交こう渉しよう事を仕し掛かけるというのがまず、無む謀ぼうなのかもしれない）

　そんな弱気が、顔を見せた。鼓こ動どうが少しずつ、高まってくる。タケトは、息を吸って、それを吐いた。落ち着け、落ち着けと何度も呟いた。落ち着け。自分は大だい丈じよう夫ぶだ。大丈夫。大丈夫──、

「──大丈夫だ、タケトくん」

　隣となりから、朗々とした声が響いた。タケトははっとして、視線を傾かたむける。

「何の心配も要いらない。キミには私がついている」

　ミコが居た。腕を組み、あくまでも堂々と、何の恐れも抱かずに。

「……会長」

「行こう。氷室当世とて一個の人間だ。なにを気負うことがあるか」

　タケトを横目で見て、ゆっくりと微笑ほほえむ。

「キミはキミのままでいればいい。【天才】として、生きるキミのままで」

　すとん、と落ちたかのように。

　先ほどまで圧し掛かっていた【なにか】が、タケトの体から抜ぬけた。

　ふわりと気持ちが楽になる。自然と、肩かたから力が抜けた。

「……ありがとうございます」

「フフ、礼などいらない。では進もうか。いざ、敵の牙が城じようだ！」

　歩き始める。タケトはそれについて、足を踏み出した。

（……不思議だな）

　何の根こん拠きよも、確証もない。

（それなのに、会長の言葉には説得力がある）

　彼女が言えば、それが真実であると思い込んでしまうかのような。

　その自信か。あるいは漂ただよわせる空気か。いずれにしろ、

（……頼りになる会長だ）

　微かすかに、笑えみが浮かんだ。

　扉を開く。そして、タケトたちは前にする。

　──氷室当世、その人を。



「……ようこそ、生徒会室へ」

　氷室は相変わらず組んだ手を前にして、フレームレスの眼鏡からこちらをあまりにも真まっ直すぐと見据えていた。

　左右には目を閉じたまま佇たたずむ静せい香かと、タケトを見守るアカネの姿がある。陰かげに潜ひそむようにして、神楽かぐらも控ひかえていた。勢ぞろいだ。

「久方ぶりだな、氷室」

　ミコは髪かみを払い、不敵に笑った。

「折せつ角かく訪ねてきてやったんだ。その仏ぶつ頂ちよう面づら、どうにかならんのか？」

「無礼な！　会長になんて言い草ですか！」

　鋭い目がミコを射い抜ぬき、静香が腰こし元もとの得物に手をやる。だが抜ばつ刀とうより前に氷室が止めた。

「静香、いい。彼女がこういう態度なのは昔からだ」

　息をついて、口を開く。

「この学園で私にそんな口を利きくのは君くらいだな。天音ミコ」

「誰もやらないから、寂さびしいかと思って私がやっているんだよ。少しは感謝して欲ほしいものだな」

「検討しよう」

　眼がん光こう鋭するどく、氷室が問うた。

「……それで、話とは？」

「ああ、はい。実はこの、上原佳奈という少女なのですが……」

「タケトくん」

　ミコがタケトの手を掴み、首を振ふった。

「それは彼女の口から直接言ってもらったほうがいいだろう」

「え……あ、わたしが、ですか？」

　驚いたように、佳奈が目をしばたたかせる。その後、氷室の視線を受けて「ひぁっ」と怯おびえたようにタケトの後ろへ隠れた。

「キミは歌をやめたいのではないのだろう？」

「……は、はい」

「では、その本気を見せなければならない。これくらいで躊躇していては、とてもではないがキミの熱意を相手へ認めさせることは出来ないぞ。ここで引けば一生そのままだ。それでもいいのか？」

「…………」

　躊躇ためらうように俯いていたが、やがて、佳奈はゆっくりと頷いた。

「そ、そうです……ね」

「ああ。大丈夫。私がついてるぞ」

　そう言って、親指を立てる。タケトと同様、それに元気付けられたかのように、彼女は笑った。

「わ、わかりました……頑がん張ばります」

　そして、緊きん張ちようしているかのように一歩、一歩ぎこちない動きで前に出る。氷室と対面し、ごくりと喉を鳴らした。

「あ……あの、上原佳奈と申します……」

「うむ。確か、声楽科の生徒だったな。評判は聞いている」

「は、はい。お、お見知りおき頂いてあの、大変ありがたく思いぞぞ、存じ上げますです、はい」

「落ち着け、上原くん」

　ミコにぽんぽんと背中を叩かれ、佳奈は何度も顎を上下させた。

「ひ、氷室会長……」

「なんだね」

　息を吸い込み、思い切り吐く。それを、繰り返し、繰り返し何度も続けて、

「あ、あの！」

　佳奈は、自分の中にある精せい一いつ杯ぱいの勇気を振り絞しぼるかのような大声で言った。

「わたしに、もう一度チャンスを頂けませんか！」

「……チャンス？」

「わ、わたし、退学処分を受けてしまって……で、でもまだ、この学校を出て行きたくないんです。もっと歌のことを勉強したい。だから、その……！」

「そういう願いなら、聞き入れられない」

　はっきりと、氷室は断言する。

「君だけを特例で許したなら、これまで退学になってきた生徒たちへどう責任を取ればいい？　いかに君が努力していたとしても、それは単なる過程でしかない。結果を伴ともなわなければ、全ては無意味だ」

「…………」

　それまであった勢いは、その言葉で全てが消失してしまった。佳奈は落ち込み、力なく項うな垂だれる。

「……そ、そうですよね。やっぱり」

「氷室、その頑がん固こなところがキミの短所だな」

　それを助けたのは、ミコだった。

「確かに彼女が純じゆん粋すいな実力不足で退学となったのならそれも致いたし方かたないと言えよう。しかし、上原くんは精神的な問題で自分ではどうすることも出来ずこのような形となってしまったのだ。それは考こう慮りよしてもらいたい」

「精神的な問題？」

　彼女は、そこで佳奈のことを全て話した。事の始まりから、現状までを。

「……故ゆえに上原くんは試験で零点をとってしまったというわけだ。キミがそれを踏まえていないのだとすれば、もう一度チャンスを与えるべきだ」

「ふむ」

　氷室は頷いた。それは、納なつ得とくしたようにも見える。これで理解してもらえたはずだと、タケトは、ほっとしたように息をついた。しかし、

「──それでも、許可は出来ないな」

「なに……？」

　タケトは目を見開き、氷室に言った。

「どういうことです。天音会長の話を聞いたでしょう」

「ああ、今聞いた。だが、だからと言って退学を取り消すことは出来ない」

　彼かれはその冷たい声で、己の考えを告げる。

「郡君、チャンスは選ばれた人間へ平等に与えられる。しかし彼女はそれを活いかせなかった。それだけだ。他人を慮おもんぱかって自分の才能を潰すような人間に、どちらにしろ大事を為なせる筈はずがない」

　あまりにも残酷な、そして容赦のない断たち切りだった。

「……彼女を」

　喉を鳴らし、タケトは尋ねる。

「彼女を、サポートするつもりはないんですか？」

「ありえない。全くだ」

　すげなく、氷室はそう答えた。

「自ら這はい上あがる者は歓かん迎げいしよう。最初から高みにいる人間も大事にしよう。だが、その力もなくただ他からの助けを求めるだけの衆しゆう愚ぐにまで配はい慮りよする必要は、何ど処こにもない」

「し、しかし！」

　手を振って、タケトは主張する。

「中には手を貸すことで立ち上がることの出来る人間もいるはずです！　彼らを救うのも学園を治める者の務めではないんですか!?」

「理想を──」

　その時。

　タケトの全身を、体験したことのない怖おぞ気けが迸ほとばしった。

「──理想を語るな、【凡ぼん才さい】が」

「……っ」

　氷室から放たれる、完かん膚ぷ無なきまでに相手を叩き伏ふせるかのような途と方ほうもなく巨きよ大だいで抗あらがい難がたい感情の発はつ露ろ。それは静かに、しかし確実なまでの重さで己を押おし潰していく。脂あぶら汗あせが流れ、思わず膝をつきそうになるタケトを、氷室はその凍こおれるような視線で睨にらみつけた。

「そんなところまで手を伸ばす程、私は暇ひまではない。惰だ弱じやくは死と同義だ。力無きものは地に伏せろ。それがこの学園の──私の流りゆう儀ぎだ」

「……それが」

　震える拳こぶしを握にぎり締め、タケトはかろうじて一言だけ返す。

「それが、あなたの考えですか」

「そうだ。これがこの千陣学園を治めるに於おいて私の決めた、絶対にして唯一、不動にて不変の信念その物だ」

　微び動どうだにせぬ表情のまま、氷室が次の句を口に出す。異常なまでの迫はく力りよくをもって。

「文句があるなら──私に見合うだけの人間になってから出直してくるがいい」

「…………」

　まただ。この超ちよう常じよう的なまでの威い圧あつ感。高く巨大な壁かべとなって聳そびえ、絶望感と共にそのまま戦意を喪そう失しつさせるかのような。

（……くそ）

　負けてはならない。自分にそう言い聞かせる。それなのにどうしても、一歩が及およばない。それでもどうにか、タケトが言葉を発しようとしたその時。

「……いつもそうだな」

　ぽつりと、呟いた。

「キミは、いつもそうだ」

　ミコが全く揺るぎも無いその瞳ひとみで、氷室と真っ向から向かい合っている。

「確かにキミの言うことは正論だ。少しの間ま違ちがいもないよ。それが真実だ。ケチをつけることすら無ぶ粋すいと言えるかもしれない」

「……天音会長」

「だがな。私はあえて、クソの一言をつけて返させてもらおう」

　わずかでも。

　ほんの少しでも、そこから退かずに。

「気に入らないんだよ、キミの考えは。すこぶる不ふ愉ゆ快かいだ。弱い人間も、強い人間も、能力を高める前に己の才能を楽しみ自信をつけさせてやるべきだ。君は高い場所に居続ける余り、その下で苦しむ人間の気持ちが分かっていない」

「普ふ通つうの学校ならいざ知らず、この学園に於いてはそんなことまで考えを及ばせるのは無意味だ」

「そう思うことそのものが、驕りなんだということがまだ分からないのか！」

　あの氷室当世と、ミコは、対等に渡り合あっていた。

「生徒会長の役割とはなんだ。学園を統とう率そつすることか。生徒たちの能力を伸ばすことか。違う。断じて違う！

　生徒たちが卒業する時！　失敗も成功も含ふくめて少しでも、この学園に居てよかった。そう思える場所にすることではないのか!?」

「君の言うことは、郡君と同じ全て理想だ。その結果、生徒たちの未来を潰すことになればどうする。十年後に後こう悔かいすることになったらどうするというんだ」

「ならば十年後、またその者を助けてやればいい。三年間務めればそれで生徒会長の任は終わりか？　違うだろう。今を守ることだけに固こ執しつし、先を見み据すえていないのはキミの方だ──氷室当世ッ！」

　議論は平行線だった。当然だ。氷室とミコ。二人の言い分は、どちらも正しい。間違いなどどこにもないのだ。

（だが……）

　タケトは奥おく歯ばを噛み締めた。だが、だ。

（……なんだ、この憤いきどおりは）

　腹の底から湧わき上がるような衝しよう動どうは。一体、なんだというのか。ゆっくりと手が、眼鏡に伸びかけた。しかしそれより前に、氷室の言葉に動きを止める。

「……君は少しも変わっていないな、天音君。どうやら郡君の説得は失敗に終わったようだ」

「なに……？」

　怪け訝げんな顔で、ミコは尋ねる。

「どういうことだ？　タケトくん」

「気付いていなかったのか」

　氷室は、そこでタケトに視線を移した。

「彼は、私に【生徒会】へ入りたいと希望したのだ。そして私は、ある条件を出した。それが、天音ミコ……君に活動をやめさせるよう、説得することだ」

「……では、彼は」

「そうだ。郡君は元々【裏生徒会】に入るつもりなどなかった。彼は、【こちら側】なんだよ」

　わずかに、息をつく。

「……しかし、彼女を心変わりさせるというのはやはり難題だったようだな。致し方ない」

「タケトくん、本当なのか？」

　信じられない、そんな目でミコがタケトの手をとる。

「君は……私の考えに、賛同してくれたのではなかったのか？」

「……僕は」

「君には新たな条件を提示しよう。もう役目を終わってもいい。彼女から、離はなれたまえ」

　氷室の声を聞きながら、タケトはミコを見つめた。次いで、佳奈にも視線を移す。

「……郡さん」

　縋るようなその瞳は、自分に助けを求めていた。手を伸ばし、しがみ付く様にして。

「タケト、もういいのよ」

　それまで静観していた朱音が口を開く。ゆっくりと首を振り、

「もう、演技をする必要はないの。こっちに、戻もどってきて」

「僕は……」

　ぎり、と拳を握った。目を閉じる。様々な考えが巡めぐった。生徒会長になる。それはタケトが【天才】として生き、目的とする場所へ辿たどり着つくための第一歩だった。（……しかし）

　ふと、ある想いが浮かぶ。それは、自分が初めて抱いた決意。これまでもち続けてきた矜きよう持じ。

（思い出だせ……郡武人。お前は、何のために【天才】になった？）

　決して、忘れてはならないこと。

（僕が【天才】で在り続けるのは……一体、誰だれの為ためだ）

　それが、タケトの心を揺り動うごかした。

（……退くな。媚こびるな。臆おくするな）

　タケトは、心の中でそう唱える。そしてゆっくりと、

（今、抗え……！）

　その手で、眼鏡を掴んだ。

「……分かりました」

　──実を言えばタケトの視力は、全く悪くない。裸ら眼がんでも十分に見える。つまり今つけているのは、伊だ達てなのである。

　それは、本来の己を押さえ付ける拘こう束そく具のような役割を持っていた。タケトは眼鏡をすることで、どんな状じよう況きようでも冷静になれるよう無意識に心がけているのだ。だからそれを取り、

「……よく分かりましたよ、氷室会長」

　そして、投げ捨てた瞬しゆん間かんに──タケトは、本当の自分を剥むき出しにする。

「あなたがどんな人間であるか、完全に理解した」

　つまり、

「……どういうことだ？」

「簡単な話ですよ」

　熱しやすく、攻こう撃げき的てきな性格を。

「──あなたが、僕が進む道には殊こと更さらに必要のない人間だということだ」

「……なに？」

「タケト……！　あなた、何言ってるの!?」

「強い者だけを受け入れ、弱い者を切り捨てる。なるほど、それは正しいやり方だ。しかしそんな選せん択たく、何十年、いや、何百年前から繰くり返されてきた？　長い歴史の中で数多くの支配者・統治者・独裁者が存在した。だが彼らは、皆判を押したかのように同じことばかり口にする。即すなわち惰弱は死だ。意思無き者は去れ。獅し子しの子を千せん尋じんの谷に落とせ！」

　何の躊躇いもなく、その指を真っ直ぐと氷室に突つきつける。

「だが、はっきり言って飽あき飽きなんですよ、そんな当たり前の考えは！」

　そのまま、手で氷室の執しつ務む机づくえを強く叩いた。

「当たり前過ぎる選択をとり、当たり前すぎる結果を受け入れ、それが現実なんだと嘯うそぶけというのか？　ふざけるな！　だったらなにも変わらない。今までもこれから先も、なんら変わらず上原さんのような人間は苦しみ続けろというのか！　僕は認めない。たとえ世界中の人間があなたを完璧であると賞賛したとしても、僕は躊躇ためらいなく唾つばを吐き捨すてる！」

「……貴方あなたは！」

　鈴すず鳴なりが響いた。刹せつ那な、静香の抜き払はらった刃やいばがタケトの眼前へ突きつけられる。

「たかが一生徒風情ふぜいが、会長になんという口の利き方ですか！　この場で粛しゆく清せいされても文句は言えませんよ！」

「ほざけ！　会長の狗いぬが！」

「……っ！」

　刃を手で掴み、それを強ごう引いんに下へ向けた。尚なおも言いい募つのる。

「積み上げられてきた常識に抗うことも出来ず、ただ連綿と受うけ継がれてきただけの考えを、世界の理だとして受け入れるだけ。あえてはっきりと言おう、氷室当世！」

　襟えり首くびを掴み、自らの下に引き寄せて。タケトは大きく叫さけんだ。

「あなたは、ただのつまらない──【凡人】でしかない！」

　手を離して拳を握り、酷こく薄はくな口調で語る。

「……【天才】である僕は、そんな人間に興味はない。そんな奴の下で、働く意味も見つけられない」

　そしてタケトは、一いつ切さいの逡巡も無くその場で断言した。

「故に今を以もつて……僕は、完全に【生徒会】と決別する！」

「た、タケトっ！　あなた、なにを！」

「…………」

　だが、そこまで罵ば倒とうされて尚、氷室の顔色は変わらなかった。ただ無表情のまま、口を開く。

「……好きにするといい。とにかく、上原佳奈の退学処分は撤てつ回かいしない。彼女が自分で自分の才能を無駄にする人間である限りは」

「……ならばあなたに提案する」

　タケトは、佳奈の肩に手を置いて言った。

「仮に僕たちによって彼女の才能がこの学園に居る生徒達たちに評価されれば、あなたは己の判断が誤りであったことを認め、上原佳奈の復帰を取り計らって頂けますか？」

「ふむ……」

　しばらくの間があった。

　だが、やがて氷室は深く頷く。

「いいだろう。確かにそうなれば、彼女はこの千陣学園に必要とされる人間ということになるからな」

「言は取りました。もう言い逃のがれは出来ませんよ」

「私とて別に彼女を退学にしたいわけではない。そうしなければそれで、問題はないからな」

「……分かりました。それでは」

　深々と、頭を下げる。そして、タケトは踵を返した。

「天音会長、上原さん、帰りましょう。やることは山ほどあります」

「……ん？　あ、ああ。そうだな。分かった」

「は、はい」

　あまりの勢いに圧あつ倒とうされていたのだろう。ミコは眼鏡を拾い上げると、慌てて佳奈と共にタケトを追いかけてきた。

「郡君」

　そこに、氷室から声がかかる。足を止めて答えた。

「……なんでしょう」

「君は馬ば鹿かではない。ならば自分のやっていることをよく理解しているはずだ」

　背中越ごしに、冷れい徹てつな言葉が降りかかる。

「この学園の生徒はおよそ十数万人……そして私は彼らを一手に治める人間だ。それに逆らうということは、即ち学園全てを敵に回すということに繋つながる」

「ええ、分かっています」

「ならば訊きかせてもらおう。そこまでして、君は何を貫つらぬく？　何な故ぜ……そうまでして、無理に生きるのだ？」

「……」

　空白は、ほんのわずか。

　タケトは言った。

「譲ゆずれぬ、僕の【正義】のためです」

「……【正義】か」

　少しだけ。

　初めて、氷室は笑った。

「真顔で口にする言葉ではないな」

「ええ」

　だがあくまでもタケトは、真っ正直に言い放つ。

「──ですが、酔すい狂きようで口にしていい言葉でもない」

　そして道を違えるようにして、氷室に背中を向けたまま再び歩き始めた。



「……会長」

「うん？　どうした」

　生徒会室を出てしばらく。タケトはミコに向かって頭を垂れた。

「申し訳ありません。会長を騙だましていました」

「……うん」

　頷いて、彼女は腕を組む。

「そのことに関しては非常に残念だ」

「……はい」

「だが、もういいんだ」

　微笑みかけてタケトの手をとり。

「君は戻ってきてくれた。もう、それで十分だ」

「ありがとうございます」

　そう言って、タケトもまた笑った。

「で、でもあんなことを言ってよかったんですか？　郡さん、【生徒会】に入りたかったんじゃ……」

「いいんだ」

　佳奈の質問に、きっぱりと断言する。

「あの瞬間、会長と氷室、どちらにつくのが自分にとって真に正しい選択なのか、それが分かったからな」

「……そうか」

　その言葉に、ミコは頷いた。

「しかし、眼鏡を外した途端に男らしくなったのには驚おどろいたぞ」

「あれは……すみません。思い切りをつける時にやるんです」

「最初から外しておくわけにはいかないのか？」

「いえ、そうすると僕の場合、冷静な判断が出来ずその……」

　苦く笑しようして、タケトは眼鏡を押し上げた。

「万ばん事じが勢いだけの行動になってしまうもので。色々弊へい害がいがあるのですよ。だから、なるべくは外さぬままの自分で居たいんです」

「なるほど。ファイナルファンタジーで言うところのバーサクだな！」

「……なんですかそれ？」

「なっ!?」

　ミコが、未開の地で人食い族に遭あった時かのような顔をした。

「ゆ、有名なゲームだぞ。知らないのか？　本当にキミは十代か？　長い間肉体を冷れい凍とう保存されていたとかそういう背景があるのか？」

「そんな複雑かつ興味深い過去をもった覚えはありませんが……」

　相当動どう揺ようしている彼女にきょとんとしていたその時、

「タケト！」

　背後からの声にタケトは振り返った。

　朱音が息を切らし、必死で追いかけてくる。

「アカネ……」

「もう……ばかっ！」

　大声で罵ののしって、彼女は食ってかかった。

「どうしてあんなことを言うのよ！　あのまま氷室会長の言う通りにしていれば、あなたならきっと【生徒会】に入れたのよ!?」

「……確かにそうだな」

　微かに、タケトは笑う。

「こればかりはお前に馬鹿と言われても仕方ない。我ながら無む茶ちやをやったと思っているよ」

「今からでも遅くないわ。戻りましょう。わたしから口を利いてあげるから」

「……すまないが、それはできない」

　強い意志で、首を振った。

「どうして……！　あなたの目指す目標には、必要なことなんでしょう!?」

「ああ、そうだ」

　頷き、しかしタケトは言う。

「だが、己を曲げてまでそうすることは、何かが違うと思った。お前には済まないと思っている」

「……そんな」

　俯き、朱音は唇くちびるを噛かみ締めた。

「わ、わたしは、やっとあなたと一いつ緒しよの学校で、同じ役目につけると思って……それで……」

「……朱音」

「待ってたのよ。あなたがこの学園に来るのを。だってあなたは、いつも頑張っていて、一いつ生しよう懸けん命めいで……！　そんなあなただから、わたしは！」

















「なにを言っても無駄だ、室むろ伏ふし朱音」

　そんな彼女の言葉を遮さえぎったのは、ミコだった。

「な、なによ！　あなたには関係……！」

「タケトくんはもう、決めたんだ。私と共にこの学園を変えると。キミがいくら言おうがそれは変わらない。決死の覚かく悟ごでそう、氷室の前で宣言したのだからな」

「…………」

「……すまん、アカネ」

　顔を逸そらして、朱音は呟つぶやいた。

「……謝あやまらないでよ、ばか」

　そして、キッとタケトを睨み付つける。

「わたし、認めないからね。必ずあなたをこっちに引っ張ってみせる。よりにもよって、天音ミコなんかの傍に居るなんて……！」

「なんだ、嫉妬か」

「っ！　なっ──なによ、それは！　違うわよ！」

　顔を真っ赤にして反論する朱音に微笑みながら、ミコはタケトの腕を掴む。

「はっはっは、それでタケトくんと一緒に働こうと思っていたわけだな。しかし諦めたまえ。彼はもう、私のものだ」

「も、ものって！　タケトは人間なのよ！　失礼じゃない！　そんな奴にタケトと一緒に居る権利なんて！」

「だが私はもう、彼にゾッコンだ」

「ゾッコ……！」

　絶句する朱音。そんな彼女を尻しり目めに、ミコはタケトへしゃがむよう指示をした。幼おさな馴な染じみの反応に首をかしげながらもタケトが体勢を低くすると、

「パイルダーオーンッ！」

　ミコは不思議な掛かけ声ごえと共に、跳とび上がって肩かた車ぐるました。その上で腕を組む。

「この通り、私と彼はもう、互たがいに繋がり合った仲なのだ！」

「大声で多大な誤解を生まないでもらえますか」

「なっ──こ……この女……！」

　歯は噛がみして、朱音はその場で地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「お、降りなさい！　生徒会・会計として命じます！　今すぐタケトから降りなさい！」

「やーだよー、ぷっぷくぷー」

　謎なぞの語ご尾びが更なる苛いら立だちを誘さそいそうに思える。

「お、降りなさい！　降りなさ……お、降りてよぉ！」

　普段の威い厳げんはどこへいったのか、朱音は涙なみだ目になって訴うつたえた。

「わ、わたしだってそんなこと、してもらったことないのに……！」

「これは私だけに許された特権なのだ。悪かったな、総部長！」

「た、タケト！　わたしにもそれ、しなさい！」

「出来るわけないだろう」

　ミコがこの体だから出来る芸当なのだ、という意味だったのだが、朱音はその発言でますます沸ふつ騰とうしたように赤くなった。

「う、うー……！」

　歯噛みし、彼女はそのまま、背中に手を伸ばした。

「ま、待てアカネ。事あるごとにそうやって銃じゆう器きを持ち出すな！」

「Fuck'n　fool　the　Bad!（黙れクソ豚野郎！）」

　次の瞬間、朱音の向けたショットガンが火を噴ふいていた。

「おわっ！」

「きゃあっ！」

　咄とつ嗟さに、ミコと佳奈をかばうように抱きとめて伏せる。それがますます気に障さわったらしい。

「た、タケトの、ばかぁ──っ！」

　そのまま、朱音は得物を連射し始めた。

「はっはっは、まるで戦場だな」

「当事者が朗ほがらかに笑わないで下さいよぅ！」

　佳奈が頭を抱かかえて逃にげ惑まどうのに、ミコは遠い目をして言う。

「戦争とは、かくも意識せぬまま始まりを告げるものなのだよ……」

「思いっきり意図的ですッ！」

　叫んで、タケトは佳奈の手を引いて駆かけ出した。

「さあ行くぞタケトくん！　いざ、十万億度の彼方かなたへ！」

「それが死の世界だとご存知ですか!?」

　銃じゆう弾だんを掻かい潜くぐり、三人は走り続ける。まるで、

「まるで【生徒会】という名の束そく縛ばくから逃れ、自由を求めるかのように……なんてな」

「会長が余よ裕ゆう過ぎて、段々腹立ってきましたッ！」

　そう声を張り上げるタケトに、佳奈が言う。

「こ、郡さん、おモテになるんですね……」

「ん？　なにがだ？」

　きょとんとした顔を見て、彼女は苦笑した。

「……これはお二人とも、先が大変そうです」










　　　第四章　活動開始／ＡＮＫＡの拡大





　千せん陣じん学園では毎日、昼休みに【放送部】が生徒たちのために音楽を流している。

　それらは大体の場合クラシック、あるいは流行のＪ‐ＰＯＰ等だが、たまにリクエスト箱に投票された歌をかけることもあった。

　いずれにしろそれらは彼らがよく耳にするフレーズや、既に何度も聞いて飽きのきている曲だ。皆それほど注目もしていないし、時には友達同士の会話を遮るとして邪じや魔ま扱あつかいされることさえあった。

　だが最近、その事情が変わりつつある。

　きっかけは一週間ほど前にスピーカーから流れてきた一つの歌だった。メロディライン自体は童どう謡ようや、それこそ教科書に載のっていそうなほどメジャーで昔からある曲ばかりなのだが、歌い手がまるで段だん違ちがいに上手いのである。

　原曲の雰ふん囲い気きをそのままにアレンジを加え、かつ、その独特で耳心ごこ地ちいい声が奇き妙みようなほど聞く者を惹ひきつけた。

　その声は曲を変え、一日に一度だけ放送される。そしてそのいずれもが、元を超こえるクオリティを保ちながら続けられているのである。

　だがその謎の歌い手の情報は、市場では決して出回ってはいなかった。それどころかテレビやラジオ、インターネットでさえ噂うわさ一つ聞かない。やがて、どうやら千陣学園の生徒しか知らぬようだと彼らの間で次し第だいに話題になり始めた。

　しばらくすると放送部に問い合わせがあるようになり、歌い手の正体を教えて欲しいと願い出る者達が現れた。そして、それらは日が経たつごとに、何人、何十人、何百、何千と増え続けるようになる。

　だがいずれの質問にも部員は一切答えず、ただ日に一度だけ流すに止とどめた。

　千陣学園には、生徒だけがアクセス可能なローカルネットワークにて公開されているＨＰがある。やがて曲を録音したデータがそこでダウンロード可能となると、一日で数万ヒットを記録するようになった。

　ゆっくりと、しかし着実に、謎の歌い手は人気を高め始める。

　そして。



「……ここまでは、予想通りです」

　タケトはそう言って、テーブルの上に置かれたＣＤのキャリングケースを指で叩たたいた。

　氷ひ室むろへの宣言から約十日後、裏生徒会室にて郡こおり武たけ人と、天あま音ねミコ、上うえ原はら佳か奈な、そして東とう央おう院いんマイが集まっている。

「この上原さんの歌声を収録したＣＤを、会長の伝つ手てで【放送部】を通して流すことで、まずは彼かの女じよのことを生徒たちに知って貰もらうことに成功しました」

「すごい人気になっているぞ。誰かがダウンロードデータを流したのか、インターネットを通じて千陣学園の生徒以外にも話題になっている」

「まだ、信じられません……こんなことになるなんて」

　驚きを隠かくさぬ表情でそう言う佳奈に、ミコが頷いた。

「言っただろう。キミの声は素す晴ばらしい。この結果が出たのは当然だ」

「……嬉うれしいです」

　はにかみながら、佳奈は照れるように顔を伏せる。

「しかし、驚いたのは会長のコネクションですね。放送部と言えば【生徒会】の直属だ。よくも僕たちの頼たのみを聞いてくれたものです」

「なに、前に一度彼かれらの依頼を受けたことがあってな。その関係だ」

「どんな内容だったんですか？」

「思い切り激しい、テレビで流せば確実に放送禁止となる楽曲を是ぜ非ひ一度だけ生徒たちに聞かせたいというから、私が部室に忍しのび込んで勝手にやったことにして罪を被かぶった」

「……そうですか」

「彼らも色々溜たまっているのだよ。この学園に居る連中は、皆、自己主張が激しい者ばかりだからな。【生徒会】がガチガチに固めた規則に反発したがっている生徒も多い」

　椅子の塔で腕を組み、ミコは不敵に笑った。

「そこに、我々がつけ込む隙すきがあるというものだ」

「仰おつしやる通りです」

「……でも、郡さん」

　佳奈が、不思議そうに尋たずねる。

「確かに、生徒さんたちはわたしの歌を好きになって下さいましたが……これでその、退学処分がどうにかなるのでしょうか？」

「ならないと思う」

「ええ!?」

「これだけではまだ足りないんだ。爆ばく発はつ力りよくに欠ける」

　意味ありげにそう呟いたタケトに、ミコが言った。

「……まだ、なにか考えがあるようだな？」

「勿もち論ろんです。僕ぼくを誰だと思っているのですか？」

「甜てん菜さいだろう」

「それはアカザ科フダンソウ属の植物です。サトウダイコンとも呼ばれますが、大根とは別種として扱あつかわれます」

「思わぬ真面目まじめな返しをされてしまった……」

　どよめくミコと佳奈へやや得意げな顔で眼鏡を押し上げ、タケトは言った。

「作戦としては正にここからが本番です」

「どうするつもりなんだ？」

「上原さん」

「は、はい」

　緊張するように、佳奈は姿勢を正す。

「あなたに必要なのは、自分が歌い手として誰かに認められている、即ち歌う価値のある人間だと思いこめるほどの自信だ」

「……はい」

　本当はまだ、一番重要な部分が残っているのだが、それは自分やミコがどうにかできる問題でもない。

（……それを踏まえた上で、だ）

　タケトは、深く頷いた。

「これから昼休みに放送していた曲の主を、謎の歌手【ＡＮＫＡ】と呼ばれる千陣学園の生徒であるとして、ローカルネット上へ噂という形で流す」

「ＡＮＫＡ……」

「そっちを担当してもらうのは、ここにいる東央院マイになる。まだ幼いが、彼女の情報を扱う術は既に一流だ。やってくれるか？　マイ」

「……いいよ」

　先ほどから会話に参加せず、モバイルパソコンをいじくっていたマイがぽつりと答えた。

「報ほう酬しゆうは、もらうけど」

「……今度はなんのお菓か子しが欲しいんだ？」

　ぽりぽりと、かりんとうを食べながら彼女は言う。

「お菓子はいらない」

「……なに？」

「サインください」

　パソコンをもったまま立ち上がると、そのまま歩み寄り、マイは佳奈に向かってもう一度口を開く。

「サインをください」

「……わたし？」

　膝ひざを折って視線を合わせ、佳奈が首を傾かしげる。

「わたしのサイン？」

　無言で、マイは頷いた。

「……一耳聞いたその日から、恋こいの花はな咲さく時もある」

「ふぇ？」

　きょとんとする佳奈へ、ミコは言った。

「キミの歌を聞いて、ファンになったらしい」

「え？　わ、わたしのファン？」

「いえす、まい、まむ」

　手を差し出して、マイはじっと見つめる。

「……よろしければ」

「あ……あ、あの、ありがとう」

　両手で包つつみ込むように握り返して、佳奈は微笑んだ。

「ありがとう。そんなこと直に言ってもらえたの、初めて……」

「入学前に賞を幾いくつかとっていたと聞いたが？」

　タケトの問いかけに、彼女は苦笑する。

「審しん査さ員いんの方の言うことは難しくてよく分かりませんでしたし、テレビの方とかもわたしというよりは、なんていうかその、話題性の方で褒ほめて下さったので……」

「……なるほど」

「直接キミのファンに会ったことはなかったのか？」

「お母さんが、あまり外を出歩かせてくれなかったんです。あなたは歌だけ歌っていればいいんだからって……それで。レッスンが多くて、学校にもほとんど行けませんでしたし」

　タケトは腕を組み、考え込むように指で額を押さえた。

（そうか。彼女は千陣学園で初めて、ダイレクトに外の人間と触ふれたわけか……。それでそんな目に遭えば、生来の性格が作用して現状のようになってしまうのも無理はない）

　これは益ます々ます、自分の立てた作戦にかかっているようだと気を引ひき締しめる。

　タケトは、「ここに、ください」とパソコンを指差したマイの言葉に従って、サインを書いている佳奈に言った。

「仕込みをした上でしばらくの後、あなたが退学処分を受ける少し前に、ある計画を実行に移す。これが成功すれば、恐らく氷室は上原さん、あなたの才能を認めざるを得なくなるはずだ」

「……ある計画、ですか？」

「別に難しいことはない。ただ、舞ぶ台たいで歌ってもらうだけだ」

　佳奈は、目をぱちくりとさせてから、確かめるように尋ねる。

「……舞台で？」

「分かりにくいから、ライブと置おき換かえてもらってもいい」

「え、ええ!?」

「ライブ？　【生徒会】の許可など下りないと思うが？」

「安心して下さい。その辺りに抜ぬかりはありません」

　タケトは椅子の下から、とてつもなく分厚い本を取り出した。とても片手ではもてず、両手で抱え込むようにしてテーブルの上に乗せる。どすん、という鈍にぶい音と共に机が軋きしんだ。

「これは……千陣学園の【校則集】ではないか」

　ミコが椅子の塔とうから飛び降りると近づいて、ページをぺらぺらとめくりながら首を傾げる。

「どうするつもりなんだ？」

「この学校は現状、【才能ある人間をあらゆる全すべてに於いて優先する】という理念があり、それ故に特とく殊しゆな環かん境きように置かれています。だから独自の決まりごとも多い」

　ゆっくり立ち上がると、机に手を置いてタケトは言った。

「そして、それらは全て【生徒会】が定めてきた。つまりは奴やつらの用意した法則です。今回は──そこを、突きます」

　口の両端を、わずかに上げながら。

「やりましょう。半ば賭かけの部分はありますが……それだけの価値がある勝負です」

　そんなタケトに、その場に居た全員は真しん剣けんな面おも持もちで頷いた。

「そろそろティータイム、すなわちおかし時間では？」

　一人だけ、まったく空気を読んでいない人間を除いて。



「失礼します！」

　高らかに声を張り上げて、室むろ伏ふし朱あか音ねは【生徒会室】へと入室した。

「どうしました？　朱音。【執しつ行こう部ぶ】の定時報告はまだですよ」

　千ち早はや静せい香かが尋ねると、彼女は頷いた。

「少し、会長のお耳に入れさせて頂きたい情報がありまして」

「……なにかな？」

「宜よろしいですか？」

　氷室が頷くのに、朱音は歩み寄る。そして、一枚の紙を取り出して執務机に置いた。

「これをご覧下さい」

「……これは」

　静香がそこに書かれた内容を見て、目をしばたたかせる。

「ＡＮＫＡ……シークレットライブ？」

「このＡＮＫＡとは、最近千陣学園のローカルネット内で話題になっている歌手のことか」

　氷室の呟きに、朱音は首しゆ肯こうした。

「少し前から昼休みの放送に、こちらの把は握あくしていない曲が流れていたのはご存知ですか？」

「ああ、そうだな。その歌い手がＡＮＫＡと呼ばれる者だそうだが」

「その通りです。その旨むねについて放送部に問い合わせたのですが、彼らもリクエスト箱にＣＤが入れられていたからかけただけであると」

「それで？」

「はい。そしてつい最近、生徒達の間で密ひそかにこのようなビラが撒まかれていたようです。わたしの部下が偶ぐう然ぜん発見して取り上げましたところ、そのＡＮＫＡという歌手が○月×日の夕方五時から、高等部の校舎裏庭にてライブを行うと」

「そのようなものを許可した覚えは、【生徒会】にはありませんよ」

「その通りです」

　朱音は後ろ手を組んで、顎あごを引く。

「私が思うに恐らくこのＡＮＫＡという歌手……上原佳奈のことではないかと」

「……ほう」

「彼女の歌声が昼休みの放送で流れ始め、同時にＡＮＫＡとしての噂が話題になったのは、全てタケトと天音ミコが我々【生徒会】に宣戦布告してすぐのことです。天音ミコはあの情報処理科の東央院マイと関係していますから、情報操作はお手の物でしょう。探さぐったところ、最初にネット上で謎の歌手がＡＮＫＡであると言ったのはほぼ同時、三人の人間でした。これは彼女が複数のＩＤを使って記事を自作自演したに間違いはないかと」

「情報屋か……なるほど。あからさまと言えばあからさまだな」

　ビラを手にとり、氷室はそれを眺ながめた。

「しかし、シークレットライブか……」

「彼らは上原佳奈に自信を取とり戻させ、同時に生徒達への認にん知ち度どを高めることにより、彼女の才能を学内世論的に盛り上げようとしているのではないでしょうか？」

「大方、そんなところだろう。その結果として上原佳奈の退学処分を取り消してもらうつもりか。だが、それにしてはいささかに考えが浅はかだな」

「……会長の言う通りです。いくらシークレットと言えど、このように分かりやすい形で生徒達の間に出回っていてはいずれバレるのは明白でしょう」

　静香が考えるように間を置いてから、口を開いた。

「しかし私は、郡武人がそれほど愚おろかであるように思えません」

「ほう。お前が人を褒めるのは珍めずらしいことだな」

　氷室の言葉に、彼女はわずか頬ほおを染めた。

「……誤解なさらずに、会長。私が心より尊敬致いたしておりますのは、会長ただお一人だけですので」

「それは分かっている」

　特に何を思うこともなく肯こう定ていするのに、静香はいささか不満そうな顔で言った。

「……とにかく、郡武人という生徒から考えるにこのまま何事もなくライブが行えるとは思っていないでしょう」

「もちろんそうです。あいつは昔から、二手も三手も他人の考えを読んで先を行く。だからいつも勝負事では勝ったことがないんです」

　唇を噛んで、朱音は続ける。

「……他に真意があるか。いいだろう。──神楽かぐらを使うか？」

　氷室の言葉に、すっと影かげが降りる。伊い佐さ奈な神楽は音もなくその場に立つと、朱音を見つめた。

「いえ。今回は【諜ちよう報ほう部ぶ】の力を借りるまでもありません。既すでに手は打ってあります」

「……どういうことです？」

　静香が尋ねると、朱音は頷く。

「部下へ命令し、徹てつ底てい的てきにあらゆる場所の情報を秘ひ密みつ裏りに探らせたのです。その結果、シークレットライブへの参加を希望しチケットを求めた生徒たちにのみ、メールで【本当のライブ開かい催さい時間】を書いたものが送りつけられていました。それによると、開始は本来のものより一時間ほど早い」

「本当の開催時間？」

「つまり、ビラに書かれたものはブラフであるということか」

「はい。我々が騙されれば、その前にライブを終えられると踏んだのでしょう。いかにもタケトがやりそうなことです」

「……なるほど」

　静香は頷いた。

「姑こ息そくですが効果的ではあります。それで朱音、どうするつもりなのですか？」

「もちろん、その前に捕とらえます。無許可で大おお掛がかりなイベントを行うのは校則で禁止されていますから、ライブ真っ最中に踏み込んでタケトや天音ミコを含めその場に居る全員を拘束します」

　朱音は敬礼し、踵かかとを鳴らして揃そろえた。

「会長。今回は私に全て任せて頂けませんか。幼馴染であろうと、【生徒会】に反はん抗こうする輩やからは許しておけません。天音ミコもこの辺りで押さえておかなければ、ますます調子に乗るかと」

「……ふむ」

　なにかを考えるように、氷室は視線を逸らす。しばらくの間、沈ちん黙もくが漂った。しかし、

「いいだろう。そこまで考えているのであれば君に任せる」

「ありがとうございます！」

　深々と、頭を下げる。そして、彼女は再び敬礼した。

「早さつ速そく、部下たちに集合をかけて作戦を立てるつもりです。それでは、失礼致します！」

「うむ」

　頷くと、朱音は踵きびすを返し、意い気き揚よう々ようと立ち去っていった。しばらく経って後、静香が心配げに呟く。

「……あの子で大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「彼女は優ゆう秀しゆうだよ。だから【生徒会】に採用したのだ。しかし、問題がないわけではないな」

「と、言いますと？」

「彼女は恐おそらく、今回の事件を通して郡武人をこちら側に引き込むつもりだろう」

　静香はわずかに口を開け、そして尋ねる。

「……それはつまり、朱音が私情で動いていると？」

「全てがそうであるとは言わない。あっても、たかだか一分。だがその一分が、彼女に冷静さを失わせる可能性もある」

「大丈夫であるとは思うのですが……」

「もちろん私もそう思っている。彼女の考えに問題は見当たらない。だが」

「……なにか？」

　氷室はそこで、息をついた。考え過ぎであるというように首を振って。

「……いや、なんでもない」

　そして、組んだ手で視線を隠し、一人思った。

（もしあの男が、【あれ】を利用するつもりであるなら……少し、厄やつ介かいかもしれないな）



「ライブを開催するのであれば、メンバーが必要だな」

　タケトの話を聞いた後、ミコはそう言った。

「私にいい知り合いがいる。紹しよう介かいしよう」

　その言葉に導かれて連れてこられたのは、【裏生徒会室】と同様に古びた小さな、薄うす汚ぎたない地下にある部屋だった。

　ミコが扉とびらをノックすると、しばらくしてから問いかけがある。

「……音楽とは？」

「そんな定義には、嵌はまらないものだ！」

　その答えに、ゆっくりと扉は開いた。

「よぉ、ミコ。久しぶりだな」

　顔を出したのは、快活そうな少女だった。つんつんとした頭をしていて、目元には星型のタトゥーがある。既き製せいの制服を改造し、ロッカー調にしていた。

「見ない顔が三つくらいあるが、誰だ？」

「紹介しよう、まず初めに、私の下に居るのが愛いとしいパートナー郡武人くんだ」

「……どうも」

「ああ、あんたがミコの相棒か。……なんで肩車？」

「もう何度目の質問か分からないが、あえて訊かないでもらいたいと答えておこう！」

　少女は怪訝そうな顔をしながらも、タケトをじろじろと見て、

「……なんか普通そうだな。【裏生徒会】にメンバーが加わったって聞いて、どんなイカれた野や郎ろうかと思ってたぜ」

「見くびるな。これで中々、タケトくんは狂くるっているのだぞ」

「どんなフォローの仕方ですか」

　彼女は楽しそうに笑い、「で、そっちは？」と尋ねる。

「こっちが依い頼らい者しやの上原佳奈、そして後ろにいるのが……」

「……お前はどうしてついてきているんだ？」

　タケトが、怪訝そうに訊く。その問いかけに、佳奈の後ろにくっついていたマイは答えた。

「……ファンだから」

「なんか、懐なつかれちゃったみたいで……」

　照れくさそうに、佳奈は頭を掻いた。

「おかしください」

「はい、どうぞ」

　渡わたされたクランキーチョコを、マイはもぐもぐと食べ始める。

「あんまり食べると虫歯になっちゃいますよ」

「だいじょうぶ。無敵だから」

「歯は磨みがきしてくださいね」

「がってんしょうち」

　頷いて、マイは菓子を貪むさぼり続ける。

（……餌え付づけされていないか？）

　なんとなくそう思ったタケトだったが、あえてそれ以上はつっこむのを避さけた。

「……なんか変な奴だな」

「あ、ああ。ええと、こっちのは東央院マイ。まあ、彼女も宜しく頼む」

「おう。あたしは花か梨りん。詩うた失お花梨だ」

　花梨は言って、手に持っていたギターを掲かかげた。

「一応、この学校じゃ音楽科に属ぞくしてる。学年は一年だからあんたらと一緒だな」

「ほう、楽器を扱えるのか」

「彼女も上原くんと同じ、【能力推すい薦せん】で受かった生徒だぞ」

　タケトは花梨の胸にある名札を見て目をしばたたかせ、何の考えもなくその言葉を口にする。

「それほどの才能があるのに苗みよう字じが【詩を失う】と書くのか。皮肉な話だな」

「……あぁ？」

　途と端たん、花梨の顔色が変わった。額に血管を浮うかばせ、ギターをその肩かたに担かつぐ。

「ああ、言い忘れていたがタケトくん」

「……なんでしょう」

　ミコが飛び降りて避ひ難なんしたのでなんとなく嫌いやな予感を覚え、タケトはじりじりと後ずさる。

「花梨は自分の苗字が嫌きらいでな。指し摘てきされるとスーパーサイヤ人のごとくキレるぞ」

「……そういうのは、今度からもう数秒早く言って頂けると助かります」

「てめえ、このドブ眼鏡がぁ！　もっぺん言ってみやがれ！」

「ドブ眼鏡って具体的に状況が思おもい浮かばないのだが！　ちょっと待て！　ギターを振ふり上げるな！」

　慌あわてたように手で制すが、既に花梨はギターを高く構えていた。

「あ、あなたは音楽家だろう！」

「いいんだよ！　ロック歌手だってしょっちゅうぶっ壊こわしているだろうが！」

「あれは脳内エンドルフィンが分ぶん泌ぴつされ、一種の恍こう惚こつ状態を作り上げているだけで別に彼らも自らギターを壊したいわけでは」

「しのごの抜かすなこの眼鏡フェチがああああ！」

「性せい癖へきでつけているのではない──っ！」

　修しゆ羅らの如き勢いで襲おそいかかってきた花梨から、タケトは慌てて逃げ出した。

「花梨ちゃん、ダメですよ」

　その時、彼女の背後から間延びした声が届く。

「あれほど、見境なく血ち飛沫しぶきを上げてはダメだと言ったでしょう」

「……ちっ」

　花梨はその注意にようやく冷静さを取り戻し、面おも白しろくなさそうにギターを下ろした。

（……見境なくってことはこいつ、前科があるな）

　恐ろしい話だと思った。心から。

「天音さん、お久しぶりです」

　花梨が横に一歩退くと、別の人物が顔を見せる。こちらはふわふわとした髪かみを腰こし元もとまで伸のばした、いかにも穏おだやかそうな顔をした少女だ。おしとやかさを絵に描かいたようで、仕草もどことなくどこかの令れい嬢じようを思わせた。

「うむ、久しぶりだな。千せん李り」

　タケトの背中に再びよじ登りながら、ミコが答える。

「郡さん、上原さん、東央院さん、初めまして。花梨ちゃんと同じ音楽科に所属している、琴こと引びき千李と申します。以後、お見知りおきを」

　千李は柔やわらかく笑って、丁てい寧ねいに礼を尽つくした。

「まあ、四人とも中に入れよ。眼鏡魔ま人じん、てめえは後でぶっ倒たおす」

「どんどんとあなたの中で僕の地位が上がってきている気がするのだが……」

「気にするな。眼鏡小作人」

「いきなり下がった！　なんの革命だ!?」

　四人が中に入ると、まず目に入ったのは室内をびっしりと埋うめ尽くす譜ふ面めんの群れだった。それも既き製せい品ひんではなく手書きのようで、乱れたような音おん符ぷが並んでいる。中ちゆう途と半はん端ぱなところで終わって、大きくバッテンが書かれているものもあった。

















　そして大きく存在感を示すドラムや他の楽器たち。

「その辺に座すわってくれ。ちっと汚きたなくて悪いな」

「……これは全て、二人のどちらかが書かれたんですか？」

　佳奈が譜面の一枚を拾って問いかけると、千李が頷うなずいた。

「ええ。そこにあるのは全て、花梨ちゃんが書いたものです」

「本当ですか？　すごいですね……これだけの数」

「ここにあるのは一部ですよ。彼女は、小さい頃ころから数えて五千を超える曲を作っていますから」

「五千!?……それは恐ろしいな」

　心底から驚いて、タケトが問うた。

「よくそんなことが出来たな」

「別に大したことじゃねえよ。あたしは生まれた頃から耳が良くてな。一度聞いたメロディは絶対に忘れねえんだ。それをアレンジしたりしてる内に、そんなことになっただけ」

「彼女と千李は二人で組んで音楽活動をしていてな。たまに学園のあちこちでミニライブを開催している」

「ライブって……でも、確か生徒がそういうことをするのは校則で基本的には禁止されていますよね？」

　ミコの言葉に佳奈が首を傾げると、花梨は鼻を鳴らす。

「知ったことかよ、そんなもん。あたしは好きに音楽やれるってんでこの学園に入ったんだ。それなのに氷室の野郎に変わってからいちいち許可をとれだのなんだのうるさくなったからよ、面めん倒どうくさくて隠れて自由にやってんだ」

「そのミニライブが【生徒会】へ見つかりそうになった時、私が依い頼らいを受けて度たび々たび手引きをしているんだ。彼女らとはその仲さ」

「ミコには散々世話になったからな。あたしらに出来ることならなんでもやるぜ。で、なんの用だ？」

「うむ、それなのだが……」

　ミコの台詞せりふを、タケトが引き継ついだ。

「率そつ直ちよくに言おう。○月×日に、ここにいる上原さんのシークレットライブを行う」

「……あんたがライブを？」

「は、はい」

　マイから薦すすめられた飴あめをもらっていた佳奈は、慌てたように背筋を伸ばした。

「きょ、恐きよう縮しゆくですがこの度、その、ら、ライブなんぞを……えと、はい」

「……ふぅん」

「それも数人、数十人の規模ではない。もっと多くの客を集めたものだ。既に布石は打ってある」

「へぇ、【生徒会】には？」

　タケトは、何の問題もないという風に頷いた。

「もちろん、許可はとっていない」

　その言葉に、花梨は笑った。そして、タケトの肩を叩く。

「あんた、クソ真面目な顔して結構大だい胆たんなことするじゃねえか」

「……でも、【生徒会】に許可をとっていないとすると【執行部】の皆みなさんが止めに来られると思いますよ？」

　尤もな千李の質問へ、タケトは頷く。

「その辺りの作戦は既に立ててある。あなた方はそのことを気にせず、ただ、全力で彼女のライブの為に演奏をしてもらえればそれでいい」

「……ふん、なるほど」

　ギターの弦げんを爪つま弾びき、花梨は言った。

「別にそこに関しちゃ文句はねぇけどよ。一個だけ条件があるぜ」

「条件？」

「そこの上原サンが、本当にそんだけの無茶をするだけの価値がある人間なのかってことだ」

「……っ」

　佳奈は目を見開き、そして俯うつむいた。

「ミコよぉ、あたしらは別に【生徒会】なんか恐こわくねぇ。でも、いくらあんたに貸しがあるからって無む駄だに自分の音さらす真ま似ねはしたくねぇんだ。こいつはいわば、派手な喧けん嘩かだ。だったら命を懸けるくらいの才能を、上原サンがもってねえと話になんねえぜ？」

「……そ、それは」

　わずかな躊躇ためらい。それでも佳奈が口を開こうとしたその時、マイが言った。

「だいじょうぶ」

　彼女はポケットから、バラバラとお菓子を落としながら携けい帯たい音楽プレイヤーを取り出す。そしてそれを、花梨へ渡した。

「彼女の歌は、人を感動させるに足る情報をたくさんもってる」

「……マイちゃん」

「稀き代だいの情報屋が認めたんだ。聞く価値はあると思うぞ？」

「ふぅん」

　ミコに言われて、花梨は興味深げにプレイヤーを手にした。イヤフォンを耳に入れる。そして、再生ボタンを押おした。

　わずかな、間。

　彼女は目を閉じ、全ての音を聞きき逃のがすまいとして上原佳奈の歌に没ぼつ頭とうした。

　数分が、経っただろうか。

「……ふん」

　花梨はイヤフォンを外して、それを千李へ放った。

「あ……あの、どうでしょうか？」

　佳奈の質問には答えず、彼女は無言のまま部屋の隅すみに行って胡坐を掻いた。そしてポケットからペンを取り出すと、手近にあった白紙の譜面をとる。

　そのまま、猛もう烈れつな勢いで何かを書き始めた。

「おい、なにか言ったらどうだ。ダメなのかどうなのかくらい、彼女に伝えてやってくれ」

「ああ、いけませんよ郡さん」

　それまで佳奈の歌を聞いていた千李が、やんわりと止めに入る。

「花梨ちゃんがあの【音速作曲モード】に入った以上、誰にも邪じや魔ま出来ません。あれは彼女が、最上級に集中した状態ですから」

「……それは、どういうことだ？」

　くすりと笑い、彼女は親友の背中を見つめた。

「気に入ったんですよ、上原さんのことを」

「ほ、本当ですか？」

　縋すがるように見つめた佳奈に、千李は頷く。

「ええ。彼女は自分がこれだと思った歌やメロディを聞いた時、ああなります。インスピレーションが働くんですね」

「そうなのか……」

「それに、わたくしもとてもいいと思いますよ、上原さんの声」

　微笑ほほえんで、佳奈の手をとった。

「あ、ありがとうございます」

「こちらこそ、こんないい歌い手さんと会わせて頂いて感謝しています。ずっと探していたんですよ。花梨ちゃんのギターとメロディ、そしてわたしのドラムと詞に相応ふさわしい人を」

「あなたは作詞をするのか？」

　タケトの言葉に、千李は頷く。

「琴引くんの父親は、あの有名な【レンダーズ】で歌詞を担当していた人でな」

「……【レンダーズ】ですか。それはまた」

　それは、世界的にも有名なロックグループの名だった。出す曲全てがヒットチャートに上り、その鮮せん烈れつかつ衝しよう撃げき的てきな歌詞が多くのファンを惹きつけている。

「彼女自身、幼い頃から父親に教えられて作詞をしていたそうだ。彼女の作る詩は最高だぞ」

「そうべた褒ぼめはいけませんよ、天音さん」

　それでも嬉しそうに、千李は微笑んだ。

「とりあえず、そんなわけで上原さんはわたくしたちにお任せ下さい。彼女の素晴らしい歌声を損そこなわせるような演奏は、決して致しませんので」

「分かりました。お願いします」

「よ、よろしくお願いします！」

「おかしをお願いします」

　深々と頭を下げた二人と同じに、欲望を主張したマイは、さすがにタケトによって首根っこを掴つかみあげられる羽目に遭あった。

「しかし、会長の繋つながりは凄すごいですね……」

　素す直なおに感心したタケトに、ミコは口端を上げる。

「言っただろう？　キミと出会った時に」

「え？」

「『それに、利益はこちらにも確かにあるのだ。ただの慈じ善ぜん事業ではないのだぞ』とな」

　そこで、タケトは瞠どう目もくして彼女を見た。

「どんな小さなことでも、積み重ねていけば必ず何かの結果を生む。この学園に、救わなくても良い生徒などいないのだ」

「……そうですね」

　微笑んで、頷く。改めて、ミコの考えが伝わってきた気がした。

「よし、それでは帰りましょう。やることはまだあります」

「そうだな。では、我わが家やへと舞まい戻もどるとしようか」

「……ちょっと待てお前ら」

「ん？」

　そのまま退室しようとしたタケト達たちを、乱暴に頭を掻いていた花梨が止めた。

「まさかお前ら、このまま帰れると思ってんじゃねえだろうな」

「……どういうことだ？」

「考えてみろ。ちゃんとしたライブをやろうってんなら、あたしと千李、それに上原だけじゃメンバーが足りねえんだよ。せめて後二人、ベースとキーボードが必要だ」

「そうか。ならば今から集めて」

「んな時間はねえよ。ライブまで間がねえんだぞ」

　立ち上がり、つかつかと歩くと、壁かべに立てかけてあったベースギターを引っつかんだ。

「ミコ、お前ベースな」

「なに？」

「そこの眼鏡戦士はキーボードでもやってもらおうか」

「もうそのあだ名に突っ込むのはやめにするが、本気か？　僕たちはまるきり初心者だぞ」

「教えてやるからしっかり覚えろ。大丈夫だ。なんとかならぁ」

「その根こん拠きよは？」

「根拠ってなんだ？」

「おい！　救いようがないじゃないか！」

「まあ、待て。タケトくん」

　やけに自信ありげな口調で、タケトから降りたミコは自らの体にベースを提さげた。明らかに大き過ぎて、娘むすめがお父さんの楽器を勝手に持ち出したかのように見える。

「詩失くんの言う通り、もうあまり時間がない。ならば私たちでやるしかないだろう」

「……会長」

「会長さん、ベース弾ひけるんですか？」

「ふっ、サニー・ランドレスの生まれ変わりと言われたのも昔の話だ」

「物もの凄すごくご存命なんですが」

　タケトの指摘に聞く耳ももたず、ミコはまず軽く、弦を爪弾いた。その仕草は、慣れた人間のそれにも思える。

（こいつは……もしかして本当にやれるのか？）

　何かと常識外れの人物だ。もしかすれば、もしかするのかもしれない。

　他の者もマイを除きそう思ったのか、じっと興味深げな眼まな差ざしで見守る。

　そして彼女は、その場に居る全員の注目を浴びながらゆっくりと、その指で──、

「ヒョー！　イエス、ベイビー！　ヒゥイゴー！」

　地じ獄ごくの音楽を奏かなで始めた。

『ぎゃ、ぎゃああああああああ！』

　正にそれは、灼しやく熱ねつの拷ごう問もんにも等しく身体を痛めつけた。音の暴力という言葉があるが、彼女の場合それは音の核かく兵へい器きだ。スイッチポンで世界が滅ほろぶ。お前の音で全てが終わる。

「イエエ！　ヒョー！　ディディディ、クール！」

「ど、どうして！　どうしてベースを滅め茶ちや苦く茶ちやに弾いているだけでこんな不協和音が鳴るんですかぁ!?」

「の、脳のう味み噌そを直接指でぐっちゃぐちゃにかき混ぜた上で七味ぶっかけられてるみてえなんだけど!?」

「は、吐はき気けがします……」

「……いっつすたーとおぶえんど（それは終わりの始まり）」

　マイは呟いて、一人だけプレイヤーのイヤフォンを耳に嵌めた。

「か、会長、もういいです。やめてください。やめ」

「ラララララ！　ブラボー！　ウヒャオワー！」

　おまけにその声もまた、鼓こ膜まくを引き裂さくかのようにえげつない。この世に音おん痴ちという言葉が生まれたのは、いま正にこの瞬しゆん間かんなのではないかと思うほどに酷ひどかった。

「お、おい、そこの眼鏡オタク！　あのジャイアンをなんとかしろ！」

「す、すまん。【天才】はドラえもんではないのだ……」

「そ、そんなにしたら、こ、壊れちゃいますぅ！」

　意味不明な台詞を吐いて、まず佳奈が倒れた。これは緊きん急きゆう事態であると、タケトは慌ててミコからベースを取り上げる。

「あ、なにをするんだよぅ」

「これ以上、犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいかないんですよ」

「……ミコはベースの練習、大有りだな」

　ため息をついて、花梨が腕うでを組む。

「まあ、死ぬ気でやりゃなんとかなんだろ。……で、眼鏡めがね猿ざる、あんたは大丈夫なんだろうな」

「回りまわってシンプルな悪口になると、それはそれで不ふ愉ゆ快かいだな。ともかく……まあ、やってみよう」

　タケトは言って、壁かべ際ぎわにあったキーボードへ近寄った。皆が次代の兵器覚かく醒せいを不安がるような、慎しん重ちような眼差しで視線を送る中、

「…………」

　やがて、滑なめらかな動きで鍵けん盤ばんを叩き始める。楽曲自体は単純なものだったが、その手順には一いつ切さいの無駄がなくある種機械的ですらあった。個性はないものの十分に及きゆう第だい点てんを与あたえられる腕でもって、タケトは彼かれらに応こたえる。

「……なんか、普ふ通つうだな」

「よ、よくは出来てはいますけど……」

「あらあら。なんだかお手本を見ているようで面白みがないですねぇ」

「うむ、つまらんぞ、タケトくん」

「くるまにはねられろ」

「何の問題もないのに凄い言われようの上、一名が関係のない呪のろいをかけてきたのだがこれは僕が悪いのか？」

　むっとしたように言うと、花梨が笑った。

「ま、眼鏡スターの方は問題なさそうだな。じゃあ、そんなわけで本番も宜しくたのまぁ」

「……やれやれ」

　なんだか予想以上に大変なことになったと、タケトは深くため息をついた。



　上原佳奈のシークレットライブまで、残り三日をきった。

　夜半を過ぎた千陣学園に、金かな槌づちの音が響ひびく。

　タケトとミコはここ連日、二人残ってライブのステージ作りに勤いそしんでいた。

　おまけに授業の合間を縫ぬって楽器の練習に励はげみ、その上でライブのスケジュールを確かめる為ため何度もリハーサルをしている。ほとんど徹てつ夜や続きで、それでも余裕など無きに等しかった。

「あの……本当にわたしもお手伝いしなくていいんでしょうか？」

　おずおずと問いかけた佳奈に、ペンキを塗ぬっていたミコが笑う。

「キミは本番まで体を大事にしてくれればそれでいい。怪け我がでもしてはそれこそ本ほん末まつ転てん倒とうだからな」

「会長の言う通りだ、上原さん」

　釘くぎを打ちながら、タケトが繋げた。

「僕たちはあなたから依頼を受けて今度のライブを考えた。ならばそのために苦労をするのは【裏生徒会】として当然だ。気にしなくてもいい。もう帰宅して休んだ方がいいぞ」

「そ、それは出来ません！」

　首を振って、佳奈は膝の上でぎゅっと拳こぶしを固める。

「お二人とも、すごく頑がん張ばっているんですから……せめて、ここで応おう援えんさせて下さい」

　そして、足元に置いてあった魔ま法ほう瓶びんを持ち上げる。

「あの、あったかいお茶を持ってきたんです。よかったらどうですか？」

「お、それはありがたいな」

「ええ、頂きましょう」

　汗あせを拭ぬぐって立ち上がり、タケトは佳奈に近づいて傍に座った。

「えいっ」

　ミコは、その膝の上に跳とんで乗っかる。

「……会長、普通に出来ないんですか」

「今はこれが私の普通だ」

　何な故ぜだか嬉しそうに微笑んでカップを受け取った彼女に、佳奈はくすくすと笑う。

「お二人は、とっても仲が良いんですね」

「うむ、ラブラブだからな！」

「だから誤解を生むような発言は慎つつしんで下さい」

　苦く笑しようして、タケトは手て渡わたされたカップを、礼を言ってから一口飲んだ。

「……うん、美う味まいな。クリアグリーンティーとはえらい違ちがいだ」

「なんですか？　それ」

「【裏生徒会】の名物だ。今度キミも飲んでみるといい！」

「ありがとうございます。楽しみです」

「……期待とは裏切りの前まえ振ふり、か」

　タケトの言葉に、佳奈は不思議そうな顔をする。

　そのまましばらく静かな時間が流れる。そんな時、不意にミコが言った。

「上原くん、どうかな」

「……え？」

「今度のライブ、歌えそうか？」

　佳奈は、わずかに戸と惑まどいを見せる。だがやがて、ゆっくりと頷いた。

「……ライブでは、ＡＮＫＡとして変装をしますから。誰だれもわたしを知らないって思うと、声が出る気もします」

「そうか。それはなによりだ」

「でも……やっぱり、緊きん張ちようしますよね。ダメだって思っていても、余計に」

　苦笑して、続ける。

「失敗してはいけないって、そう思えば思うほど、どんどんと不安になってきて……。恐くなってきちゃうんですよ。わたしのせいで、また誰かを傷つけてしまうんじゃないかって。それで……」

「……無理もない。だが、私たちがキミを全力でサポートする。そこだけは信じて欲ほしい。そして、頼たよりにして欲しいんだ。なんの気負いもなく、キミが全力で歌えるように」

「そう。そのための、僕たち【裏生徒会】だ。あなたはなんの心配もなく、ライブを楽しんで欲しい」

　ミコとタケトの言葉に、佳奈は微笑んだ。

「……はい」

　そして、沈黙。夜空には星が瞬またたき、か細い光を、夜の闇やみへ落としていた。

「……上原さん、考え過ぎてはならないと、言わなかったことがあるんだが」

　やがて、タケトが口を開く。

「あなたはとても大きな才能がある人だ。しかし同時に、繊せん細さいでもある。だからこそ、【恐がらない人間】を持つべきなのかもしれない」

「……恐がらない、人間？」

　タケトは佳奈に頷いて続けた。

「あなたを決して恐がらない人間。なにがあってもあなたと共に歩んでいける人間。そういう存在が、あなたには必要なんだ。才能のある人間は、時としてそれに囚われ、がんじがらめになって動けなくなることがある。……そんな時、傍に居る人から与えられるものが、前に進むきっかけになることもある」

「郡さん……」

「僕は、そんな人間があなたの前に現れることを強く祈いのっている」

「……ありがとうございます」

　彼女は爪つま先さきに視線を移して、膝を抱かかえる。

「……お二人は、とても優やさしいですね」

「うん？」

「こんな弱いわたしに、とても優しくしてくれる」

　そして、尋ねた。

「それは、本当に嬉しいことです。でも、なんだか申し訳ない気がして。ここまでしてもらう資格があるのかなって……そう考えちゃうんです」

　ミコは、少し考えるようにして、カップを持つ手に視線を落とす。

　そうしてから、口を開いた。

「私は、皆が自分の好きなことを心から楽しめる学校を作りたいと思っている」

　佳奈の方を見て、微笑みながら。

「そして、その皆の中には、キミも居るのだよ。上原くん」

「……ありがとうございます」

「僕は……」

　タケトが言った。少し、躊ちゆう躇ちよするように。

　だが首を振って、会長の肩に手を置いた。

「……少し、昔の話をしてもいいですか？」

「ほう、キミが【天才】になったきっかけかな？」

「まあ、そのようなものです」

　苦笑して、しばらく考えるような間を空ける。その後、タケトは続けた。

「……実はね。僕はこれでも、小さい頃はひどく気が弱くて、いじめられっ子だったんですよ」

「そうなのか？」

「ええ。それこそ、幼おさな馴な染じみである朱音に助けてもらわなければならないくらいにね」

　思い出す。決して忘れてはならない、あの時のことを。

「勉強も出来ず、運動神経は悪い。強い者に逆らえず、長いものには巻かれる。全くもって何ど処こにでもいる、極ごく々ごく【普通】の人間でした」

「……今とは、全然違いますね」

「変わったんですよ。ある人に出会ってから」

　それは、いつものようにタケトが同級生からいじめられていた日のことだった。一方的な暴力を受けながらもなんら抵てい抗こうが出来ず、ただ、ただ泣き続ける。どうしようもなく無力で、抗あらがう術もなく、そんな自分がひどく情けなかった。

「そんな時、ある男の子が僕を助けてくれたんです」

　自分より少し年上くらいのその少年は、突とつ然ぜん現れると共にこちらに何も言わず、いじめっ子達数人を相手に大だい乱らん闘とうをやらかし始めた。しかもボロボロではあったがそれでも全員に勝利したのである。驚おどろきながらもそんな彼にタケトが礼を言おうとすると、

「いきなり怒おこられました。『別にお前を助けたわけじゃない！』って」

「……どういうことですか？」

「彼が言うには、『オレはオレが気に入らないからあいつらをぶっ飛ばしただけで、その相手がお前だろうと大統領だろうと神様だろうと知ったことじゃない。だからお礼なんて言うな！』……と、こういうわけなんですよ」

　気に入らないとは、なにが気に入らなかったのか。そう尋ねたタケトに彼は、こう答えた。

──大人数で一人を苛いじめるなんて、誰がどう考えたってつまらん！　当たり前過ぎる！　そんな面白みもないことをニヤニヤしながらやりやがったから、頭にきたんだ！

「……なんだか、すごい言い分ですね」

「ええ、僕も最初、なにを言っているのか分かりませんでした。そして、次に彼はこう告げたんです」

──お前も同罪だ。弱いなら弱いなりに頭を使え！　勝たなくてもいいから逃げる術くらい考えろ！

　その言葉に、当時のタケトは【カチン】と来た。それはいかにも力のある人間が使うような、相手のことを何も考えない台詞のように思えたからだ。

「だから、思わず叫さけんでしまったんです」

──あんたに、なにが分かる！

　その男の子は、びっくりしたように目をしばたたかせた。

「僕は溜まっていたものを、全てその人にぶつけました。僕はどうしようもない人間で、いつもこんな目に遭っている。だから仕方ないんだ。一生このままなんだから、こんな風にして生きていくしかないんだって」

　切々としたタケトの訴うつたえを、男の子は黙だまったまま聞いていた。しかし彼は、そんな自分にただ、鼻を鳴らしただけだった。そしてこう告げたのだ。

──なあ、お前。……【天才】って、知ってるか？

「僕は意味が分からずに、首を傾げたんです。そうしたら、彼はどこか誇ほこらしげに続けました」

──エジソンやピカソ、レオナルド・ダ・ヴィンチ……あいつらは何をするにもまず、物事をぶち壊すことから始めた。常識ってもんを、当たり前だーってことを、仕方が無いのだーって弱音をな。そんで壊し続けたその結果、それまで人類が予想だにしなかった世界を作り上げたんだ

「『そいつらに比べたら、お前の言ってることなんて全部、ただの言い訳にしか思えないな。一度でもやろうとしたのかよ。たった一つでも抗ってみたのかよ。お前は本当に、立ち上がろうとしたのかよ？』……そう、言われました」

　そして男の子は、最後にこう締めくくった。

──オレはな、どんな無む茶ちやだって諦あきらめない。皆が笑って暮らせる、そんな夢みたいな世界さえ実現できる奴になる。だから、自分が気に食わないこと、納なつ得とくいかないことには全部逆らってやるんだ

「……彼の言葉には、本当に揺ゆらぎがないんです。心の底からそう思っている。確固とした信念から出たものなんですよ」

　そんな男の子としばらく付き合い、勉強を教えてもらいながら、タケトは少しずつ変わっていった。

「それからです。僕が思うなりの、彼の言う【既き存ぞんをぶち壊す】存在になりたいと思い始めたのは。彼とは違う、それでも【天才】と呼ばれる人間になりたいと」

「……そうだったんですか」

　タケトは、そこで、佳奈に微笑みかける。

「だから僕は、いくら足あ掻がいてもどうにもならないんだと諦めようとする人の気持ちがよく分かる。そして、だからこそそれを、僕が出来る全力で助けてあげたいんだ。彼は否定するだろうけど、あの時……確かに僕を救ってくれたあの人のように」

「郡さん……」

　堪こらえきれない気持ちを抑おさえるように、彼女は胸を手で掴んだ。そして、搾しぼり出だすような声で言う。

「……ありがとう、ございます」

「タケトくん」

　不意に、ミコが声を出した。

「……はい？」

「私も、知っているよ」

　タケトの腕をとり、自分を抱だき締めるようにして。

「私のよく知る人も、キミが憧あこがれているその人と、同じことを言っていた」

「……そうだったんですか」

「そしてその人を、私はとても尊敬している」

　彼女は、嬉うれしそうに笑った。

「やっぱり、私はキミと出で逢あえてよかったよ。今回のことだってそうだ。私独りでは、上原くんをここまで助けてあげられなかっただろう。キミの知ち恵えあってこそだ。感謝しているぞ」

「……それを言うなら、僕もです」

　タケトは、そっとミコの頭を撫なでた。

「僕独りであったなら、あのまま理り不ふ尽じんさを覚えながらも氷室の下についていたかもしれません。あなたがいたから、戦う覚かく悟ごが出来た。抗うだけの価値を自分の中に見つけたんです」

　微び笑しようを浮かべながら、

「会長についてきて、正解だったと思ってます」

「……うん、ありがとう。その、タケトくん？」

「なんでしょう？」

「私のこと……好きか？」

　唐とう突とつな問いかけに、タケトは目をしばたたかせる。すると、彼女は我に返ったかのようにそっぽを向いた。

「す、すまん。その、なんだ。私は、随ずい分ぶんとキミに迷めい惑わくをかけているなと思って。それで……今いま更さらだが」

「まあ、今更ですね」

　苦笑して、それでもタケトは、前を見み据すえた。

「……うん、好きですよ、会長は」

「ほ、本当か？」

「ええ。会長は常に前を見ている。過去でもなく現在でもなく未来を。そういうところが──好きです」

「っ！」

　ミコは、その言葉で一気に顔を赤くした。そして、

「そ、そうか……」

　と言うと、恥はずかしそうにタケトの胸へ顔をうずめる。そのまま彼女は、表情を隠かくすようにして笑った。

「……え、えへへ」

「なんですか、突然」

「なんでもない。うん、やっぱりキミは、私のイメージしていた通りの人だったぞ。私もキミが大好きだ、タケトくん！」

「……どうも、ありがとうございます」

　意味が分からず、首を傾げた。そんなタケトに、佳奈は呟つぶやく。

「……やっぱり郡さんって、罪作りですよね」

「どういう意味だ？」

　怪け訝げんな顔を向けるが、彼女はそっとため息をつくだけだった。



















　　　第五章　恐がりの歌姫／恐れぬ人々





　胸の鼓こ動どうが高鳴っている。

　いつも意識していないそれが、今日は殊こと更さらに自己主張するよう、どくどくと鳴り続けていた。

「……落ち着かなきゃ」

　先ほどからそればかり口にしている。繰くり返かえし、繰り返し、

「落ち着かなきゃ……落ち着かなきゃ」

　しかし不思議なことに、そう言う度冷静さを失っていった。

「落ち着いて……やらなきゃ」

　ともすれば叫び出しそうな不安感の中で、彼女はゆっくりと息を吸い込んだ。

「なーに緊張してんだよっ！」

「うげほっ！」

　まるで狙ねらい定めたかのように背中を思い切り叩かれて、彼女──上うえ原はら佳か奈なは咳せき込んだ。

「げほっ、げほっ！」

「うお!?　悪い、大丈夫か!?」

　そう言って心配げに顔を覗のぞきこんだのは、詩うた失お花か梨りんだ。これまでずっと練習をし続けてきたバンドのメンバーで、今やすっかりと打ち解けている。

「だ、大丈夫……。あの、ちょうど気を静めるために深呼吸しようと思ってたから」

「あらあら。花梨ちゃんったら意地悪ねぇ」

　琴こと引びき千せん李りが、そう言ってくすくす笑った。

「ち、ちげぇよ！　あたしはこいつを励まそうと、それで！」

「わ、分かってる。分かってるから」

　慌てる花梨に苦笑して、佳奈は頷く。

「まあ、緊張すんなってのが無理かもしれねえけどよ。あんまり堅かたくなり過ぎて失敗しちゃ元も子もねえぞ？」

「……うん」

　しかし、それでも彼女はやはり普ふ段だんの自分を保つのは無理だった。

　なにせ今から、ステージに立って大勢の客の前で歌うことになるのだから。舞ぶ台たい袖そでに居るだけで会場のざわめきがこっちまで聞こえてきて、そのまま卒そつ倒とうしそうだ。

「今からそんなにガッチガチになってどうすんだよ。これからなんだぜ？」

「……そ、そうだよね。分かってるんだけど……」

「大丈夫ですよ、佳奈さん。こうして変装しているんですから、誰もあなたが上原佳奈さんだとは思いませんから」

　その言葉に、佳奈はわずか安あん堵どの息をつく。

「……うん。それだけが救いかな」

　その場に居た三人は、それぞれがステージ衣装に身を包つつんでいる他、その顔には目元を覆おおう仮面をつけていた。わざと化け粧しようも少し濃こい目めにして、歌っているのが誰だか分からなくしている。

（もしわたしだってバレたら……多分、歌えなくなっちゃう）

　そう、今彼女は上原佳奈という生徒ではなく、千せん陣じん学園で密ひそかな人気を呼ぶ謎なぞの歌手【ＡＮＫＡ】となっているのだ。

（これでチャンスを掴むんだ……。わたしはまだ、歌うことをやめたくない）

　それに、自分を助けるために多くの人間からの協力を得ていた。バンドメンバーの詩失花梨と、琴引千李。彼女らとは練習を通じて仲間と呼べるほど絆きずなを深めていた。

「……花梨ちゃん、千李ちゃん、ありがとう」

「なんだよ、突然」

　目をしばたたかせ、首を傾かしげる二人に佳奈はそっと自分の手を握にぎりながら言う。

「わたし、二人がいなければここに立つことも出来なかった。だから……ありがとう」

「佳奈……」

「……それは違いますよ、佳奈さん」

　千李が、ゆっくりと首を振った。

「ここまでやってきたのは、全て佳奈さんの頑張る力です。わたくしたちは、それにほんの少し力ちから添ぞえをしただけ」

「そうだぜ」

　花梨が笑って、肩に手を置く。

「あたしらだって暇ひまじゃねえんだ。お前が才能あって、しかもそれを無駄にするような奴やつじゃなきゃ、ここまでやってねえって」

「……うん」

　一ヶ月ほど前。

　この学園に入ってから、自分は孤こ独どくだった。

　自分自身の才能が、クラスメイトを遠ざけていたからだ。嫉しつ妬とや羨せん望ぼうの感情が、彼女から友達となる人たちを奪うばっていく。ただ頑張っていただけ。負けたくないものがあるから、努力し続けてきただけ。それなのに誰もが上原佳奈という人間を特別扱あつかいし、まるで歌の神に選ばれた者であるかのように扱った。

　己が頑張ることで、誰かが傷ついてしまう。

　だから彼女は、次し第だいに歌うことを恐がるようになった。

　だが、この二人は違う。佳奈が上う手まくなろうとすればするほど、それに合わせて自分達もついていこうと全力で己を研けん鑽さんした。

──あたしたちにはさ、夢があるんだ

　練習の合間、休きゆう憩けいをしていた時、不意に花梨がそう言った。

──いつかバンドメンバーを集めてメジャーデビューして、世界を舞ぶ台たいに活かつ躍やくする

　何の迷いもなくはっきりと、あまりに壮そう大だいとも言える目標を堂々と。

──そんで何十年、何百年先のあたしたちと同じような奴らが聞いても感動できるような、そんな曲を歌いたい

　でも、とそこでギターを爪弾いて。

──でも、あたしたちが仲間に入れたいって思う奴が中々いなくてさ。皆、あたしが夢を語ると鼻で笑うか、信じられない目で引いちまうんだ。現実的じゃないってさ

　悲しそうに、花梨は言った。

──でもちっせえ夢しか見れないようなのが現実なら、あたしはそんなもの欲しくないな。どうせなら、最高に痺しびれるくらい、でっかいステージを目指したい

　しかし、すぐに微笑を浮かべて佳奈を見る。

──佳奈の歌を聞いた時、来たと思った。長い間求めていたものを持ってる奴が、遂ついにあたしたちの前に現れたって。だからミコの頼たのみを受けたんだ。なによりあたしたちが、あんたを手放したくないって思ったから

　そこで、千李が繋げた。

──だから、ね。佳奈さん

　真まっ直すぐと、手を差し出して。

──宜よろしければ、今回の件が全てが終わった後もわたくしたちと……メンバーで居て下さいますか？

　本当に、嬉しかった。今まで生きてきて、どんな賞を貰もらった時よりも。いくつの賞賛を浴びた時よりも。なにより、彼かの女じよたちに誘さそいを受けたことが。誰かに心から認めてもらったことが、涙なみだが出るほど嬉しかったのだ。

（……この人たちを、失いたくない。わたしのせいで、迷惑をかけたくない）

　だから、絶対にミスは許されない。そう思うと、これからステージに立つことがどうしようもなく不安になってくるのだ。

（頑張ろう。……わたしは、出来るはずだから）

　ゆっくりと、呼吸を繰り返す。

（それに、わたしを助けてくれたのは二人だけじゃない）

　マイクを握る手に力を込めて、彼女は思った。

（立ち直るきっかけをくれた、あの人たちのためにも……！）

　その時、

「準備は出来たようだ」

　背後からの声に、彼女は振り返った。

「郡こおりさん……それに、天あま音ね会長」

「今のところ、計画は順調に進んでいる。キミはなんの心配もせず、ただ全力で歌ってくれ」

「及およばずながら、僕ぼくたちも力を貸そう。会長のベースも、そこそこマシにはなりましたからね」

　ミコが、そう言ったタケトを上から睨にらみ付つけた。

「失礼だな、タケトくん。私の神がかり的な技術が更なる発展を遂とげたといって欲しい」

「……まあ、ある種あれを聞いた人は昇しよう天てん出来そうですけどね」

　苦笑するタケトに、佳奈は頭を下げる。

「お、お二人とも、本当にありがとうございます……！」

「礼は全すべてが終わってからにしよう。さあ、客が待っているぞ、上原くん」

「……はい。あの、マイさんは？」

　もう一人、自分を助けてくれた生徒のことを尋ねたが、タケトが苦笑した。

「彼女は観客として楽しみたいそうだ。最前列で待機しているぞ」

「……そうですか」

　そして、彼女は大きくため息をつく。まだ完全にリラックス出来たわけではないようだ。そんな佳奈に、タケトは言う。

「まだ最初なんだからある程度、力を抜ぬいていけばいい。まず楽しむことが先決だからな」

「そうですね……」

　手を開き、汗だらけのそれを服へ擦こすり付けた。そんな佳奈へ、花梨が肩を組む。

「よっしゃ、そろそろ行こうぜ、メインボーカル！」

「……頑張りましょう、佳奈さん」

　そう言って頭を撫でる千李に、彼女は頷いた。

「はい。……では、行きましょう！」

　そして五人は、袖そでから舞台上へと姿を現した。

　途端、凄すさまじい歓かん声せいが沸わき上あがる。主に高等部の生徒達たちが多いが、中には中等部や、初等部の姿もあった。彼らは皆、シークレットライブということで各おの々おので用意した仮面を被かぶって正体がバレぬよう変装している。

　誰もが口々に【ＡＮＫＡ】の名を叫び、場を最上級に盛り上げていた。その数は数百を超こえている。

「……すごい」

「これらは全て、キミのファンだ。【ＡＮＫＡ】」

　タケトから降りたミコが、ベースを手に声をかけた。

「キミの歌に惹ひかれ、集まってきた者たちばかりなんだ」

「……わたしのために」

「キミの声は、誰かの心を揺さぶる。幸福を呼び覚まし、興奮を沸き上がらせる」

「それは誰にでも持てるものではない。あなただけの力だ、上原さん」

　タケトがキーボードの前に立ち、元気付けるように言う。

「そうだぜ、佳奈。魅みせてやろう、こいつらに」

　花梨が、ギターの弦を指で柔らかに触さわった。

「ええ。あなたの歌声で──彼らを、ぶっ飛ばしてあげましょう」

　千李が、最後の言葉を優しく紡つむぐ。

「……はい！」

　そして、佳奈はマイクを手に叫んだ。

「こ、今回は、集まって下さってありがとうございました！　わたしが……【ＡＮＫＡ】です！」

　再度の歓声。まるで津つ波なみが起こるように怒ど涛とうの如く、声という声の漣さざなみが人々を渡って佳奈の下に届いた。

「……こういうライブをやるのは初めてで、とても緊張しています」

　足が震ふるえそうだ。それでも彼女は必死に耐たえた。懸けん命めいに演じようとする。上原佳奈ではなく、人々の間で偶ぐう像ぞう化した【ＡＮＫＡ】に成りきって。

「でも、全力で頑張ります。だから……皆さんも、聞いていて下さい！」

　振り上がる拳。何度も叫ばれる【ＡＮＫＡ】の名前。会場は、今や完全に一体と化していた。

（……大だい丈じよう夫ぶだ。歌える）

　そんな自信が、ふつふつと浮かんでくる。

（わたしは【ＡＮＫＡ】。誰もわたしのことなんて、知らない）

　完全に別の人間となって。彼女は、微笑む。

（きっと……歌える！）

　そして、佳奈は口を開いた。

「それじゃあ最初の曲──【その空の名は】！」

　だが、その瞬間。

「全員、そこから動かないでッ！」

　鋭するどい声が、野外会場を支配した。

「……え？」

　佳奈は呆ぼう然ぜんと、その光景を眺めるしかない。

　野外会場の広い庭、そこに集まるシークレットライブの参加者。

　彼らを取り囲むようにして、腕に【ＳⅢ】の腕わん章しようをつけた集団が勢ぞろいしていた。

　彼らの先頭に立つのは、白と金の制服に身を包んだ少女が一人。

「……【生徒会】に許可もなく、生徒がこのようなイベントを行うことは校則で硬かたく禁じられているわよ」

「……アカネ」

　タケトが、小さく声を出した。

「【生徒会執しつ行こう部ぶ】の総部長、室むろ伏ふし朱あか音ねの名において命令する。ここに集まっている連中は即そつ刻こくこの場から立ち去りなさい！」

　朱音が指示を出すと、部下の生徒たちが観客を半ば無理やりに散らし始めた。羽は交がい絞じめにし、手を引っ張り、追い出そうとする。

「んだよ、生徒会！」

「横暴じゃねえか！」

「あんたたちこそ出て行きなさいよ！」

　さすがにその強ごう引いんさに苛いら立だちを隠せず、観客達は口々に文句を言い始めた。それはすぐに嵐あらしのごとくまとまり、次第に帰れコールへと繋がっていく。五月蝿うるさいほどに鳴なり響くその声はしかし、

「──Fuck'n　fool　the　Bad!（黙れクソ豚野郎ども！）」

　高く撃うち放たれたショットガンの激音に、一いつ瞬しゆんで静まり返った。

「……今すぐここから立ち去らなければ、全員しょっ引くわよ」

　そして彼女は部下たちと共に観客の海を掻かき分わけ、ステージの前まで辿たどり着つく。

「随分と派手にやっているようね、【裏生徒会】」

「……ちっ」

　当然ながら、タケトとミコもまたステージ衣装と仮面をつけてはいる。だがそんなものはお見通しであるかのように、朱音が言った。

「あの程度の工作で分からないとでも思ったの？　あなたも随分と甘あまくなったものね、タケト」

　眼がん光こう鋭するどく、ミコを睨み付け。

「……あなたの思おも惑わくが、そうそう上手くいくと思ったら大おお間ま違ちがいよ。天音ミコ」

「ふん……相変わらず可愛かわいげのない女だ。そんなにタケトくんをとられたのが悔くやしかったか」

「なっ……！」

　その言葉で一瞬、冷静さを失いそうになったかに見えたが、危あやういところで朱音は元の自分を取とり戻したようだった。

「……フン、あなたたちのことはいいわ。今、問題としているのはあなたよ」

　視線を移したその瞳ひとみに、佳奈の顔が映った。

「あなたも中々いい根こん性じようしているわね。【ＡＮＫＡ】……だっけ？　よく考えたわね──上原佳奈」

「……っ！」

　息を呑のむ。（バレた……）

　自分の、正体が。

「人前で歌うことの出来ないあなたが、ステージ上で何をするつもりなの？　退学処分になった人間が、この千陣学園に居る権利はないわ。即刻ライブを中止して出て行ってもらえるかしら」

　全身から吹ふき出でた汗が、どろりと流れて行く。

（……どうしよう。どうしよう。どうしよう）

　彼女はどこまで知っているのだろうか。タケトやミコ、そして自分のことだけなのだろうか。あるいは……。

　いや、そんなことよりももっと、危うい事態なのではないだろうか。

　最悪な考えが、次々と浮かんでくる。

「……もしあなたが、このままライブを続けるような空気の読めない人間ならこちらにも考えがある。あなたはもちろん、裏生徒会、そして協力しているそこの二人も合わせて──退学にするわ」

「っ！」

「いくら正体を隠していたところで、そんなものは意味がない。わたしたち【生徒会執行部】の力を使って調べれば、すぐ分かることなのよ」

　脅おどしではない。それにしては口調が、はっきりとし過ぎている。

　恐らく朱音の言葉は本当だ。少し本気を出せば、花梨のことも、千李のことも判明してしまう。

（……だめだ）

　そんなことになってしまっては。彼女たちが退学になってしまえば。

（だめだよ……そんなの）

　花梨の元気そうな笑え顔がおが。千李の優しそうな微笑みが脳のう裏りを過ぎる。

──あたしたちにはさ、夢があるんだ

　そう語る彼女の嬉しそうな表情。

（わたしのせいで……なくなっちゃう）

　その源が、消えてしまう。

（わたしが、いるから……！）

　自分が歌うことで、花梨も、千李も、そしてタケトやミコも。

　大切な人全てが、被ひ害がいを蒙こうむってしまう。

「……ぅ……」

　佳奈は自分の喉のどを押さえた。息苦しい。物が詰つまっているかのようだ。

「……ぁ……あ」

（声が……出ない）

　またこの感覚だ。全身を締しめ付けるかのような痛み。鎖くさりでがんじがらめにされているイメージ。

（出ないよ……）

　足先から始まり、体中の震えが止まらない。

（歌えないよ……！）

　目を閉じ、奥おく歯ばを噛かみ締めた。悔しい。でも、歌えない。これ以上、迷惑をかけられない。失いたくない。

（皆、皆、好きだから……。だから……傷つけたくない……！）

　嫌いやだ。もう自分のせいで誰かが苦しむのを見るのは。二度と見たくない。それを弱さだと言われても、自分には出来ない。

（……言おう）

　そう思った。もう、十分だ。ここまでよくやってきた。

（言おう……ライブ、やめますって）

　歌うのを、やめると。

（ここで……言おう）

　仕方が無いんだ。自分はつまずいてしまったのだから。これが、当然の報むくいなのだ。自分以外の誰かを巻き込んでまで、やることではない。

（だから……）

　彼女は決心した。自分の夢を。大好きだった歌を。

（……もう、全部、諦める）

　佳奈は自らの仮面を外した。そして渇かわいた口を、開く。

「……わ、わたし」

「ん？　なにかしら？」

　どうかすれば泣き出しそうになる感情のままで、それでも懸命に彼女は叫んだ。

「わたし……歌を……！」

　──最初に響いたのは、聞き慣れたメロディだった。

　それが、彼女の言葉を遮さえぎる。

　視線を移し、佳奈は目を見開いた。

「……花梨ちゃん」

　懸命に爪つま弾びく弦げん。迸ほとばしるような情熱的な音律。聞く者を揺さぶるかのようなそのインパクト。

　同時に、背後からリズムに乗ったドラムの音が響いた。振り返ると、千李がスティックを振っている。

「千李ちゃん……」

　それに不快感を示すよう、朱音が指差した。

「そこの！　今すぐやめなさい！　ライブは中止よ！」

　だが、聞く耳を持たない。ただ真しん剣けんに、花梨はギターを弾き続ける。千李も同様、なんの問題もないとドラムを叩たたき続けた。

「やめなさいって、言ってるでしょう！　退学になりたいの!?」

　力ずくで止めようと、朱音がショットガンを突つきつける。それを見て、花梨は手を止めた。

「……そう、それでいいのよ」

　だが彼女がやったのは、朱音に従うことではない。

　仮面を手にとると、それを勢い良く剥はがしたのだ。

「……っ！　なにを!?」

　素す顔がおをさらすと、そのまま地面に叩きつける。そして、足で踏ふみつけ砕くだき割わった。

「……くだらねえんだよ」

　ぼそりと呟き、もう一度弦げんを掻き鳴らす。

「そんなに知りてえなら教えてやる。あたしは詩失花梨、千陣学園高等部・音楽科・一年の詩失花梨だバカヤロウ！」

　そして、再度演奏を開始した。

「……わたくしも、彼女に同意です」

　乾かわいた音。振り返った佳奈の目に飛び込んできたのは、同じように仮面を叩き割る千李の姿だった。

「千陣学園高等部・音楽科・一年の琴引千李です。以後、よしなに」

　そして、ドラムをその巧たくみなスティックさばきで唸うならせる。

「……二人とも」

　佳奈の指先が、マイクのスティックを握った。

　何も言わない。

　イエスとも。

　ノーとも。

　だが、彼女には確かに伝わってきた。

　花梨の怒ど声せいが。

　千李の訴えが。

　つまらないことを、気にするなと。

　何も考えず、ただ歌えばいいと。

　──お前は、それでいいのだと。

「わ……わたし」

　視界が滲にじむ。唇くちびるを強く噛んだ。

　そうしなければ、叫び出してしまいそうで。

──上原さん、あなたは恐がらない人間を持つべきなのかもしれない

　タケトの言葉が蘇よみがえる。

──あなたを決して恐がらない人間。なにがあってもあなたと共に歩んでいける人間。そういう存在が、あなたには必要なんだ

（……歌っていいの？）

　自分が声を出すことで、降りかかる全てを。

　彼女たちは背せ負おう覚悟があるのだと、そう言ってくれているように思えた。

（わたし……）

　目を閉じる。ゆっくりと、息を吸い込んだ。いつのまにか、震えは止まっている。

（……歌える）

　すっと心が軽くなった。つかえは、綺き麗れいに消える。

（今なら──歌える！）

　そして、彼女はゆっくりと口を開いた。

「──」

　やがて、か細い旋せん律りつが。

「……あ、あなた！」

　聞く者を自然と惹き付けるその声が。

「──！」

　佳奈の唇から、少しずつ、しかし確実に。

「──っ！」

　野外会場へ一いつ杯ぱいに渡わたるかのごとく、高く、どこまでも高く響き渡った。

「……や、やめなさい！　今すぐに！」

　学園絶対の権力を持つ【生徒会】のその声も、今の彼女には届かない。

　ただ、ただ、懸命に。

　彼女は、歌い続けた。



（……見つけたな）

　タケトは、何かを吹っ切きったように声を張り上げる佳奈を見て微笑んだ。

（それが、あなたに最も必要だったものだ。もう、心配は要いらない）

　そして、室伏朱音の様子を探さぐりながらベースを弾いていたミコに声をかける。

「会長」

「……ん、どうしたタケトくん」

「そろそろ頃ころ合あいでしょう。行ってきますよ」

　振り返り、彼女は弦を見下ろしながら問いを投げた。

「そうか。しかし、本当に一人で大丈夫なのか？」

「ご安心下さい」

















　誇らしげに胸を張り、タケトは何の迷いもなく言い放った。

「──僕は、【天才】ですよ」

「そうか。……そうだったな」

　もうなんの心配もいらない。そう言うがごとく、ミコは前を向いて再び演奏に集中する。

「それでは任せたぞ。【裏生徒会】の力、あの女に見せ付けてやれ」

「……了りよう解かいしました」

　そしてタケトは、その場を離はなれて歩き始めた。今やっている曲はキーボードの担当する部分がそう多くないので、どうにかギターとドラム、ベースだけでも誤ご魔ま化かせるだろう。

「……チッ。なにをやっているの！　彼女たちを取り押さえなさい！」

　そう命令した直後、朱音の部下たちが声を揃そろえて駆かけ出し始めた。

「させん！」

　舞台から飛び降りると、タケトはその一人の肩かたを掴んで、

「……イヤァッ！」

　覇声を一つ、鮮あざやかに一本背負いを決める。

「なっ……タケト!?」

　もう一人を後ろ回まわし蹴げりで昏こん倒とうさせつつ、タケトは朱音を指差した。

「アカネ、【生徒会】とは生徒が自身の才能を伸のばそうと披ひ露ろうする場を潰つぶすような、そんな手前勝手な集団なのか!?」

「な、なにを言ってるのよ！」

　両手を振ふって、彼女は食くって掛かかる。

「あなたたちはこちらの許可も得ず勝手にやっているでしょう！　そんなものを見過ごすわけにはいかないわ！」

「……許可か。なら今、とろう。上原佳奈のライブを続行させてくれ」

「却きやつ下かよ。そんなこと、出来るわけないわ」

「どうしてだ？」

「当たり前じゃない。認めるに値あたいしないからよ」

「……果たしてそうかな」

　眼鏡を指で押し上げて、タケトは叫んだ。

「千陣学園【絶対校則集】第五百八十二項こう！」

「……へ？」

「『生徒が能力向上を目的として日ひ頃ごろの成果を披露する場合、それを生徒会は特別に許可するものとする』！」

　腕を組んで、堂々と。

「この学校を案内される際、教師から聞いたのが頭に残っていてな。あの校則集を調べ尽つくすのには、さすがの僕も少しばかり時間がかかったぞ」

──勿もち論ろんスポーツや勉学だけに力を入れているわけではなく、芸術の才に恵めぐまれた生徒に対する指導も充じゆう実じつしていてね。能力向上を目的として、生徒達が実技を披露する場を自らで設けることも可能だ

「……。なるほど」

　それを受けて、朱音は息をついた。

「考えたわね。その手を使ってくるとは」

　しかし少しも怯ひるむことはなく、

「だけど、あなたは知らないようね」

「……なに？」

「その教師はこう続けなかったかしら？　──いささか、条件は厳しいがねって」

「…………」

　口元を歪ゆがめ、肩を竦すくめて言う。

「いくらなんでも、そうほいほい生徒たちに好きなことをやらせていては管理するこっちの身が持たないわ。だから、わたしたちはその校則にある項こう目もくを付け加えた」

　不敵に笑えみを浮うかべながら、

「『ただし、その場を開くにおいては、観客動員を【一万人以上】とする』……そう書いてあったはずだけど？」

　指し摘てきしたその言葉に、タケトは黙りこくった。それを、敗北の証明だと受け取ったらしい。朱音は尚なおも続ける。

「ここに集まっている観客は、どう見積もっても数百人少々。とてもじゃないけど足りないわ」

「……そんなもの、集められるわけがないだろう」

　タケトは眉み間けんに皺しわを寄せながら返した。

「そうやって、本当にほんの一部の生徒だけを優先するやり方はどうかと思うがな」

「なんとでも言うがいいわ。だけど校則は校則。従わなければ処しよ罰ばつするしかない」

「……確かにそうだな」

　その悔しそうな口ぶりに、朱音は勝利したと胸を撫で下おろしたようだった。

「分かればいいのよ。タケト、今からでも遅おそくないわ。氷ひ室むろ会長に謝罪して、【生徒会】に入れてもらうよう再び頼むの。そうすればあなた一人くらいなら、退学処分を取り消すことも……」

「生あい憎にくと、僕だけが助かろうなどとそんな情けない考えはもっていない」

「っ！　あなたはどこまで頑がん固こなの!?　た、タケトが学園からいなくなったらわたしが……！」

「それに、少しばかり早とちりだぞ、アカネ」

「……え？」

　タケトの顔を見て、朱音は目をしばたたかせた。その、余よ裕ゆうに満ちた微笑の意味が分からずに。

「今のは一いつ般ぱん論ろんを問うただけだ。普通の人間には、まず無理なことだと」

「……どういうこと？」

「僕は【天才】だぞ。不可能などない」

　そしてタケトは、佳奈たちの演奏をＢＧＭに、朱音の背後を指差した。

「──後ろを見てみろ、アカネ」

「…………」

　その言葉に従って、彼女はゆっくりと振り返る。その瞬間、

「……あれは」

　彼女は、驚きの声を出した。

　野外会場の向こう、遥はるか彼方かなたから、わずかにうごめく黒い何か。

　それは、人の群れだった。彼らは皆みな一様に、こちらを目指してやってくる。

「あれは、まさか……」

「何を勘かん違ちがいしたかは知らんが、お前、わざわざ【リハーサル】を潰しにくるとはどういうことだ？」

「……え？」

　前を向いて、彼女は動どう揺ようして尋たずねる。

「り、リハーサル？」

「考えてみろ。上原佳奈は長い間歌うことが出来なかったんだ。ぶっつけ本番でやると思うか？」

「ちょ……ちょっと待って。じゃあ、これは。ここに集まっているのは？」

「いわゆる先行演奏だ。まずは練習がてら、天音会長の知り合いにいるＡＮＫＡファンを集めてみたというわけだな。まあ、それでも上原さんは緊張していたようだが……無理もないか」

　タケトは、息をついてから言った。

「ここに集まられると、目立ち過ぎるし時間もかかる。そこを狙ってお前たちに目をつけられて全員が揃う前に解散させられては厄やつ介かいだからな。違う場所で一いつ旦たん、集合してもらった」

「……わたしたちをここにひきつけておく、そのために騙だましたのね」

「騙した？　なにがだ」

「とぼけないで！　あなたたちが、隠れてこの時間へ集合するようにメールを送ったことは……！」

「なにを言っているかさっぱり分からんな。……ああ、そういえばうちには少しばかり困り者が居てな。──悪戯いたずらで、【本来とは違う時間】を正しいように見せかけてメールを送ったとは聞いたが。当然、後で丁てい重ちように訂てい正せいさせて頂いた」

「……え？」

「どうも」

　観客の中から、のっそりと現れる小さな影かげ。彼女は仮面を剥がして、それを放ほうり投なげた。

「いたずらものです」

　東とう央おう院いんマイは、ぴくりとも笑わずにそう言った。

「ちゃんとライブの時間はチラシに書いてあったぞ。誤魔化しなど一切していない」

「……嘘うそでしょ」

「情報戦は裏を掻くべきだ。だが、時には【本当にそのコインは裏があるのか？】ということまで疑ってかかった方がいい。思い込みは、足元を掬すくうぞ」

　だが、朱音は諦めなかった。背後を指差してから叫ぶ。

「そ、それでも！　あれだけじゃまだ一万人とは言えないわ！」

「……そうか？」

　マイと共に腕を組んで、タケトは言った。

「確かめてみろ。……本当に、【あれだけ】か？」

「そんな……」

　恐おそる恐るといった感じで振り返り、そして、朱音は目を見開いた。

　……増えている。

　それまでわずかだった人数が、徐じよ々じよに、徐々に、少しずつ。

　彼女の眼前で、膨ふくれ上がるようにして大きくなっていく。

　それらは、何千──いや、それ以上に思えた。

「……プレッシャーをかけてはいけないと、天音会長とマイ以外には伝えていなかったがな」

　マイの頭に手を置いて、タケトは言う。

「チケット売り上げ総数、【一万二千枚】。これが購こう入にゆう者しやのデータだ」

　懐ふところから束になった印刷紙を取り出して突きつけた。

「【生徒会】を恐れて後にキャンセルした者を除いても参加者、彼女を入れて一万とんで一人。条件には、当てはまっているはずだが？」

　膝ひざをつき、ただ呆然とその光景を見守る幼馴染に、

「出て行くのは君たちの方だ、【生徒会】」

　確固とした意思で、タケトはそう告げる。

「……上原さんの夢を、邪じや魔ますることは許さない」

　──ライブの勢いは、止とどまることを知らなかった。
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「……申し訳、ありませんでした」

【ＡＮＫＡ】改め、上うえ原はら佳か奈なのシークレットライブの数日後。

　室むろ伏ふし朱あか音ねは達しにより生徒会室を訪おとずれ、氷ひ室むろ当とう世せいの前で深々と謝罪した。

「全てわたしのミスです。どのような叱しつ責せきも受けるつもりです」

「…………」

　その姿に怯おびえはなく、言葉の通り何を言われても耐える覚悟が出来ているように思える。氷室は無言で佇たたずみ、そんな彼女に、手を組んだままで言った。

「……反省しているのだな」

「は、はい。それはもちろん」

　再び沈ちん黙もく。鉛なまりのように重い時間が流れた。断罪を待つ犯罪者であるかのように、朱音はその体勢のままじっと待機し続ける。氷室はしばらく、目を閉じたまま考えるように言葉を発しなかった。……しかし、

「下がりたまえ」

　やがて厳おごそかに、そう告げる。

「で、ですが……！」

「今回の件に関しては、君だけに責任があるわけではない。室伏君に全権を一任したのは私の判断でもある。故ゆえに、自分の行いを反省し今後に勤めるのであれば、それでいいと言った」

「……会長」

「それとも」

　低く、地を這はうような声とその相手を押おし潰すかのような圧力で。

「──私の下した処分が、不服とでも？」

「い、いえ！」

　慌あわてて敬礼し、朱音は足を揃えた。

「申し訳ありません！　ありがとうございました！」

「うむ、下がりたまえ」

「は、はい！」

　踵きびすを返すと、まるで逃にげるようにして、朱音はその場を退室した。

「……宜しいのですか？」

　タイミング良く隣となりに居た静せい香かから紅茶を注いだカップが差し出され、氷室はそれを受け取りながら言う。

「彼女にとっても色々と、学ぶべきものがあっただろう。これでより一層、事へ当たるにおいて慎しん重ちようさを心がけてくれるのであればそれでいい」

「……なるほど、仰おつしやられたとおりです。さすが会長ですね」

　褒ほめられても特になんの反応を示すわけでもなく、氷室は豊かな香かおりを楽しんだ。窓から差し込んだ光が、微び妙みような斜しや陽ようを作る。そんな姿に、静香はほぅ、と息をついた。

「……写真に撮とって永久保存したいわ」

「……どうかしたか？」

「いえ、なんでもありません」

　わずかに染めた頬ほおを隠すようお盆ぼんで覆った彼女へわずか怪訝な顔を向け、氷室は前を向く。そして呟いた。

「……しかし、さすがの私も驚きを禁じえんな」

　執しつ務む机づくえに積み上がった書類の束を見て、吐と息いきする。

　そこにあったのは、全てが【生徒会】への嘆たん願がん書しよであった。

　即すなわち、上原佳奈をやめさせないで欲しい。退学処分を取り消して欲しい。彼女の復帰を検討して欲しい。

　そんな内容で溢れ、その数は一万を超えていた。あのライブ以降、その映像がローカルネット内で出回っているらしく、佳奈の人気は急きゆう上じよう昇しようを続けている。

「まさか本当に一万人を集めてくるとは」

「……ええ。度どし難がたい男です」

　静香がため息をついた。

「あの後、ライブで販はん売ばいされた上原佳奈のＣＤも全て完売。それでも購こう入にゆうを求める生徒達の間で、プレミア化しているようですね」

　商品を巡めぐって争いが起きることもあり、室伏朱音はその後処理にしばらく追われていたらしい。生徒会へ報告にやってくるのが遅おくれたのもそのためだ。

「しかも売り上げ金は全て【生徒会】への寄付か。やってくれる」

「完全にこちらの負けですね」

　氷室は、紅茶を一口飲んでから言った。

「あの男……郡こおり武たけ人とと言ったか。私でさえ不可能だと思っていたあの校則に目をつけ、それを成なし遂げるために学園中を巻き込もうとするとはな。その胆たん力りよくは見事なものだ」

「本当に実現するため、巡らせた知略も大したものです」

「そしてなにより、上原佳奈の声が一万人の客を呼べると踏んだその観察眼は確かだな。幾いく分ぶんか賭かけの部分はあったはずだが、それでもやってのける自信があった」

　静香は、目をしばたたかせた。氷室が部下以外の人間を褒めることなど、それこそ天地がひっくり返ってもなかったことだったからだ。

「……彼は何者なのでしょうか？」

「【天才】だろう。郡武人の主張をそのまま受け取るならな」

　わずかに、氷室は笑った。

「……行動力と人を惹き付ける魅み力りよく、それを共に持ち合わせた天あま音ねミコ」

　カップを執務机に置いて、

「そして高い知能としたたかさを併あわせ持もつ郡武人か……」

　どこか、楽しげに言う。

「……面おも白しろい」

「会長……？」

「あまりに自分の思い通りに行き過ぎて、正直、少しばかりつまらなくなっていたところだ」

　その視線の先に、敵を定めるようにして。

「……【裏生徒会】か。どこまでやってくれるか、見てみよう」

　氷室が、独りごちた。



「納得いかん！」

　椅い子すの塔とうの上で、ミコが叫びを上げる。

「実に納得がいかないぞ！　私は！」

「……どうしたんですか、会長」

　そのうるさい声にしかめ面つらをしながら、タケトが読んでいた本を閉じた。タイトルには、【キーボードが上達する十の方法】と書いてある。

「どうもこうもない、タケトくん！」

　両手を掲かかげ、嘆なげき悲かなしむようにして、

「あれだけの活躍をしたというのに、どうして未いまだ誰だれ一人ひとり、【裏生徒会】へ入会したいと訪れてはくれないのだ！」

「それは、仕方のないことです」

　冷静に言って、タケトは湯飲みからクリアグリーンティーを飲んだ。

「あのライブは上原さんの為に開いたもので、僕たちはひたすら陰に徹てつしていましたから。あれに【裏生徒会】が関かかわっていたと知る生徒はいると思いますが、だからと言って入りたいとは思わないでしょうね」

「なぜだ!?」

「決まっているでしょう」

　何を当たり前なことを、と告げる。

「【生徒会】に正面きって喧けん嘩かを売るようなところ、誰が所しよ属ぞくしたいと思いますか？」

「…………」

　彼女は、身を縮めた。そして、

「にゃーっ！」

　跳とび上がる。くるくると回り、テーブルに着地した。

「だから会長、このテーブルいい加減限界なんですから、あまり乱暴な扱いはしないで下さい」

「ダッシュ！　ダッシュ！　ダンダンダダン！」

　そのまま走り出すと、タケトの懐ふところに飛び込むミコ。

「うぶっ。なんですか」

「キミの言葉はいちいち正論だな！　だが気に入らないぞ！」

「現実なんてそんなものです」

「氷室には抗あらがったくせに……」

　ミコを抱きかかえながら、タケトはあらぬ方向を見た。

「そういえば今日、高中商事の株価が五十六円高になっていましたね」

「高こう尚しような話題転てん換かんをするなー！」

　その場で暴れる彼女をどうにか取り押さえようと、タケトは苦く闘とうする。

　その時、

「……あのー」

「そうだタケトくん！　今から勧かん誘ゆう活動をしないか！　【裏生徒会】に入ったら豪ごう華か特典があるとか！」

「なにをあげるんですか。お金もないのに」

「タケトくんの悩のう殺さつブロマイドとか」

「抜け目がない!?　言いなさい、いつ撮ったんですか!?」

「フフフフフ、キミにもうプライバシーは存在しないのだよ……」

「……そんなことを言うなら会長のパンチラ写真もつけますよ」

「これは見せてもいいパンツだから恥ずかしくないもん」

「会長にとって見せてはいけないパンツとはどんなものですか。それを激しく問いたい」

「……あのー」

「それはもう……凄すごいものだぞ。凄過ぎて逆に凄くない」

「それって結局凄くないということですよね？」

「あまりに凄過ぎて誰もそれがパンツだと気付かないのだ！　何な故ぜなら最初から何も履はいてないから」

「思わぬ角度から攻せめてきましたね……。なにはなくとも羞しゆう恥ち心しんだけは持っていてくださると助かるのですが」

「あの……」

「心配するな。隠すところは隠す」

「どこをですか」

「おへそ」

「そこは是ぜ非ひさらけ出してください。誰も興味ありませんから」

「なっ、そんなことないぞ！　わたしのおへそはセクシーだ！」

「咳く死ですか。あまりに興味なくて咳き込んで死ぬんですね」

「病びよう原げん菌きん扱あつかいか!?」

「──あのっ！　いいですか！」

　怒涛の如く交かわされる会話を断たち切るように、その声は高く響いた。

「……ん？」

「おや？」

　振り返った二人の目に飛び込んできたのは、見覚えのある少女だった。

「……お二人とも、仲良すぎですよぅ」

　上原佳奈が立って、不満そうに頬を膨らませている。

「おや、上原くん。どうしたんだ？」

「ライブ以降、ファンに追いかけられて参っていると聞いたが」

「ストーカーでも追おい払はらって欲ほしいのか？」

「いえ、違ちがいます」

　首を振って、佳奈は頭を下げた。

「……まずは、ありがとうございました。お二人のおかげで、わたしの退学処分は正式に取り消しとなりました」

「うむ、そうか」

「僕らはただ手助けをしたに過ぎませんよ。全ては上原さんに才能があったが故です」

　眼鏡のツルを押し上げて、

「まあ、【天才】の僕が味方した時点でこちらの勝ちは決まっていたようなものですが」

「……本当に」

　ぽつりと、佳奈が呟く。

「本当に……ありがとうございます」

「……上原くん？」

　その反応を奇き妙みように思って問いかけたミコに、応こたえるよう。

　ぽたり、ぽたりと。

　一つ、また一つと雫しずくが落ちていく。

「上原さん……」

「わたし……自分は本当にダメな人間なんだって。どうしようもない奴なんだって、そう思って」

　頬に涙を伝わせながら、佳奈は震える声で言った。

「……だけど、郡さんや、天音会長、マイちゃんや、花か梨りんちゃん、千せん李りちゃん……色んな人に助けられて」

　嗚お咽えつを上げ、時折途と切ぎれさせながら、それでも。

「わたし……」

　顔を上げ、泣きじゃくりながら、佳奈は言った。

「わたし……もう一度誰だれかの前で歌えて……嬉しかっ……」

　言葉にならず、目元を拭ぬぐう。

「……嬉しかったんです」

「……よかったな」

　タケトから降りると、ミコは近づいて、背せ伸のびをした。

　佳奈の頭を、そっと撫なでる。

「キミはよく頑がん張ばった。これは、その結果だ」

「会長の言う通りだ。素す晴ばらしいライブだった、上原さん」

「……はい」

　ようやくにっこりと、佳奈は笑った。

「あ、あの後わたし、花梨ちゃんと千李ちゃんのバンドメンバーに入れてもらったんです。それで今、新しいライブに向けて練習とかしてるんですよ」

「ほぅ、それはなによりだ」

「全部、信じられないくらい上手くいって……お二人のおかげです」

　彼女は、顔を伏ふせて、もじもじと指をあわせた。

「あの、それで……ですね」

「うん？」

「それで──」

　息を吸い込んで、吐はく。そして彼女は、思い切ったように叫さけんだ。

「わたしを、ここに入れて欲しいんです！」

「タケトくんの懐は私の特等席だぞ？」

「いつ決まったんですか何時何分何秒地球が何回回った時」

「ち、違います」

　首を振って、彼女は頭を下げる。

「あの……お願いです。わたしを、【裏生徒会】に入れて下さい！」

「…………」

「…………」

　二人は、顔を見合わせた。

「……ダメですか？」

　恐る恐るといった感じで、佳奈は面を上げる。そんな彼女に、ミコが言った。

「いいのか？　ウチはあの【生徒会】とやり合っているんだぞ」

「……分かってます」

　頷うなずいて、それでも、と佳奈は真っ直ぐにタケトとミコを見て口を開く。

「それでも、お二人はわたしを助けてくれるためにあれだけ頑張って下さいました。だから、わたしも恩返ししたいんです」

「……上原さん」

「ふむ……」

　ミコは無言で立ち上がると、部屋の奥おくへと行った。そして段ボールに腕うでを突っ込むと、ごそごそやってから戻もどってくる。

「天音会長？」

「ほら、受け取りたまえ」

　差し出したのは、一枚のバッチだ。汚きたない字で、【ＵＳ】と書いてあった。

「これは……なんですか？」

「【裏生徒会】のメンバーへ加わった者へ送っている。我々の仲間だという証だ」

　佳奈は目をぱちくりとし、そして、おずおずと問いかける。

「あの……それじゃあ？」

「キミに覚かく悟ごがあるのなら、もう何を言うこともあるまい」

「そうですね」

　タケトは頷いた。そして、バッチと二人を交こう互ごに見つめている佳奈に向けて彼らは告げる。

『──ようこそ、【裏生徒会本部】へ！』

「……っ！」

　彼女は、心からの笑顔になった。

「ありがとうございます……っ！　わ、わたし、頑張りますね！」

「うむ。それでは早さつ速そく、今日の依い頼らいからこなしていこう。大変だぞ、やれるか？」

「はい！　あ、後ですね……もう一人、入りたいっていう子がいて」

「ほぅ、それはありがたい話だな。してその子とは？」

　ミコの問いに応えるよう扉とびらが再び開き、そこから顔を覗のぞかせたのは、

「……ども」

「やはり、君か」

　大方の予想はついていたが、とタケトは苦く笑しようした。その人物──東とう央おう院いんマイは部屋に入るなり、軽く頭を下げて佳奈へと寄より添そう。

「ここに来る前に会って、わたしが【裏生徒会】に入るって言ったら自分もそうするって……」

「【裏生徒会】がどうというよりは、君の場合上原さん目当てじゃないのか？」

　そう尋ねたタケトに、マイは佳奈の後ろから少し顔を出して、

「……【裏生徒会】のすうこうな精神にひかれた」

「実に疑わしいが」

「というもっぱらのうわさ」

「風聞!?」

「まあまあ、いいじゃないか。人が増えるのはいいことだ」

　ミコはいつのまにとってきたのか、掌てのひらに三つのバッチを乗せて差し出した。

「さあ、受け取りたまえ。マイと、後、この二つは千李と花梨に渡してくれないか」

「え、あの二人にもいいんですか？」

　驚く佳奈に、ミコは微笑ほほえんだ。

「別に【裏生徒会】に入れというわけではないがな。これからも協力してもらうことがあるかもしれない。ちょっとした絆きずな固めのようなものだ」

「は、はい。ありがとうございます。……あの、でも、ちょっといいですか？」

　自分の手にある三枚のものを見つめ、佳奈は不安げな眼まな差ざしで尋ねる。

「……このバッチ、本当につけなきゃいけませんか？」

「えっ!?」

「ああ、すごく嫌だろう。分かるぞ。なにせダサいから」

「ええっ!?」

「……はあ、ちょっと。いえ、その……ええと」

「センスをうたがうデザインです」

「なっ！」

「ちょっ……マイちゃん、そんなにはっきり言ったら会長さん傷つくよぅ！」

「なぁっ！？！？」

　三者三様の物言いにミコは高く、学園中に届くかのような声で叫ぶのだった。

「だ、ダサいとはなんだ──ッ！」



　──千陣学園。

　それは才能ある生徒達の集つどう学まなび舎やだ。

　その数、十万人以上。故に毎日がごとく騒さわぎは起き、その度に誰かが傷つき膝を折る。

　そんな彼らを救う者。陰から支え、共に立ち上がる者達。

【天才】、郡武人。【会長】、天音ミコ。【情報屋】、東央院マイ。そして【歌姫】、上原佳奈。

【裏生徒会】は、わずかに賑にぎやかとなって今日もその活動を始める。

　……その名が、全ての生徒にとって希望となるように。

Fin



















　　　あとがき





　毎度、空そら埜の一かず樹きです。お久しぶりで御座います。

　前シリーズより数ヶ月、大変お待たせして申し訳ありませんでした。

　新作、「うちの会長は荒ぶる虎とら猫ねこに似ている。」はいかがだったでしょうか？

　死なない男に恋した少女、もそうですが今回もタイトルがやや長いですね。皆様には是非、「うちねこ」あるいは「うちとら」と略して頂けると幸いです。あるいは「Ａ　ＬＯＶＥる」と略してもいいと思います。色々とひどい。

　前回は学生が主人公にも関わらずあまり学校を舞台にしていなかったので、今回におきましてはどっぷりと、それを堪たん能のうして頂けるよう配はい慮りよ致しました。

　しかし何分、学校らしい学校に通っていたのがかれこれ十年近く前になるので、色々と大変です。近くの小学校を取材しようと思ったのですが、この厳しいご時じ勢せい、完全に不審者扱いされてはなんなのでなるべく鮮せん明めいに思い出し、思い出ししながら書きました。職務質問に「作家です」と答えたところで「はいはい、すごいね。じゃあちょっとそこの交番までいこうか」と和やかに連行されるのが目に見えています。違うんです！　作家なんです！　女の子がナイフで男の子を刺すお話を七冊ほど書いていただけなんです！

　おやおや、いつのまにか鉄てつ格ごう子しの中に。

　まあ、そんなぼくのどうしようもない社会不適応者ぶりはともかくですね、とにかく今回も女の子に男の子が振り回されるお話を楽しく書いていけたらなと思っています。

　うちねこ（浸しん透とうしろ！）で何を一番魅せたかったというと、やはり若さの中には時として大人を圧倒するほどの熱さが眠っており、それらは決して未熟と呼ばれるものだけでなく、年を経へることによって忘れてしまう大切な何かが含まれているのだ──

　ということではなく、「肩車」です。

　何がきっかけだったのかは分からないのですが、天てん恵けいのように脳内に到来した「ちっちゃい女の子を肩車しているのって……いいよね？」というアイディアが元になったのが、今回のお話でした。

　なので、作中にはこれでもかというほど肩車の図が出ており、寧むしろそれ以外は添そえ物、刺身でいうツマ、トンカツで言うキャベツ、ハンバーグで言うにんじん、ポケモンで言うところのスーパーボールです。すぐハイパーボールが出てくるから意外と使えない、あのボール。ちょっと意味が違いますね。ネタが切れたんです。そういえば昔、マスターボールが一個だけということを知らなくて、いくつでももらえるもんだと思ってキャタピーを捕まえるために使った覚えがあります。真実を知った時の嘆なげきは天をも裂さく激しさに満ちていたとかいないとか。本気で泣いた。

　まあ、話はずれましたがとにかく、添え物は言い過ぎですがその部分から発端したのは確かです。

　後、関係はないのですが作中に出てくる朱あか音ねのスラングですが、言葉を勝手に組み合わせただけで文法的には滅め茶ちや苦く茶ちやなので、その辺はあまりつっこまないでくれると嬉しいです。突っ込まれると泣く。二重の意味で。

　ともあれ、「うちの会長は荒ぶる虎猫に似ている。」を宜しくお願い致します！

　さて、それではこの辺りで恒こう例れいの謝辞へ移ります。

　まずは、死なない男～の七巻より新しく担当になったＮ様。プロットの段階からかなりお世話になり、申し訳ありません＆ありがとうございます。一人では絶対に思いつけないアイディアをぽんぽん出して頂いて、とても助かりました。次回からはなるべく苦労をかけないように……し……た……い……ぐぼぉ（不可能なことを言い過ぎてプレッシャーにより吐と血けつ）

　そして、挿絵担当のろんど様。デザイン画を頂いた時の興こう奮ふんは忘れません。特にミコがこちらの予想を遥かに超えた可愛さで、あの一枚だけでご飯五杯はいけそうでした。本当にありがとうございます！

　そして毎度、夜中にアホ丸出しの会話を繰り広げている友人たち。君たちのおかげで創作意欲は保たれております。だが二十代も後半に差し掛かった奴らが、露ろ骨こつに下品な話ばかりしているのもどうなんだろう。素敵！

　そして執筆中、サイトからメールやメッセージを送って頂いた皆様方、本当に力になりました。皆様のおかげで生きております。

　最後に、なによりこの本を手にとってくれた全ての方々へ、最大限の感謝を。

　それでは、次回でお会い致しましょう！



　Ｐ．Ｓ．　←のネタを今回もやろうかどうか迷っている。

一月　空埜一樹

ＢＧＭ　『Kick-ass　soundtrack』



ＨＰ　『空ノページ』　http://www.eonet.ne.jp/~tabibito5/
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